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　　　一章　夏の一日、いつもの朝『悟の悩みは誰が為に？』





「──る。──とる。────悟さとる」



　眠ねむりの淵ふちから呼び覚ます、聞きなれた声。

　従妹いとこで同居人の、水みな上かみ澪みおの声。

　俺おれにとってはありふれた日常にして、掛かけ替がえのない一日の始まり。



　だが。

　今は夏休み中。しかも自分の体内時計を信じるなら、まだ結構早い時間。

　……本来寝ね起おきの悪い俺としては、もう少し寝ねかせて欲ほしい。



「……悟。悟……！」

「にゃあ。うにゃあ～～！」



　ネコの鳴き声も加わった。

　この鳴き声は──我わが家やの一員、黒くろ猫ねこのイブか。

　だが、一匹ぴき加わったところで俺の低血圧は揺ゆらがない……！

「悟……？　……むぅ。じゃあ──」

「うにゃ？」

　ん？　何かする気か……？



「え～っと。『朝～、朝だよ～。朝ご飯食べて学校行くよ～』だっけ？」

「にゃ～。にゃあ、うにゃあ～！」



　………澪さん。目覚ましネタとしては王道ではありますが……最も早はや、若じやつ干かん古いかと。

「…………むぅ、起きない……」

「うにゃあ……」

　……少し申し訳ない気がしてきたが、早朝の眠ねむ気けには勝てない。全すべては俺を低血圧にした運命のせ──

「──え？　……ん、わかった。そう言えばいいんだね？　えっと……こほん」

　ん？　誰だれかから入いれ知ぢ恵えを受けた……？　誰か他に居るのか？

　普ふ通つうに考えれば我が家のネコトリオの残り二匹、ヴィスとリッドだが、居るのなら多分、最初から参戦していたはず。

　そしてイブは……そういう絡からめ手は苦手、というか、しようとすら思わないタイプ。

　じゃあ誰が？　と、答えが浮うかぶ前に、澪が言葉を紡つむぐ。



「……えと。『朝～、朝だよ～。ユク○村でドリンク飲んでジンオウ○ボコるよ～』」

「ぅにゃあ～！　にゃあ～♪」



　……朝っぱらから、ドーピング込みのハードな狩かりを要求されました。

　ご一緒のアイ○ーも元気いっぱいです。

「…………お前、モンハンやってたっけ……？」

「あ、起きた……。おはよ、悟……♪」

「にゃん♪」

「………………おはよう」

　脱だつ力りよくして、思わず声をかけてしまった。──少し悔くやしい。

　だけどこの二人（または一人と一匹）の笑え顔がおを見てしまった以上、ここから二に度ど寝ねはさすがに出来ない。

　体を起こして部屋を見回すと──入口近く、入れ知恵をしたとみえる人物も居た。

「おはよー、悟兄」

　楽しそうに笑っているのは、俺の教え子にして澪の幼なじみ、鈴すず宮みや細さざ音ね。

「……細音。今のはお前の入れ知恵だな？」

「うん♪　最近ハマってるんだよ～。……それより悟兄。もしかして今日の事、忘れてる？」

　……ん？『今日の事』？

　考えながら改めて澪と細音を見て、一つ気がつく。──今は夏休みなのに、二人とも制服だった。

　登校日、だっけ……？　いや、今日は違ちがう。ならば……。

「──ああ。新聞部の打ち合わせ、今日だっけ？」

「……ん。やっぱり忘れてた……」

　軽く咎とがめる様なジト目を向けてくる澪。

　新聞部で作る学園新聞。その夏休み明けにだす刊の打ち合わせをしようという話になっていた。

　この家でもいいんじゃね？　という話も出たんだが……資料も既き刊かんもある学園の部室の方が良いという話になったんだった。

「あー……、悪かった。んじゃ、とっとと準備するわ」

　そう言って立ち上がろうとすると──

「にゃあ！」

「ん？　イブ？」

　黒い子こ猫ねこが駆かけ寄よってきて、身を伸のばしたかと思うと。

ペロッ

「にゃん♪」

　俺の頬ほおをペロリと一ひと舐なめし、『おはよう♪』と聞こえる声をあげる。

「──あー、っと。……おはよう、な？」

「にゃあ♪」

　──この子が普通の子猫なら、『嬉うれしい』や『可愛かわいい』とか感じて終わりなんだが……。

　この場の、残り二人を見てみる。

　……案の定ニヤニヤしている細音と、澪は──

「……ね、悟……？」

　何かの決意を固めたような表情で、じりじりと近づいてくる澪。

「ちょ!?　た、対たい抗こうしようとするな！　細音が見てるんだぞ!!」

「あ。…………むぅ」

　少し頬を紅あかくしながら、なんとか引き下がる。

　あっぶな……。今はこの手の事をされると──ちょっとマズイ。

「……ん。じゃあ、起きてきて、ね？」

「にゃん♪」

　そう言って部屋を出ていく澪と、それについていくイブ。



　……はあ。なんとか乗り切った、か。



「ねえ、悟兄？」

　──まだ一人、いらっしゃいましたね。

「……なんだ？」

「あたしが見てなかったら、やってた？」

　それはそれは楽しそうなニヤニヤ笑いを浮かべ、問いかけてくる細音。

「…………ノーコメント」

　──とは答えたものの。実際は……多分、なんらかの言い訳をして逃にげていたと思う。

「ん～、最近二人ともアグレッシブだよね～」

「……まあな」

　先の一件以降、澪が触ふれに来る事が多くなった。イブは変わらないと言えば変わらないのだが──、間ま違ちがいなく『意味が変わった』。

　本音を言えば、嬉しい。だが同時に……嬉しさに比例して、非常に困るわけで。

　ちなみに。先ほど細音は、澪とイブを指して『二人』と言ったが、別に間違いや省略ではない。

　と言うのも──

「そういえば、ヴィスとリッドはどうしたんだ？」

「へ？　あ、えっと。『真ま白しろちゃんと綾あや人とくん』は、朝ご飯の仕し度たく手伝ってる。キーヤも下」

「なるほど」





　着き替がえや洗顔など、朝の仕度をすませ１階のダイニングへの扉とびらへ手をかける。

ガチャ

「あ、おはようございます、にいさま」

「おはよう、にいさん♪」

「ああ。おはよう真白、綾人」

　声をかけてきた二人に、挨あい拶さつを返す。

　外見上、歳としは二人とも10歳前後に見える。

　小皿を運んでいる、長い白はく髪はつの子は、真白。

　テーブルに箸はしを列ならべている子が、綾人。こちらは黒くろ髪かみのショートに白髪の一ひと房ふさが交じる。

　こうして見ると可愛い『姉妹』にしか見えないのだが……綾人は男の子。しかも女の子っぽい事を結構気にしていたりもする。

「悟兄、いいタイミングで来たね～。もうすぐ準備終わるみたいだよ」

「わう！」

　自分の家の様に、堂々と椅い子すに座すわってくつろいでいる細音と、その足あし下もとで丸くなっている大きな犬、キーヤ。

　キーヤは細音の愛犬にして相棒な、チート性能持ちの『犬幽ゆう霊れい』。だけどこうして朝日を浴びてくつろぐ姿は、そこらの老犬と変わらなかったりする。

「よ。キーヤもおはようさん。それで細音、俺がタイミング良いんじゃなくて、澪が俺に合わせて準備してくれてるだけ」

「ん……♪　でももう慣れたから、今はあんまり意識してない、かも？」

　それでも大体ピッタリなのは、一いつ緒しよに積み重ねてきた時間の賜たま物もの。

　──こういう事にささやかな幸せを感じてしまう、最近の俺だったりする。

「あー、さすが澪というか……。それにしても、最近は朝はご飯なんだ？　あたしが居たときはパンだったけど」

「ああ、それは──」

　と、言葉を続けようとしたとき。

「にゃあ！」

「っと」

　どうやらテーブルの下に隠かくれていたらしいイブが飛びついてきて、そのまま頭まで登ってきた。いつもながら、この子は朝から元気だ。

　もうすっかり慣れている俺は、頭の上の黒猫の首筋をくすぐりながら、話を続ける。

「最近はほとんど和食だな。──ほら。こいつらの箸の練習のためにも」

「はい。そういうことです♪」

「うん。だいぶ上う手まくなったよ」

　真白と綾人が、少し得意げに続ける。

「なるほど～。……あれ？　イブちゃん、というか聖宵きよいちゃんはいいの？」

「にゃ、にゃ…………？」

　頭の上の黒猫が『ギクリ』と反応し、目を逸そらした気配がした。

「いや、よくない。……というか聖宵にこそ必要。──というわけで、イブ？」

「……にゃあ」

　渋しぶ々しぶ、といった様子の声を出だしてから、俺の頭から飛び降りるイブ。──その姿が空中で変わる。

『トンッ』という音とともに着地したのは、長く艶つややかな黒髪を揺らし──それでも活発な印象を与あたえる、真白や綾人と同じくらいの歳の女の子。

「にゃあ……。お箸ムズカシイ……」

「……ん。でもね聖宵？　日本だと、お箸は必ひつ須すだよ？」

「にゃぁ……。な、なら外国行こっ！」

「……外国なら、英語必須だよ？」

「う、うにゃあ!?」

　最後の一品を運んできた澪に言われ、ショックを受けた様子の聖宵。

　──というわけで。うちの子猫三匹、ヴィス、イブ、リッドは、人間の姿に変身出来るようになっていたりする。

　その姿での名前は、それぞれ真白、聖宵、綾人。変身には時間制限があるが、それもここ最近はかなり延びた。

　しかもこの変身、ただ姿が変わるだけではなく、人としての性質、体質まで得られるらしく、この状態の時は人間と何ら変わらない。

　だから真白、聖宵、綾人は三匹であり三人でもあるわけで……俺がイブに頬を舐められて照れた理由、お察しいただければ、と。

「慣れれば簡単だから……頑がん張ばろ？　……ね？」

「にゃあ……」

　澪に言われ、今日も渋々ながら練習を承しよう諾だくした聖宵。──とまあ、こういうのがここ最近の日常風景だったりする。

「──ねえ悟兄……？　なんか澪……聖宵ちゃんのお母さん……？」

「……言いたい事は分かる。いや、こいつら人になって日が浅いだろ？　だからいろいろ教えてるんだけど──ほら、同性じゃないと教えられない事ってあるだろ。だから澪が聖宵、俺が綾人にいろいろ教えてるんだわ」

「真白ちゃんは？」

　訊きかれた俺は、いつの間にか椅子に座りニコニコ微笑ほほえみながら様子を見ている、お嬢じよう様さま然とした少女に目を向けてから──再び細音に向き直り、答える。

「……特に教えなくても、いつの間にか覚えてるんだ、この子」

「…………なるほど」

　とはいえ。やはり真白（＝ヴィス）は別格としても、綾人の方も十分に覚えが早い。細かな作業はさすがに少しモタつくが、もう日常生活に支障は無いレベル。

　……で、だ。

「ね、ねえ、お姉ちゃん……？」

「……ん？」

「──おトウフ、手で食べちゃダメ……？」

「……ダメ」

「ぅにゃぁ……」

　やっぱり不器用な聖宵（＝イブ）。そして、良いお母さんぶりが板についてきた澪、という構図が最近の日常。

　──必死な聖宵には悪いが……微笑ましくて、眺ながめているのは楽しかったりする。

「ねえ悟兄？　見ての通り、朝ご飯は和食だよね？　晩ご飯も？」

「ん？　まあ、決まってはいないが……和食が多いな」

　澪と聖宵を楽しそうに見ていた細音に訊かれ、答える。……その笑顔に、若干イヤな予感を覚えながらも。



「じゃあ──今夜の夜、悟兄のご希望は『親おや子こ丼どん』だね♪」



ゴフっ!?

「おまっ!?　そのオッサン発想はどうよ!?」

「や。だって、ねぇ？　狙ねらえそうじゃない？」

　──ちょっと勘かん弁べんしてください。……今なら容易に妄もう想そうできるのでヤバイんです。

　ニヤニヤ笑いしている細音に言い返──す、その前に。



「……ん。今晩、親子丼食べたいの……？　いいよ？」

「わ～い！　ボクも楽しみ♪」



「………………」

　──わかってないんだよね？　わからないで言ってるんですよねぇ!?

「あ、あはははは……。──悟兄、ごめん」

　細音の気まずそうな声と、澪の『鶏とり肉にく、あったっけ……？』という独り言を、どこか遠い所からの言葉の様に聞きながら──脳内に巻き起こったピンク色の混乱を、必死になって抑おさえる俺だった……。





　とまぁ、そんなドタバタの後。澪と細音と一緒に学園へ。

　聖宵が一緒に行きたいと言い出したが……いくら家族でも部外者は部外者。

　ネコ形態の方でも、実は以前の件で『ペットを持ち込んだ』と学年主任に目を付けられてしまったため、当分自重。理事長に収まっている『あの人』に言えば、何とかしてくれそうではあるのだが、そういう特例や特権は出来る限り使いたくない。



　そんなわけで、現在は聖ひじりヶが丘おか学がく園えん高等部の校舎内、新聞部の部室。

　俺おれは細音と澪と、夏休み明けに発行予定の学園新聞について話し合っているわけだが。

「──ふむ。じゃあ、やっぱり白しら川かわさんか財ざい天てん寺じさんに、情報提供の依い頼らいを？」

「うん！　せっかくお近づきになれたんだからね～。澪はどう思う？」

「……ん。いいんじゃないかな？　学園の裏話とか、おもしろいと思う、よ？」

　──まあ特権云うん々ぬんとは言ったが、公衆の利益になるなら良いかな？　とも思うわけで。

　事務員と用務員なら、学園の裏話やちょっとお得な情報なんかもあるかもしれない。

　知り合いなんだし、訊くだけ訊いてみようという話になった。

「じゃぁ、あたし白川さん達たち探してくるね」

「俺が行こうか？」

「んー、いいよ。その代わり、澪と悟兄は過去の記事から似たようなの探しといて！　どの程度まで書いてＯＫかの参考にしたいから♪」

「……財天寺さんはともかく、白川さんは相当ヤバイ話まで知ってそうだしな。了りよう解かい。引き受けた」

「……ん。やっとく」

「ありがと！　じゃ、行ってくるね～。──ああ、そうそう。すぐ戻もどってくるから、二人きりだからってあんまりイチャつかないようにね♪」

「──アホ言ってないでとっとと行ってこい」

「は～～い」

　俺が白い眼を向けてあしらうと、ニヤニヤ笑いを残して部屋を出ていく細音。

　──あいつ俺の現状知ってるくせに、ああいう事言うんだもんな……。

　と。心の中で軽くボヤいてから、頭を切きり替かえて澪に声をかける。

「んじゃ、こちらも始め──」

「……ん。悟？」

　振ふり向むいてすぐ。俺の言葉を遮さえぎる様に、澪が声をかけてきた。

「ん？　どうした？」

「……ああ言われたからじゃないけど……ね、悟。二人だけだし……この前の続き、していい……？」

　少しだけ頬を染めて言う澪。だけどその瞳ひとみには──微かすかにうかがえる、決意の炎ほのお。

『この前』？　と、少し考えて思い至る。

「──あれ……か……？　だけどこの前『少し怖こわいから』って……」

「……ん。でも、今はもう大だい丈じよう夫ぶ。だから……させて？」

　言いながら、縋すがる様に近づいてくる、澪。

　──いろいろと、マズイ。そう考えるには考えたが……抗あらがえない。

　そうして俺は膝ひざをつく澪を眺めながら──身を、床ゆかに横たえた。

　……僅わずかな、だが隠しようのない期待を秘ひめながら。



　　　　　◆　　　◆



　うまく白川を見つける事ができた細音は、談だん笑しようしながら部室へ戻るところだった。

「今日は珍めずらしく、財天寺さん居ないんですね～」

「ええ。所用で最近知り合った者のところへ出ていますね。──ここだけの話ですが……おそらく明後日には、何をしに行ったか分かると思いますよ♪」

「わ！　っていう事は、澪や悟兄関係ですよね？　しかも、当人達には内ない緒しよにして驚おどろかそうって事ですね？」

「お話が早くて助かります。ご協力いただけますか？」

「もちろんです！　あたしも楽しみにしてますね♪　っと。それでさっき話した新聞の件なのですが……どんなネタがあります？」

「そうですね……どこまで話していいんですか？」

「その発言、とってもステキです！　どうせですからギリギリのライン狙いましょう♪　そこら辺は今、澪と悟兄が検討しているはずですから──とりあえず入ってください」

　──そう言って、ちょうど部室前に辿たどりつき、ドアを開けようとすると。



『……ん。悟、気持ちいい……？』

『──ああ。すごくイイ。……くっ。そんな深くまで──』



「「 ────っ!? 」」

　中から聞こえてきた声に驚き、硬こう直ちよくする二人。そして──

「（な、何をやっているんですかあの二人は──!?）」

「（し、知りませんよ！　……そういえば部室を出るとき冗じよう談だんで『二人きりだからってあんまりイチャつかないように』って言ったんですけど……まさか火をつけちゃった!?）」

　ドアの前にしゃがみ、正体不明の汗あせをかきながら小声で話す二人。きっちり聞き耳は立てながら。

　そして──室内からの声は続く。



『この前は怖いって、少ししかできなかったのに……いつの間にこんな上手く？』

『……ん。聖宵と、練習したの。だから──聖宵も上手いよ？』



「「 （聖宵ちゃんと!?） 」」

　驚きよう愕がくのあまり、声を合わせてウィスパーボイスで叫さけぶという器用な技わざを無自覚にこなしながら、今度はハッキリと冷たい汗を流す二人。

「（な、そ、それは明らかに犯罪ですよね!?　『犯罪的』、じゃなくてキッパリと犯罪ですよね!?）」

「（お、落ち着いてください白川さん……！　今の会話からの推測ですが──聖宵ちゃんは練習だけで、まだ実行はしていないみたいです！　だけど問題は……澪は実行を認めちゃってるみたいに聞こえることかと……!!）」

「（そ、そうですね。ならば止めるなら、今をおいて他にはないかもしれませんね……。そんな倒とう錯さく世界、同性同士以外で認めるわけには……！）」

「（こんな状じよう況きようで趣しゆ味み持ち出さないでください!!　とにかく、タイミングを見計らって止めに──）」



『聖宵に、こういう事が上手い印象は無いんだが……？』

『……あの子、やさしい子だから。恐おそる恐るだったけど、上手くなりたいって、一生けんめいだったよ……？　だから、そのうち聖宵にもさせてあげてね……？』

『──ああ。楽しみにしてる……』



ガ　ラ　ガ　ラ　ガ　ラ　ッ　!!

「それはいけません！　止まってください!!」

「何やってるの二人とも──!?」

　ここで見み逃のがすわけにはいかない。その思いからついに突とつ入にゆうに踏ふみ切る二人。

　────が。



「「 へ……？ 」」

「「 …………はい？ 」」

















　突とつ然ぜんの乱入者に、動きをとめてキョトンとしている、悟と澪。

　想像とはまったく違ちがう光景に、目を見開き、揃そろって動きを止める細音と白川。

　そして、硬直した時を動かしたのは──澪。

「……えと。『何してる』と訊かれても──」

「──『見ての通り』としか返せないんだが……？」

　そのままの体勢で、戸と惑まどいながらも恥はずかしがる様子は無く答える二人。

「…………え、あー……、『深く』とか『怖い』とかってそういう事か──」

「……な、なるほど、そういう事でしたか……！　澪さんと聖宵さんで、それの練習をしていたのですね？　──私はてっきり……」

　気まずそうに、言葉を絞しぼり出す突入隊の二人。しかし。



「「 ……？『てっきり』、何だと思ったの？ 」」



「「 失礼しましたっ!! 」」

　二人からの純じゆん粋すいな質問に答えられるはずもなく。廊ろう下かへ即そく時じ撤てつ退たいする二人。

「「 …………………………… 」」

　揃って、額に指を当てて無言で考え込む二人。

　しばらくして。

「──い、いやぁ、勘かん違ちがいしてしまいましたねぇ？　失敗失敗。あ、あはははは……」

「そ、そうですね！　で、ですがまぁ、あの会話だけを聞かされれば、大たい抵ていは……」

「ですよねぇ……。澪って尽つくすタイプですから……そっちも始めちゃったのかと」

「……私もです。それにしても……あの一家の紛まぎらわしい発言、どうにかならないのでしょうか？」

　──と。気まずさを誤ご魔ま化かす様に会話をしてから、揃って『はぁ……』と溜ため息いき。



「悟兄の現行犯モノかと思ったら……まさか健全に、ただの『耳かき』とは……」

「そうですねぇ……。まさか『膝まくら』でおくつろぎモードだなんて……。あれでしたら極ごく々ごく普ふ通つうの──」



「「 …………………………え？ 」」



　我に返った二人は即そく座ざに振り向き、再びドアに手をかけ──



　　　　　◆　　　◆



『失礼しましたっ!!』

　そう言って逃にげる様に慌あわてて出て行った二人を、唖あ然ぜんと見送った俺おれ達たちだったが……。

「……ね？　あの二人、何だったの……？」

　俺の顔を覗のぞき込む様にして、澪が訊いてくる。

「さあ……？」

　その澪の膝の上で答える俺。

「……まぁ、いいや。──続き、するね？　痛かったら言って？」

「ああ──。頼たのむ」

　そう言うと、再び澪が優やさしい手つきで耳かきを動かし始める。

　──気持ちいい、と言うより……心ここ地ち良よい。

　頬ほおから伝わる澪の温ぬくもりと、微かに聞こえる息いき遣づかい。気を抜ぬくと即座に眠ねむりに落ちてもおかしくないくらい、心地良い。



　──が。それとは別に……『男の事情』というものも御ご座ざいまして。



　まず、第一点。ウチの学園の女子制服は、結構スカートが短い。そのせいで俺の頬の半分は、澪の素す肌はだに触ふれているわけで。

　そして第二点。澪はその……女性として、とてもご立派なモノをお持ちでして。それ故ゆえに、この体勢から澪を見上げようとすると──

「──『仰あおげば尊とうとし』……」

「……？」

「……ナンデモアリマセン」

　澪は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも、耳かきを動かす手を止めると、『ふっ……』と耳に息を吹きかけてから、

「……ん。こっちはお終しまい。反対向いて？」

「りょうか──、……ちょっと待て」

　今俺は、澪の膝の方を向いている形で。

　この向きならば澪を極力見ないで済むため、色々なアレコレを比ひ較かく的てき楽に抑える事ができているわけだが……。

「……really?マジで？」

「……Yesうん」

　向きを変える＝澪のお腹なかの方を向く。

　人体構造上、正座すると足の付け根から膝に向かって下り坂のため……フトモモにより強く頬を押おし付つける事に……？　しかも上には『尊し』。つまりこれは──

「仰がずとも尊し……!?」

「……？　悟、早く……」

　声に見上げると……澪の頬も、僅かに染まっていて。

　それに気づいたら、なぜか迷いが無くなり。そのまま──



ガラガラッ!!

「「 イ　ヤ　イ　ヤ　イ　ヤ　イ　ヤ　!! 」」



　さっき出て行った二人が、首を思い切り振ふりながらツッコミ風に入ってきた。

　──ありがとうございます。正直助かりました。



　この乱入により耳かきは中断となり、なんとか有う耶や無む耶やにできたわけだが……。

　あのまま雰ふん囲い気きに流されていたら……ちょっと今はマズイ。

　──あと数年。理性を持たせる必要があるんだから。



　　　　　◆　　　◆



「…………ね、細音。最近、悟がおかしい」

「へ？　別に、あたしは気付かなかったけど？」

「……ん。ちょっと、おかしい。……私、なにかしちゃったのかな……？」

「え……？　何かハッキリした異常があるの？」

「…………ん。ちょっと、ね」

「ん～、ハッキリするまで秘密って事かな？　うん、わかった！　それとなく、悟兄に訊いてみるよ～」

「……ん。ありがと、細音」










　　　二章　雨天の出会い、迷子の仔『繰り返しの物語』





「生きていくのが辛つろうござりまする……」

「……貴様、いつの時代の人間だ……？」



　学園に行った日の翌日。

　昼食後、用事があって腐くされ警けい察さつ官かんの友人・黒くろ木きが居る交番に顔を出だすと、なぜか細さざ音ねも来ていた。そして……『最近、澪みおとはどう？』と訊きかれ、先の発言になるのだが。



「えっと……なぜ？　悟さとる兄、言っちゃえば遅おくれてきた春の到とう来らい中でしょ？」

「ふむ。細音から聞いたが、やっと自覚したそうだな？　言ってみればリア充じゆうモード爆ばく裂れつ中だろうが。何の不満がある？　…………死ねばいいのに」

　最後にこぼれ出た黒木の本音は置いておくにしても。

「……言いたいことはわかる。わかるんだが──」

　先日の聖宵きよいの一件で、自分が澪をどう思っているのか、やっと自覚できた。

　そして──澪の気持ちに気づかないほど、俺は鈍にぶくない。だから、今の生活は本当に恵めぐまれていると思っている。……幸せ、と、言ってしまってもいいかもしれない。

　……だが。だからこそ──



「『リア充』が『リア獣じゆう』に爆裂しそうでヤバイんだよ……！」



「「 ……………………なるほど 」」

　黒木と細音は何を言おうかさんざん迷った様子ながら、なんとか言葉を絞り出す。

「あー、っと。でもね悟兄？　今まで平気だったんでしょ？」

　──まあ、そうなのだが。一度自覚してしまうと……。

「……ＯＫ。ならば想像してみてほしい。──まずは朝。最近は必ず、澪が起こしに来る。『自分で起きれるぞ？』と言ったら、俺の頬を触さわって『……ん。でも、ちょっとお髭ひげはえてる悟の顔見れるの、私の特権だから……』って言ってニッコリ」

「…………新しん婚こんだな」

「……澪、ナチュラルに破は壊かい力りよくおっきいよね……」

　初しよっ端ぱなからひきつった笑え顔がおを浮かべる二人。

　掴つかみはＯＫ。だが、これはまだ序の口。

「で、細音は昨日見ただろうが……起きて食事に行くと、澪が丁度朝食の仕上げ中。挨あい拶さつすると、振り向いてニッコリ」

「……うん。昨日見たけど……良い新妻さんだよね」

「というか、いつものミニスカート＋エプロンの組み合わせの時点で破壊力高いな」

　さすが黒木君。正しい認にん識しきです。

「昼間。俺が仕事をしていると、ときどき飲み物とお菓か子しを持って『頑がん張ばって、ね？』。リビングでくつろいでいると、必ず隣となりに座すわってマッタリ」

「…………新婚ってレベルすらも超こえてないか？」

「澪の生活の中心って、悟兄……？」

　とは言え、昼間はほぼ必ずイブ達の誰だれかも居るんだが。と言うか──

「まあ最近はその一連の行動に、大抵は聖宵も付いてきてるな」

「……見習いか」

「バカップル見習いだね……」

　実は『どっちも可愛かわいい』とか思ってる時点で、かなり重じゆう症しようだという自覚はある。

「で、夕方から夜。一いつ緒しよに買い物とか夕食の仕し度たくとか、それなりのイベントはあるが、最も破壊力デカイのは……」

「夜、か……」

「まさか、今までの全部前フリとか言わないよね……？」

　さすがにそこまでは言わないが……理性への破壊力が最も高いのは事実で。

「ソファーでくつろいでいると、隣に座って寄りかかってくる澪、湯上がりバージョン」

「……うっわぁ……」

「普ふ通つうに考えると、それはすでに臨戦態勢だろ……？」

　問題は、澪がそれを狙ねらってやっているのか天然なのかがわからない事で。

　だから──



「はっはっは。だけど最近、手すら繋つないでないぞ？」



「……貴様という男は……！」

「悟兄……変な宗教入ってないよね？　どっかの僧そう侶りよさんじゃないよね？」

　……自分でも、よく耐たえてると思います。

「だってな──今少しでも理性を緩ゆるめると、一気に行くとこまで行っちゃいそうでな……」

「……あー、うん。その状況で動いちゃうと……止まる理由無いよね」

「人生の墓場への最短ルートだな」

　まぁ、黒木が言うソレを、俺おれは墓場とは思わないが。

「まだ動くわけにはいかない。──今はまだ。　……だけどもうね？　料理している後ろ姿とか、湯上がり姿を見るたびに……！」

「……僧侶でもやっぱり男の子だよね……」

「まぁ、ここまで耐えられただけでも十分に──」

　──そう。耐えてるんだよ！　なにせ……！



「見るたびに肩かたを抱だいたり髪かみを撫なでたり、手を繋いだりとかしたくなる……!!」



「「 …………………… 」」

　なぜか……再び言葉を失くしている、黒木と細音。

「──細音。……ちょっとあっちの隅すみまでいいか？」

「……そだね。あたしもちょうどお話ししたいと思ってたよー」

　妙みように淡たん々たんとした会話を交かわし、部屋の隅でこちらに背を向けて密談を始める。



「（……どう思った？）」

「（どう思ったって……。──ウブとかそんなレベルじゃないよね……。今どき中学生だって、こう──もっとギラついてない？）」

「（……だな。なんと言うか──18歳未満禁止な衝しよう動どう抑おさえてるのかと思えば『肩を抱く』『髪を撫でる』や『手を繋ぐ』だと？　それで満足なのかヤツは？）」

「（んー……、そこら辺の軽い一歩でソッチまで転がっちゃう、って事かな？　──でさ、司つかさ兄？　ちょっと訊きたいんだけど……悟兄って彼かの女じよいたことあるの？）」

「（ふむ……俺が知る限りは無い。──訊いてみるか）」



　──お？　話が終わったらしい。

「何の話だったんだ？」

「ああ、まあ少しな。それで少し訊きたいんだが、いいか？」

　黒木の後ろでは、細音も『うんうん』と頷うなずいている。これが話し合っていたことか？

「別に構わないが。何だ？」

「貴様、○貞イニシヤルＤか？」

「ゴフッ!?」

「つ、司兄ぶっちゃけ過ぎ!!」

　突然の、あまりにもあんまりな質問に咽むせた俺に代わり、細音がツッコミを入れる。

「お前ら……そんな話をしていたのか？」

「え、えっと……そこまでの話をしてたわけじゃないよ？　だけど──ほら。悟兄ってぶっちゃけ女の子慣れしてないよね？　澪は例外として」

「うっ──」

「……ふむ。今の反応で大体わかった。──で、だ。貴様さっき『まだ動くわけにはいかない』と言ったな？　いつなら動くつもりだ？」

　──意外とこいつ、頭の回転悪くないんだよな……。

　というか、ときどき痛い所を突ついてくるからタチが悪い。しかも気のせいか、細音と居るとタチの悪さが数段上がる気もする。

「んー……普通に考えれば、澪が学園卒業するまで３年弱。そこから大学卒業してからにしたいな、と」

　というと──合計７年。……数字で出してしまうと、途と方ほうもなく長い気がしてくる。

「……む？　貴様……今、23だよな？」

「ああ、お前と同い年だからな」

「んー、それで悟兄、あと７年ってことだよね？」

「まぁ、そうだな」

　そう答えると、二人揃って少し考える仕草をし。そして、特に打ち合わせもせずに声を合わせ。



「「 じゃあ『清らか歳まほうつかい』確定じゃん 」」



グ　　サ　　リ　　ッ　　!!

　そんな音をたてて、俺の精神に槍やり状の物が刺ささった気がした。

「うむ。貴様の現状でそうなった場合、理性云うん々ぬんの美徳も全すべて『ヘタレ』の一言で相そう殺さいされるな」

「すごいねー悟兄。僧侶から魔ま法ほう使つかい。このまま賢けん者じやになっとく？」

「終身賢者モードか。……男としてどうよ？」

　──一生ですか？

　つーか『僧侶（抑よく制せい） → 魔法使い（出で遅おくれ） → 賢者（開き直り）』の流れか!?

　──お前なんて『清らか歳ハイ・ウイザード』有力候補だったくせに……！

「お前ら……なんでこんな所でコンビネーション発揮する……？」

「む？　いや、特に合わせてるわけではなく──」

「うん！　単に同一目標を攻こう撃げきしてるだけだよ～」



　………………もうヤダこいつら。



「──と。お遊びはこれくらいにしといて、と。……ね、悟兄？　ガマンするのもいいんだけどね？　澪のことも、もう少し考えてあげてほしいんだ」

　嬉き々きとしてイジメてきたかと思ったら──瞬しゆん時じに表情を変え、今度は真面目まじめな顔で語りかけてくる細音。

　その後ろでは、なぜか黒木も表情を切きり替かえている。だから俺も頭を切り替え、真面目に二人を見み据すえて応じる。

「──わかってる。だから、俺なりに真しん剣けんに考えた結果のつもりだ」

「……ふむ。間ま違ちがっているとは言わんが、な。貴様、また先の事を考えすぎていないか？」

　──確かに、ちょっと先が長い話だな、とは自分でも思う。が。

「だけど……必要だろ？　俺一人の問題じゃないんだし」

「ん～、『だからこそ』って話なんだけど──って、あれ、雨？」

「へ？」



　細音に言われて外を見ると、いつの間にか空は雲に覆おおわれ、大おお粒つぶの雨がポツポツと。



「む、夕立か。貴様ら傘かさは？」

「見ての通り手ぶら……。細音は？」

「ん？　あたしも持ってきてないけど、キーヤが居るから大だい丈じよう夫ぶ！」

『わう！』

　と、どこからか聞こえてきた得意気な鳴き声とともに、キーヤが現れて細音の横に着地する。

　──キーヤお前、まさか雰囲気読んで隠かくれてたのか……？

　キーヤといい、ウチの三匹びきといい……俺の周りの動物は、どうしてこうも空気読むのが上う手まいんだろうか。

「ふむ？　キーヤと雨と、どう関係があるのだ？」

「うん！　雨ならキーヤの力で防げるから♪」

「わん♪」

　得意気に一鳴きする、チート性能な犬幽ゆう霊れい。

　──そういえば以前、プールの水を完全に防いでたよな……。

　あれに比べれば簡単なんだろうが……何と言うか、ズルイ。

「で、貴様はどうする？　どうせ夕立だろ。止やむまで待つか？」

　──そうしたいのは山々なんだが……のんびりはしてられない理由がある。

「実は今日、ウチに客が来るみたいでな……。そうのんびりは出来ないんだ」

「……へー、そうなんだ？」

　──ん？　今、細音が妙な反応をした様に見えたが、気のせいか？

　とにかく。昨日の夜に財ざい天てん寺じさんから連れん絡らくがあって『知り合いを紹しよう介かいしたい』との話だった。だから多分、紹介されるのはまともな──いや、『人間』であるかどうかすら怪あやしいと思っている。

　それだけに、初顔合わせに遅れるわけにはいかない。到とう着ちやく予定時間まで、あと１時間と少し。急ぐ必要は無いが……夕立が止むまで待つ時間は無い。

「悟兄、キーヤ貸そうか？」

「あー、そうしようかな……」

　と。その時。

コンコンッ

「む？　客か？」

　──黒木よ。交番を訪ねて来た人間を『客』と言うのか？

　そんな事を考えながら振ふり返かえって入口を見ると──意外にも見知った『人物』。

「よかった……。にいさん居た……♪」

「綾あや人と？　どうした？」

　──入口に立っているのは、綾人。

　手に傘を持つとはいえ、夕立の中を歩いて来たらしく、少し服が雨に濡ぬれている。

　問われた綾人は、儚はかなげに微笑ほほえみながら──



「来ちゃった……♪」



「「 ……………… 」」

「…………誰の仕込みだ？」

　黒木と細音すら唖あ然ぜんとして言葉を失くす中、多少の耐たい性せいがある俺は問う。

　──綾人は男の子とはいえ、外見上は並の女の子より遥はるかに可愛い。

　そんな子が雨に濡れた姿で訪ねてきて、『来ちゃった♪』。

　……幼いとはいえ、結構な破壊力でございました。

「うん。真ま白しろねえさんが『こう言いなさい』って」

「あ、あはははは……さすが真白ちゃん。あの歳でこんな仕込みできるんだ……？」

　あの歳（外見年ねん齢れい10歳。実じつ年ねん齢れい１歳未満）でドＳっぷりを発揮する真白（＝ヴィス）もだが、それがここまでハマる綾人（＝リッド）も十二分に脅きよう威いだと思う。

「……で？　本当は何の用で？」

「うん。雨が降りそうだったから、傘を持ってきたの」

　そう言って、後ろに隠していたらしい傘を見せる綾人。

「へぇ～、良かったね、悟兄。……あれ？　でもこういうの、いつもなら澪か聖宵ちゃんが来そうだよね？」

「うん。澪ねえさんが最初に言って、聖宵ねえさんが『ボクが行く！』って言いだしたんだけど……。真白ねえさんが、僕ぼくが行った方が良いって」

















　──真白さん？　あなたは私の現状、どこまで把は握あくしていらっしゃるのですか？

「……観察力＋気き遣づかい＋ドＳ。真白ちゃん、末すえ恐おそろしい子だね……」

　多分、ある意味で細音以上の逸いつ材ざいだと思われます。

「ふむ……貴様らの知人なのはわかったが……『綾あや子こ』ちゃんと言ったか？　誰だ？」

　──そうか、黒木は初対面だったか。

　思い出した俺は、表向きの設定を告げる。

「前に少し話した、聖宵の姉弟きようだいの一人。リッドの名前の元になった『綾人』だ」

「えっと……？　よろしくお願いします」

　少しオドオドしながら挨拶をする綾人。

「『綾人』……？　では『男の娘こ』か」

「……？　うん、僕は『男の子』だよ？」

　綾人君。多分、君と黒木の言う『オトコノコ』は、字が違ちがう。──あえて指し摘てきする気も訂てい正せい求める気も無いが。

「とにかく、迎むかえが来てくれたから帰るわ。──黒木。例の話はまた今度な」

「うむ、わかった。綾人も、またな」

「うん、またね。細音ねえさんとキーヤも」

「うん！　じゃあね、綾人くん、悟兄」「わう！」

　挨拶を交わし合い、俺と綾人は交番を出て帰路についた。



　　　　　◆　　　◆



「……細音。どう思う？」

「綾人君の事？　男の子にしておくにはもったいないくらいに可愛いよね～」

「……同意はするが、それではない。──悟の事だ」

「うん、わかってるよ♪　……考え過ぎて周りが見えなくなるの、悟兄の悪いクセだよね」

「だな。あと、先を見過ぎて足元が見えない、とかな」

「なるほどね～。……言ってあげればいいのに」

「あの頑がん固こ者もの、自分で気づかないとなかなか治らないからな。良い薬だろ」

「心配はしてないの？」

「……ヤツの実家の場所、知ってるか？」

「へ？　えっと──駅４つ先だったっけ？」

「うむ。つまり実家から学園、通えない距きよ離りではないだろ。なのに『実家に戻もどる』とは考えてもいない様だったのでな」

「あー、そういえば。……でもあたし、澪の方が心配かな。あの子、いろいろ溜ため込むタイプだから」

「悟も一人で考え込むし、な。──まったく似た者カップルは困ったものだ」

「ま、お似合いだけどね～♪」



　そう言って苦笑いを交わし合う二人を見ながら。

「……わふ」

　しっぽを『パタンパタン』とゆっくり振ふりながら。

『……あんたらもだよね』という、溜め息の様な声をもらすキーヤだった。



　　　　　◆　　　◆



「わっ──」

「っと。──大丈夫か？」

　突とつ然ぜんの風に煽あおられてヨロけた綾人を、とっさに支える。

「あ、ありがと、にいさん」

「傘差して歩くの初めてで、これはキツイだろ。ネコに戻れば俺が抱かかえていくぞ？」

「う～ん……いいよ。人の生き方、少しでも慣れたいし……♪」

　まるで『雨も楽しい』、そう言う様に微笑む綾人。

　だが──突然立ち止まり。

「──あれ？　……にいさん。今、何か聞こえなかった？」

「へ？」

　言われて耳を澄すます。──聞こえるのは雨と、風と、通りの車の音のみ。

「特には、何も聞こえないが？」

　とは言ったが……、綾人は真剣な顔をしたままで。

「──ううん、聞こえる。……これ、鳴き声……？」

　俺に言った、というより独り言に近い言葉を呟つぶやき、綾人が歩き出す。

「お、おい……？」

「──っ！　にいさん、こっち……！」

　濡れるのも構わず、綾人が駆かけ出した方向は……ウチへの方向。



「にいさん、あれ！」

　駆け出した綾人を追いかけた先。我わが家やからは百メートルくらいの距離だろうか。

　指し示すのは電信柱の陰かげ。──確かに、何かがある。綾人はそのまま駆け寄より、躊躇ためらいなく抱かかえ上あげる。

　パッと見はマフラーか何か、濡れた布の塊かたまりに見えたが──

「犬……？　いや──キツネ!?」

　最初は犬かと思ったが、三角形の大きめな耳など顔の形が少し違うのと、体のわりに尻尾しつぽが太くて長い。──実物を見たのは初めてだが、多分間違いない。

「綾人！　その子、生きてるか!?」

「──うん！　でも……体が冷たいよ……!!」

　夏とは言え、この雨は小さな体には厳しかったのだろう。──早く温めないとマズイ。

「急いで帰るぞ！」

「うん、わかった！　にいさん、これお願い!!」

　言って、キツネを抱えて即そく座ざに走り出す綾人。……傘を置き去りに。

「ちょ待っ！　──ったく」

　俺は綾人の傘を拾い上げ、二つの傘を閉じ、全力で後を追いかけた。





　濡れるのも構わず、玄げん関かんに辿たどりついた綾人だが──

「──あっ」

　ウチは大たい抵てい、家に誰かが居るときも鍵かぎをかけているわけで。

　──落ち着いてる様に見えるが……この後先考えなさは、さすがにイブの弟か。

「今開ける」

「あ、ありがとう、にいさんっ！」

　俺が鍵を開けると、隙すき間まから滑すべりこむ様に家に飛び込み、

「ねえさんっ、助けて……!!」

　──うん。状じよう況きよう的てきに間違いではないんだけどね？　見様によっては俺が綾人にイタズラしたみたいに見えるから、気を付けてくれないかな？

　多分こういう所が、細音達たちに『水みな上かみ家は紛まぎらわしい』と言われる所以ゆえんか。──俺も主語には気をつけよう……。

「え……？　傘持っていったよね？　どうし……、え!?　その子──!!」

　駆けつけてきた澪がキツネに気が付き、驚おどろきの声を上げる。

「すぐそこで倒たおれててっ──、体冷たくて、目も開けなくて……!!」

「ん……！　ヴィス、そっちのタオル……!!」

　澪の声に応え、室内に二つの足音が生じる。どうやらヴィスとイブが変身したようだ。

「はいっ澪ねえさま、綾人くんっ！　聖宵ちゃん、あっちのタオルをお湯に!!」

「ありがと、真白ねえさんっ！」「にゃ！　わかった!!」

「ん……！　あとはドライヤーと──」

「にゃ！　綾人っ、あったかいタオルできたよ！」

「ありがと聖宵ねえさん！　でも、一本だけじゃ……」

「あとはボク達が温めるんだよっ……!!」

「え……？　あ、そ、そうか……！」

　そう言って、揃そろってネコの姿に戻る三人。

　聖宵が持ってきた温かいタオルでキツネを包つつんでから、それをさらに包む様に寄り添そう、ヴィスとイブ。少し躊ちゆう躇ちよした様子ながら、リッドも続く。

　そしてキツネを中心に寄り添いあった四匹を、澪が大き目のバスタオルで包んだ。

　……俺が手伝う余地が、一いつ切さい無かった。

「なんと言うか……すごい連れん携けいだな……？」

「……ん。だって……絶対に死なせたくないから……！」

「「「 にあ……！ 」」」

　澪もヴィス達も真剣な──いや、いっそ必死とすら言える表情でキツネを見守る。

　心配なのは、俺も同じ。それに澪もヴィス達も、命を見捨てる様な事は絶対にしないのはわかってる。

　だけどその表情や行動は──心配や優やさしさより、もっと悲ひ愴そうなものすら宿している様に見えて。全員が、濡れて冷え切ったキツネの回復を必死に祈いのっていた。



　──ん？『濡れて冷え切った』……？　助けたのは雨の中……ああ、そうか──



「お前ら……。自分たちのときと、重ねてるのか……？」

「……ん」「「「 ……みぁ 」」」

　俺おれ達たちの、本当に最初。それは小こ雨さめの降ふる中で、雨に濡れて冷え切った、一人と三匹との出会い。

「……私たちは、やり直したから。だからあれは、違う人生の話。……でもね？　まだ、しっかり覚えてる。あの時の雨の冷たさと……拾ってもらったときの温かさは──」

「「「 にぁ…… 」」」

　きっとその記き憶おくは澪達たちにとって──良くも悪くも、忘れられない記憶。

　始まりの思い出であると同時に、最初に刻まれた、傷きず跡あとの記憶。

　そんな記憶を、『出会いの物語』として大切に抱いだいている澪達。だから──

「だからこの子も、ね……？　これが始まりの、大事な思い出になれば、って……。だから、絶対に死んでほしくない……！」

「「「 にゃあ……！ 」」」

　決して他人事ではなく、自分の延長線上として、この子の回復と幸せを願う。

　そして、その願いは届き。

「────っ。…………？」

「み!?　みゃぁ……♪」

　ゆっくりとキツネの目が開き、ぼんやりとした様子で辺りを見回す。それにいち早く気が付き、嬉うれしそうな声をあげるリッド。

「──？　…………♪」

ペロッ

「──みっ!?　……ぅみゃあ♪」

　キツネが、まるでお礼を言うように、リッドの頬ほおを一ひと舐なめ。驚き照れた様子を見せながらも、嬉しそうな声を返すリッド。

「に～♪」「にゃあっ！」

「！　──っ♪」

　なんだか……笑え顔がおを交かわし合っているような雰ふん囲い気きの四匹。──もう心配無さそうだ。

「……ん。もう大丈夫、だね」

「だな。それにしても……なんでこんな所にキツネが……？」

　タヌキなら、意外と都内を始めとする首しゆ都と圏けんにも居るという話は聞く。だけど、さすがにキツネは……。

　しかも見た感じ、まだ子ギツネっぽい。種族の関係でリッド達よりは大きいが、写真やテレビで見た大人のキツネより全体的に丸く、幼い印象がある。

　──なんとなくだけど……人間に換かん算さんした場合、リッド達より年下なんじゃないかな？

「……ね？　この子、女の子？　男の子？」

「確かめてないけど、多分女の子」

　一応『多分』とは言ったが、実は確信があったりする。

「……ん、なんで？」

「イブ達と一いつ緒しよに抱きついたとき、リッドがちょっと躊躇ためらったから」

「……なるほど」

　そうじゃないと、あの状じよう況きようでリッドが躊躇う理由が無い。現に今だって──

「 ♪ 」

ペロッ

「み!?　……ぅみゃあ」

　再び頬を舐められて、照れくさそうにしている。

　子ギツネの方も自分を助けた相手がわかるのか、リッドにすごく懐なついてる様に見える。

　……本当に、もう大丈夫そうだな。

「そういえば。さっきは天使の力、使ったのか？」

「……ううん。でも……もう少しあのままだったら、使おうと思ってた。……ね？　そうしたら、止めた？」

　澪の、元『天使』としての力。熾天使に『出来る限り使うな』と言われている、本来は人間が持つはずはないモノ。

　本心を言うなら……澪には人間として、傍に居てほしい。だから人間のモノじゃない力には、少し複雑な感情を持っている。だけど。

「……いや、止めない。──信じてるからさ。な？」

「……ん♪」

　横を通とおり抜ぬけ際ぎわ、言いながら頭を軽く撫なでると、嬉しそうな返事を返す澪。

　澪も、同じ願いを持っていると信じてる。──だから、余計な心配はしない。

　──とか思いつつ、照れくさくて目を合わせられないわけなのだが……。

「んじゃ、俺おれも濡れたから着き替がえてくるなー」

　と。平静を装よそおって、逃にげ出してみた。



　　　　　◆　　　◆



　悟に撫でられた頭を触さわりながら。澪は、なぜかそそくさと去って行く悟を見送っていた。

「……やっぱり、嫌きらわれてるわけじゃ……ない。怒おこってるわけでも、ない、よね……？　でも……なんで悟──」

「？　ぅにゃ……？」

「──え？　……ううん。なんでもない、よ？」



　　　　　◆　　　◆



「はぁ……。情けない、というのは分かってるんだけどね……」

　自室で着替えながら、思わず独り言を漏もらす。

　細音や黒木に言われた『女の子慣れしていない』や『ヘタレ』は、最近本当に実感しているわけで。

　──まぁ……実際、女の子と一定以上親しくなった事、無いしな……。

　澪は例外として。他に親しい女性と言えば……多分、一番は細音になってしまう。

　正直言って、女の子とは最低限のつき合いしかしてこなかった上に、中学校あたりで黒木に二次元を教え込まれ、のめり込んでしまった。

　だから慣れるほどの人間関係は築いてこなかったが、それでも普ふ通つうの応対には困った事は無かった。だけど……。

　──あー、どっかで『澪が居ればいいや』とか思ってたな、絶対……。

　それだけが原因ではないが……今思えば、間違いなくあった。

「……思った以上に重じゆう症しようだなコレ……。って、あれ？　そういえば──」

　フと思いつく。

　──澪が生まれ変わる前の世界では、どうだったんだ……？

　俺は今の世界に不満は無い。だからあまり顧かえりみなかったのだが。

　──ん～、何かあった気も……？

　と。考え事をしながら階段を下りると。

「──ん？　……何、してるんだ？」

「……ん。悟、し～……」

　和室の入口で、中を覗のぞいているらしい、澪、ヴィス、イブ。

　声をかけると、人差し指を口の前に立てる『静かに』のジェスチャーをされたので、俺も澪の後ろから和室を覗いてみる。

　中に居るのは、リッドと先の子ギツネ。だけど──

「ああ、なるほど……。これは邪じや魔ましちゃマズイな」

「ね……♪」「「 にあ♪ 」」



　先ほどまでの夕立は、もう上がっている様だ。

　夏の夕刻の、少し柔やわらかくなった陽ひ射ざしの中で。

　子ネコと子ギツネは寄り添い、丸くなって眠ねむっていた。



「どういう流れでこうなったんだ？」

「……ん。あの子達、ちょっと眠そうにし始めたから……あのクッションの上に移したの。それで、タオルを片づけに少し離はなれて戻ったら……こうなってた」

　気持ち良さそうに眠るリッド。それに寄り添い、慈いつくしむ様に尻尾で包む子ギツネ。

　……まるで、こうある事が当たり前と思える程ほどに自然で、笑えみを浮うかべずにはいられない、微笑ましい光景。それに──

　──なんだ……？　この光景……というか空気、か……？　見覚えがある気が──

「……ね、悟？　起こしちゃうと悪いから、向こう行こ？」

「へ？　あ、ああ、そうだな。行こうか、ヴィス、イブ？」

「にゃん♪」

　足元のイブに手を差し出すと、いつも通り、器用に腕うでを伝って俺の頭に登ってくる。

「ん。じゃあ……お客さん来るまで、ちょっとお茶しよ……？」

「に～」

　澪の提案に、足元に居たヴィスが賛成するように一鳴きし、

「では、わたしも手伝いますね、ねえさま♪」

「……ん。ありがと、真白♪」

　また真白の姿に変身して言うと、楽しそうな笑みで返す澪。──本当に姉妹みたいだ。

「──ああ、そうだ。あのキツネ、やっぱり女の子なんだよな？」

　ハッキリとはさせてなかった事を思い出し、軽い気持ちで訊きいてみたんだが……。

「に、にゃぁ……？」「……ええ。多分、そうだとは思うのですが……」

　イブはともかく……意外にも真白まで、はっきりしない答えを返す。

「あれ？　わからないのか？」

「ええ……。雰囲気から、何となくは女の子だと思うのですが……。なにせあの子、全く鳴きも喋しやべりもしなかったものですから」

　──言われてみれば。目を覚ましてからも、一度も声を出していない……？

　動物なのに表情が分かりやすかったため、あんまり気にならなかったのだが。

「ふむ……。リッドなら分かるかもな。鳴き声聞いて、あの子を見つけたみたいだし」

　だけどその鳴き声、俺には全く聞こえなかったのだが。

　──とにかく今後の事も込みで、リッド達が起きてからかな……っと、そうだ。

「あの二匹、あの体勢じゃ暑いだろ。弱めにエアコン入れてくる」

「……あ、そっか。ん、お願い」

　澪に軽く手を振って応こたえ、和室に引き返す。

　──『冷れい房ぼう』じゃなくて『ドライ』モードで……設定は27度前後かな？

　冷やし過ぎない様に気をつけなければ。そんな事を考えながら、起こさない様にゆっくりと和室の入口を開けると──中ではリッドが、変わらず穏おだやかに眠っていた。



　幼　い　女　の　子　の　膝ひざ　の　上　で　。



「……………………へ？」

　その女の子は、澪より明るい茶色の髪かみのセミロング。服装は──なぜか巫み女こ装束っぽい服装をしている。パッと見た感じでは、大人しそうな印象を受けたのだが……。

「────っ!?　……！　────!!」

　唖然とした声をだした俺に気が付くと、手を振り、顔をキョロキョロさせながら、とってもわかりやすく慌あわてだす女の子。

「────お邪魔しました」

　なんかちょっと可哀かわいそうになってきたので、一度部屋を出て入口を閉める。

「……………………先月も、こんな反応しなかったっけ俺？」

　なんとなく目め頭がしらとこめかみをマッサージして、自分の目が大だい丈じよう夫ぶなのを確かく認にんし、

「──失礼しまーす……」

　しずしずと入口を開けると。

「…………（汗あせ）」

　眠るリッドの横で子ギツネがお座すわりしており、挨あい拶さつする様に右前脚を挙げた。

「……あー、やっぱり俺の見み間ま違ちがいだったんだ？　ここに女の子、居なかったよね？」

「────!!（こくこくっ）」

　無言ながら、力いっぱい何度も頷うなずく子ギツネ。

「そうだよねー。見間違いか、あっはっはっは。…………なわけあるかコラ」

「…………（↓）」

　顔を逸そらす子ギツネ。だけどやっぱりわかりやすく、冷ひや汗あせが一筋。

　──うん。悪い子ではなさそうかな。

「あー、可変型の不思議生物は見慣れてるから、大丈夫だぞ？　君も、変身できるんだね？」

「？　…………（こくり）」

　怪け訝げんそうにしながらも、一度うなずくと。

ポンッ

「…………（しゅん）」

　なんだか『見つかっちゃった……』といった様子でしょんぼりしている少女。

「……ぅみゃぁ……。──み……？　…………みぁ!?」

　そしてその横では。目を覚ましたリッドが、すぐ近くに知らない女の子が居る事に気が付き、慌てて距離を取る。

「あー、リッド？　その子、さっきのキツネだぞ？」

「──うみゃ？　……みぃ？」

「……（こくん）」

　俺の言葉を聞いて『……本当？』と尋たずねた様なリッド。それに頷くキツネ。

「み──、みゃあ♪」

「！　…………♪」

　改めて笑みを交わし合う、リッドとキツネ。

「にゃ？　お兄ちゃん、どうしたの？」

　と、後ろから再び変身したらしい聖宵の声。見ると、真白と澪もリビングの入口から顔を出し、こちらを見ている。

「あー。ちょうどいいから、全員集合」

「にゃ？」「はい？」「…………ん？」

　言いながら手招きすると、頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながらも来てくれる三人。

　さて、どう言おうか。などと少し考えた末、中を指さし。

「不思議発見」

「「「 ……え？　…………あー 」」」

　中を覗きこんだ三人が、全く同じ反応をする。──普ふ段だんは全く違う性格だけど、こういう時はやっぱり家族だな、などとのんきに考えてしまう。

「────？　──!?」

「みゃあ……。み？」

　いきなり人が増えて、またわかりやすくアタフタし始めるキツネの少女と『大丈夫だから……。ね？』と、宥なだめているらしいリッド。

「え……っと？　ね、悟……？　なんとなくはお話、分かったんだけど……。その子、さっきの子……？」

　──うん。不思議生物に慣れてると、お話し早くて助かるね。

「ま、そういう事。──で、聖宵、真白、リッド？　あの子警けい戒かいしているみたいだから、ちょっと変身してくれないか？」

「あ、はい。そうですね」「にゃ！　わかった～」「みあ！」

　と、それぞれに応えてくれた二人と一匹ぴきは、



「に～」「にゃあ♪」「よろしく、ね？」



　と、即座に二匹と一人に姿を変えて、それぞれ挨拶をしている様だ。

「 ！ 」

「──ね？　僕ぼくたちも変身できるんだ。だから、怖こわがらなくて大丈夫だよ？」

「──♪」

　綾人が話しかけると、心から安心したのか、柔らかい笑みを浮かべる少女。

　──相変わらず無言だけど……そろそろ話を進められるかな？

「それで──もしかして君、財天寺っていう男の天使と一緒に来るはずだった人？」

「？　…………（こくり）」

　──やっぱりそうか。不思議生物、そんなにこの世に居るわけないもんな……。

　天使である財天寺さんが『知人を紹しよう介かいする』と言っていた日に、常識外れの能力を持った動物が、たまたまウチの近くに居る。──こんな事が偶ぐう然ぜんとは、さすがに考えづらい。

「え～っと。折せつ角かくだから、自己紹介してもらっていいかな？」

「──（こくん）」

　少女は頷くと立ち上がり、

「………………（ぺこり）」

　少しモジモジしてから、頭を下げた。──って、それだけ……？

　──まさか。また名前か記憶が無い、ってパターンか？

　と。俺、澪、ヴィス、イブが『どうしよう？』といった顔をしている中。



「『久く遠おん』ちゃんだね？　よろしく♪　『くーちゃん』って呼んでいい？」



「へ？」「……え？」「……に？」「ぅにゃ？」

「……！」

　綾人の言葉に、他の全員──なぜか少女（久遠ちゃん？）までも驚きの顔を向ける。

「……え？　あ、あれ？　なんで驚いてる……の？」

「いや、『なんで』って……。その『久遠』って名前はどこから？」

「え？　さっき自己紹介してくれたよね──って、あれ？　くーちゃんまで、なんで驚いてるの……!?」

「……ん。じゃあ、綾人以外で、自己紹介聞こえた人は……？」

「いや、全く」「にー……」「にゃぁ……？」

　──これは一体？

「────。…………？」

「え？　うん。もちろん聞こえるけど……わっ!?」

　再び、俺達には聞こえない声に答えたらしい綾人。その途と端たん、いきなり綾人に抱きつく少女。

「────っ♪」

「え？　あ、ちょ──、み、うみゃぁ……」

　照れと驚き。でもイヤじゃないから振ふり払はらえない。そんな感じで『どうしよう……』といった声をだす綾人。──このまま見ていても面おも白しろそうではあるのだが。

「あー、すまん綾人。お楽しみ中、悪いんだが──」

「お、お楽しみ中!?」

「……とにかく。なんかその子の声、聞こえるのお前だけみたいなんだわ。状況が全く分からないから、通訳頼たのむ」

















「う、うん……わかった。──えと、いいかな……？」

「（こくり）」

　綾人にいろいろと話しているらしい少女。それを見ていると……やはり何か既き視し感かんが。

「……なぁ？　何かあの光景、どこかで見た気がするんだが……？」

「……ん、悟も？　これ、なんだろう……ね？」

　澪も……？　という事は、やっぱり気のせいではないのだろう。じゃあ一体……？

「──にゃ？　！　にゃぁ、にゃあ♪」

「に？　──にぁ♪」

　ん？　イブとヴィスが楽しそうな声を出している。──何かわかるのか？

「に～。に～にあ♪」

「──何だって？」

「……ん。『にいさまとねえさまは、確かに分からないかもしれませんね♪』だって……」

　──俺と澪には分からない？　だけどイブとヴィスには分かる事……？　まさか、前の世界での話……？

「えっと……いい、かな？」

「っと、悪い。わかったのか？」

「……うん。えっと」

　こちらの方も気になるが、まずは向こうの事を聞くことにする。

「──まず、この子の名前は『葛かつら葉ば久く遠おん』ちゃん。京都の方に住んでる、『天てん狐こ』って種族なんだって」

「天狐？」

「……ん。そういえばガブリエル様がこの前、変身できる種族が居るって、言ってた気がする……」

「（こくこく）」

　澪の言葉に頷く、キツネの少女改め久遠。

「それで、来た理由なんだけど──財天寺さんに頼まれて、僕ぼく達たちに変身の事、いろいろ教えに来てくれたんだって♪」

「に……！」「にゃあ……♪」

　聞いた途端、嬉しそうな声を上げる二匹。イブに至っては、即そく座ざに飛び出だして久遠にじゃれついている。

「！……♪」

　飛びついてきたイブに少し驚おどろいた様子ながら、体をよじ登ってきたイブを抱き上あげ『よろしくね♪』と言っているみたいな久遠。

　──うん。仲良くやっていけそうかな。

「それで、なんであんな所で？」

「────。…………、…………」

「えっと──？」

　久遠が話した事を、再び綾人が通訳してくれる。

「──『自分は財天寺と名乗っているが、魂たましいの名前はツトレキエルで、座天使だ』って言ってた男のヒトと一緒に来る予定だったんだけど──」

「……や、本当の事なのは確かなんだが……。そう聞くとイタイ人以外の何者でもないな……」

　あの人もいろいろ、発言を気にした方がいいと思う……。

「──ちょっと早く着きすぎて駅前で待ってたんだけど、たくさんのヒトがいっぱい見てきて、居い心ごこ地ち悪かったから、先に行く事にしたの──だって」

「……まさか、その格好で駅前に立ってたのか？」

「？……（こくり）」

　──駅前に、ちっちゃくて可愛かわいい巫女さん。……目立たないはずがない。

「……ん。もしかして、それで迷子になったの……？」

「（こくん）。…………」

「……うん？　えっと──」

　澪の言葉に頷いた久遠。続いてまた何かを話している様で。

「──道がわからなかったから、交番見つけて、道を教えてもらおうとしたけど──」

「ふむふむ」

　うん、正しい選せん択たくだ。……服装と、『どうやって訊くつもりだったんだ？』という点が疑問ではあるが。

「──交番のおまわりさんが、可愛い女の子の絵が描いてある本を、ちょっと怖い顔で読んでて──」

「…………悟。その交番って……」

「……みなまで言うな」

　──つーか黒木君よ……。

「──それでいきなり本を閉じたかと思ったら『ふぅ……、良いロリだった……』って言い出したから、意味はわからなかったけど、近づかないで様子見てた、だって」



　ナイス危機管理能力。



「…………ん。いい判断だと思う、よ？」

「にゃぁ、うにゃ？」

「…………に、にー……」

　同じく判断力を誉ほめる澪と、イブに『どういう事？』と訊かれ返答に困っているヴィス。

　──本当に黒木君よぉ……!!

　幼子に本能レベルで警戒されたら、いろいろ終わりだと思う。……しかも警官が。

「……あれ？　でも『様子を見てた』？　すぐ離れたんじゃないの？」

「（こくん）」

「えっと──。少し見てたら、鍵かぎを閉めて出かけたんだって」

「ふむふむ」

「そしたら、大きな犬が歩いてきて──」

「…………ん？」

　あの交番に、大きな犬……？

「……ね、悟？　なんとなく、展開わかってきたんだけど……」

「……だから、みなまで言うなと」

　久遠の回想と、綾人の通訳は続く。

「──その犬が入口をすり抜けて入ったと思ったら、鍵を開けて出てきて──」

「……にゃ。うにゃぁ？」

「…………に」

　どうやら『ね。それキーヤだよね？』と訊いてるっぽいイブと、呆あきれ気ぎ味みに『……そうですね』と答えているらしいヴィス。

「──それで、出てきた犬が『わん！』ってほえたら、近くに隠かくれてた女のヒトが出てきて、『キーヤご苦労様！　さ～て、家や捜さがし家捜し♪』って……」

「「「「 …………………… 」」」」

　俺、澪、イブ、ヴィス。全員が微び妙みような表情で黙だまり込む。

　──細音、お前も……。





　以下、久遠の言葉を綾人が通訳したお話を元に、脳内で再現構成した物語です。

『前略。イヌ＆元気娘むすめとラブコメやらかしました。』





「えーっと？　悟兄、たしか床ゆか下したに収納スペースがあるって言ってたっけ。うん、まずは畳たたみをどかさなきゃね。キーヤお願い♪」

「わう♪」

　返事の一鳴きをすると。和室の入口近くの畳、その端はしに前脚を置き。

「──ばうっ！」

スバンっ！　　ズババババッ!!

　気合一いつ閃せん。畳を強く叩たたくと、部屋の全すべての畳がまるで跳はね起おきる様に舞まい上がる。

「やった！　畳返し上う手まくなったねキーヤ♪」

「わん！」

　相棒の成長を喜ぶ細音と、褒ほめられて喜ぶキーヤ。

「うん。やっぱり収納スペースいっぱいあるね～。どれから開けようかなっと」

　何事もなかったかのように、畳の下に隠されていたいくつもの収納スペースを見回し、目標を定める細音。



　注１）ツッコミ役は不在です。



「まあ、どこからでも同じかな。手始めにココっと。──って、うっわ。いきなり当たりかなー。ソフ倫りんシール貼はってある箱ばっか……」

　ソフ倫シール＝成年向けソフトの販はん売ばい許可シール、みたいな物だと思ってください。

「ふむふむ。ジャンルはバラバラだけど……やっぱ学園物が多いね～。あ、ごめんキーヤ。ちょっとメモ用紙取ってくれない？」

「わん」

「うん。ありがと！　さて。司兄が戻もどってくる前に、一通り傾けい向こう調査済ませときたいからね──ん？　パソコンの前でどうしたのキーヤ？」

「ばう、わう」

「え？『パソコンのパスワード、暴あばいとこうか？』あ、じゃあお願いね～」

「わん……！」



　注２）重ねて言いますが、　ツ　ッ　コ　ミ　不　在　で　す　。



「ん～。見た感じ、意外と純愛モノが多いかな？　あと、ハードなのは無いっぽいし……。傾向からの性格分ぶん析せき。ヘタレで夢見がち、っと」

「ばう！」

「あ、パスワード解けたんだ？　何だった？」

「ばうばう！　わん♪」

「なになに？『ＫＵＺＵＲＹＵＵＳＥＮ』＝九頭○閃。──性格に『中二病』追加っと」



　注３）基本、登場人物全員によるボケ倒たおしです。



「んー。でも、ＰＣデータ漁あさるのは後にするよ。まずはコッチのコスプレグッズ、仕分けちゃお？　ちょっと手間取りそうだし」

「わう？」

「うん。悟兄の話だと、ソコとソコのスペースと……あと押おし入れに、ギッシリ入ってるらしいんだよ」

「わぅ……」

　どうやら『あの人なにやってんだろ……』と言っている様ですが、『お前らも何やってんだよ？』というツッコミが入るところです。──ツッコミが居ればですが。

「──よいしょっ……と……！　あれ？　聞いてたより少ない……。キーヤ、そっちは？」

「わぅ……」

「そっちも同じ？　──あれ？　でも種類は結構──ああ、各種１着しかないのかー。聞いた話だと、ほぼ全種サイズも揃そろえてたってことだったし。──あ。コレ、あたしも着れるサイズだぁ」



　──と。細音が楽しそうに物色を始め、少し経たち。

「……わう？　……！　わうわうっ!!」

「──えっ！　司兄が戻ってくる……？　あと10分くらい!?」

　調査対象の帰き還かん。──普通ならここで『慌てて片づける』、または『逃げる』といった、退く選せん択たく肢しを選ぶのだが──

「よしっ！　キーヤ、ここら辺のを並べるの手伝って！」

「わんっ♪」

　──彼かの女じよ達たちは、むしろアクセル踏ふみ込んだ。

「──うん。ここら辺はハンガーで吊つるしてココ。あ、キーヤ。それ目玉だからもっと目立つ所に……うん、ＯＫ♪」

「わうわう♪」

　そうして陳ちん列れつを終えた細音は、黒木が戻るのを見計らい。

　キーヤを脇わきに従え、部屋の中央に正座し。

　軽く握にぎった手を太ふと腿ももの上に置き。

「──む？　鍵、かけ忘れたか……？」

ガラガラ

　帰ってきた黒木を迎げい撃げきするように──



「じ　っ　く　り　見　さ　せ　て　い　た　だ　き　ま　し　た　っ　！」



「うおおおおおおおぅッ!?」

　諸もろ々もろの理由による驚きよう愕がくのため、後あと退ずさり、尻しりモチをつく黒木。対照的に細音は『よしっ！』と、軽くガッツポーズ。

「──き！　貴様は何を──」

















「いや～、ここら辺はヤバイと思うよ司兄？」

「ぐおっ!?　そ、それは──っ!?」

　相手が怒おこっても、さらに踏み込んで先に致ち命めい傷しようを与あたえるのが、細音クオリティ。

　──だが。

「こ、これはその……だな──」

「……ねぇ、司兄？」

　いきなり声のトーンを変え、黒木の弁解を遮さえぎる細音。

「──こういうのが、好みなの？」

　細音が手に持つのは、美少女ゲームの箱。そのパッケージに描えがかれているのは、色々小さな女の子と、細身なのに出るトコは出てる女の子。

「──いや。むしろその子の親友キャラが──」



　ここで予備知識。美少女ゲームにおいてパッケージヒロインの親友は、多くの場合やかまし系の元気っ娘か、真逆のお淑しとやかお嬢じよう様さま系。



　そして、そのゲームでは前者。──雑学知識豊富な細音は、それも知っていて──

「──え？　あ、あー、そうなんだ？　あ、あははははは……」

　少し頬ほおを紅あかくしながら、誤ご魔ま化かし笑いをする細音。

「……わう」

　脇で行ぎよう儀ぎよくお座りしているキーヤは、退たい屈くつそうに尻尾しつぽをパタパタ。

「そ、そうだ司兄っ！　コスプレ衣装、悟兄から聞いてたのより少ないみたいなんだけど、これで本当に全部っ!?」

「ぐっ……！　そ、それは……!!」

「わ、良い反応！　さぁ～キリキリ吐はいてもらいましょうか♪」

「………………それだけだ。他は売った」

「へ？　でも大事にしてたって……？」

「……着た姿を見たい相手が居ないサイズなど、持っていても意味が無いだろうが。……だから他のサイズはいらん」

「──え？　あ、え～っと……もしかしてコレ、全部同じサイズ……？」

「………………」

「え、えと……？　あ、あはははは……」

　顔を紅くして顔を逸らす黒木と、さっき以上に顔を紅くして誤魔化し笑いをする細音。

　そして──

「「 ……………… 」」

　気まずい沈ちん黙もく。──この二人が黙ることなど珍めずらしいのだが……。

「わう！」

ビクゥッ！（×２）

「き、キーヤ!?　……え？『まずは落ち着け』？　あ、お茶淹いれてくれたんだ？　ありがと！」

「ほ、ほう？　俺おれの分もか。ありがたくいただくとしよう」

「わうわう」

ズズズズズ……（×２）

「「 結構なお手前で 」」

「わん！」



　注４）ボケ倒し終しゆう了りようまであと少しです。もうしばらく我が慢まんしてください。



「…………ふぅ。よし！　キーヤ、ゴミ袋ぶくろ取って！」

「わう!!」

「な、何をする気だ!?」

「これはいらない、コレもダメ、コレもアウト、論外、コレは見み逃のがす、コレは許可、アウト、アウトアウト、セーフアウト……」

「ぐああああ!?　何をするかぁぁぁ!?」

　問答無用で仕分けを開始する細音に、ほとんど悲鳴の様な抗こう議ぎをする黒木。

「キーヤ、拘こう束そく」

「わう」

「ごはっ!?」

「だってね司兄？　例えばここら辺。コレ、明らかに服の用よう途と、果たしてないよね？」

「う……。それは……」

「それから──コレ。このスカート、風が吹ふいたらどころか、走ったら完全に大サービスだよね？」

「ぐ、が……、そ──」

「だから………………ここら辺は、絶対に着たくない」

「……は？」

　──黒木は唖あ然ぜんとした顔をしてから、細音が『セーフ』の判定を下した衣装を見る。

　３分の１ほどには減ったが、それでもまだ、それなりの種類はある。

「──お、お前、まさか……!?」

「と、とにかく!!　こっちのは近い内に、必ず捨てるか売うり払うこと！　いい!?」

「わ、わかった！　そ、それで……だな。これはどうだ……？」

　言いながら黒木は、畳に隠れていた床ゆか板いたの一部をさらに外し、出てきた鍵かぎ穴あなに首から下げていた鍵を挿さすと、『ガコン』という音を立てて押し入れの中の隠し扉とびらが開いた。

　そしてその中から取りだしたのは。

「わ。可愛いエプロン！　で？　これはどれと合わせるの？」

「…………は？」

「え？『は？』って……まさか」

　黒木はまず、そのフリフリのエプロンドレスを指さし。

　次に、その指を立て──

「オンリー」

　堂々と言い切った。

「………………」

「………………」

「…………キーヤ」

「わう」

「 ！ 」

「食べちゃえ」

「わん！」

「た、食べ!?　ちょ！　待!!　ぐああああああああああっ!?」



『前略。イヌ＆元気娘とラブコメやらかしました。』　　　　完





　ツッコミって大事だね!!



「…………ね、悟？　今さらだけど……聞いてよかったのかな？　すごく『やっちゃった』系のお話に思えるんだけど……？」

「まぁ、文章に起こして５年後くらいに見せたら、悶もん絶ぜつ間ま違ちがいなしではあるな」

　──つーか細音さん、あなたも……。

「────。────」

「……えっと。その後お姉さん、ドサクサに紛まぎれて、ちゃんとエプロンをカバンにしまってたよ？　──だって」

　──本当に細音さん……!!

　この子は今日来たのだから、この交番での惨さん劇げきは、俺が訪ねる少し前の出来事のはず。

「あの二人……こんな一件の後に、何事も無かった様に俺を迎むかえたのか……」

　切きり替かえの良さが尋じん常じようじゃない。……これが一線級のボケ資質か。

「──それで、道を訊きける状態じゃないって思ったから、変わった気配や匂においを探して歩き回ってたら、雨が降ふってきた。──だって」

「お疲つかれ、綾人。……久遠ちゃんも、今日はいろいろお疲れ様さま」

「 ♪ 」

「……ん、お疲れ様。……あ、そうだ。久遠……？　もしかして声、出ないの？」

　そういえば、肝かん心じんなこと訊いてなかったな。

「（こくこく）────」

「……え？　──少し前、変身に失敗したショックで、声が出なくなった、だって……！」

「な！　そんな危険が!?」「に!?」「にゃ!?」

「！（ぶんぶんぶん）────っ！　────」

　慌あわてて首を横に振ってから何かを言っている久遠。『違ちがう、大だい丈じよう夫ぶ』って言ってるのかな？

「──うんうん。『まだ早いから、やっちゃだめ』って言われてた変身をしようとしちゃったから、だって。──普ふ通つうに変身する分には、心配無いみたいだよ？」

「にぃ……」「にゃぁ……」

『良かった……』という声を漏もらすヴィスとイブ。通訳している綾人も、ホッとした表情をしている。

　──っと。そういえば。

「で？　なんで声が出ないのに、綾人とだけは会話できるんだ？」

「え……？」

「 ♪ 」

　俺の質問に、久遠と綾人が対照的な反応をする。

「……えっと……言わなきゃダメ……？」

　って反応をするって事は、既すでに聞いてた上で話を逸そらしてた……？　綾人がそこまでする理由……。

　──かなり気になる。隠しているからこそ、逆に是非聞きたい。

「黙もく秘ひ権けんはありません」

「…………ん」「に♪」「にゃぁ！」

　うん。イブは純じゆん粋すいな興味みたいだけど、澪とヴィスは俺と同じ思考っぽいな。

「あうぅ……」

　顔を紅くして、泣きそうな表情を見せる綾人。

　可愛らしい容姿ゆえ、良心に結構クるものがあるが……興味の方が勝まさる。

「えっと……ね？　同族同士ではテレパシー？　みたいなので会話できるらしいんだけど……、たまに、違う種族でも通じる事があるんだって」

　──ふむふむ。その『たまに』に綾人が入ったわけだ。

　うん。確かに辻つじ褄つまは合う。久遠を見つけたとき、本来は声が届くような距きよ離りじゃなかったのに、綾人には聞き取れたのも納なつ得とく。

　だけど……これだけじゃ隠したいと思う理由にはならない。

「で、通じる条件は？」

「みぁ!?」

　思わずネコの鳴き声が出る綾人。──よし、当たった。

「……ん。条件は？」「に～♪」「……にゃ？」

「く、くーちゃ……ん？」

「 ♪ 」

　助けを求めたっぽいが……通訳されるまでもなく、久遠の表情には『言って言って♪』と書いてある。

　現状、綾人に味方は居ない。逃にげ場ばも無い。──言わざるを得ない。

　──まぁ、とっくに予想は付いてるんだけどね？

「……波長が合うって言うか…………、あ、相あい性しようが凄すごく良いんだって──!!」

　眼めをギュッと閉じ、顔を真っ赤にして、ほとんどヤケっぽく言う綾人。

「 ♪ 」

　そんな綾人に嬉うれしそうに抱だきつく久遠と、恥はずかしさで半ベソかいてる綾人。

「──なぁ、ヴィス？」

「に？」

「今さ、お前や細音の気持ちがよくわかったわ」

「に～♪」

　──すみません。ちょっと『Ｓ』に目覚めそうです。

「……ん。とにかく……よかったね、綾人？」

「うん──、……え!?」

　澪さんも、ちょっと目覚めてるっぽいです。

「う──、うみゃぁぁあああっ!!」

　鳴き声をあげ、ポンッとネコに戻って逃げようとするが──

「み!?」

「──っ♪」

　久遠に捕つかまり、抱き上げられるリッド。

「みぁ……！　み、み、うみゃぁっ」

　抱き上げられたまま頬ほお擦ずりをされ、嫌いやがっている──様に聞こえる声を出しているが、全く暴れてはいない。──どうやら満まん更ざらでもないらしい。

「あ。……そういえば、悟？　財天寺さんに、連れん絡らくした？」

「へ？　いや、もうすぐ来るからいいだろ？　……そういえば遅おそいな」

　気が付くと、予定の時刻は過ぎている。あの人が時間に遅おくれるのは珍しい。

「……だって、財天寺さんが紹しよう介かいする予定だった相手、ココにいるよ……？」

「────あ」

　誰だれかに紹介しようとした人が、行方ゆくえ不明になったら？

　しかもそれが……人に慣れていない幼子だったら？

「ヤバイ。今いま頃ごろ必死に捜し回ってそう……！　今電話す──」

　と。家の電話に向かおうとした、ちょうどその時。

ピポピポピポピポ～～ン！

　連打されたインターフォンの音。

「……ん。多分、細音だよね？　どうしたんだろ？」

「さぁ……？　っと。悪いけど俺は電話するから、頼たのんだ」

「ん」

　と、それぞれが行動を起こそうとするが、またもそれは遮られる。



ドンドンドンドンッ!!

『悟殿どのぉぉぉぉおおお！　幼子は居ねがぁぁぁぁあああ!?』



「「 ……………… 」」

　なぜに秋田名物『なまはげ』口調……？

　──だから、少しは自分の発言に気をつけろと。

『ちょ!?　財天寺さん落ち着いて！　その発言は警察呼ばれます!!』

『……ここに居るが？』

『え？　──あ、あはははは……ごめん。素すで忘れてたよ、司兄……』

　どうやら皆みな様さまお揃いのご様子。──『噂うわさをすれば～』ってやつかな……？

「あー、今開けます！　ちょっと待ってください!!」

　言って、小走りで玄げん関かんまで行き、扉を開く。

ガチャッ

　開けた瞬しゆん間かん、隙すき間まから滑すべりこむように飛び込んでくる、ガタイのいい男。

「さ、悟殿！　今日紹介するはずだった幼子が逃げ出したのだ!!」

「だからアンタは発言に気をつけろと!!」

　そして俺がツッコミを入れている間に、残りの二人と一匹ぴきも入ってくる。

「ご近所への弁解はあとで手伝う。悟、ココに女の子は来てないか？」

「財天寺さんが交番に来たからキーヤに匂い辿たどってもらったら、この近くで途と切ぎれたみたいなんだよー」

「わう！　わ──わん？」

　と、キーヤが『あれ？』といった様子で首を傾かしげ、俺の背後を見る。

　それに気が付いた三人が視線を追った先。

「……悟。連れて来た、よ？」

「に～」「にゃん！」「……みぁ」「──？」

　ヴィスとイブを抱いて現れた澪。その腕うでの中で控ひかえめな挨あい拶さつをするヴィスと、元気いっぱいの声をあげるイブ。

　そして──色々諦あきらめたっぽい声をだすリッドと、それを抱いて首を傾げる、久遠。



「「「 居たぁぁぁぁああああ!! 」」」



「──ッ!?」

ポンッ

「な!?」

　三人揃っての指さし絶ぜつ叫きようをされ、驚おどろきのあまりキツネ耳としっぽが飛び出だす久遠。

　驚愕の声をあげたのは黒木。

「──ろ、ロリ……。巫み女こ……。キツネ耳＆しっぽ、だと……？」

　目を見開き、小刻みに身み震ぶるいすらして驚愕を表す黒木。──まぁ、普通はこうなるよな。

「あー、黒木？　これはだな──」

　どう誤魔化そうか決めかねていたが、とりあえず口を開いてみた俺だったのだが。



「ろ、ロリ神様がご降臨あそばされた……!!」



　──うん。そういえば君、普通じゃなかったよね。

「えーっと……？　司兄、何を言ってるの……？」

「何をだと!?　いいか？　古来より日本では、人知の及およばぬものを『神』として崇あがめ奉っているだろう」

「や、……うん。確かに間ま違ちがってないけどね？」

「巫女は神聖だな!?　マジもんのキツネ耳少女など、人知の及ぶところではないな!?　そしてロリ！　合わせて　『　ロ　リ　神　』!!　間違いあるまい！」

「うん。思考の道筋は間違ってないんだけどね？　元々の方向性が間違ってる気がするんだ、あたし。……せめてキツネなんだから『お稲荷いなり様』とかさ……」

「だからだろう？　『お稲荷様』と『ロリ神様』。似ているではないか！」

「どこが？」

「母ぼ音いんの配置が同じだろう！」

「『おいなりさま』→『おいあいああ』→『ろりがみさま』。うっわぁ……ホントだぁ」

　なんでこう、コイツは妙みような所で頭回るかな？

　そんな事を考えながら、ゲッソリと疲れた風味な細音を横目に、もう一つの気になった事を訊いてみる。

「マジもののケモノ耳っ娘、という存在に疑問は無いのか？」

「？　キツネは化けるものだろ？」

「…………ＯＫ。言い方を変えよう。──ケモノ耳娘、お好きですか？」

「　大　　好　　物　　で　　す　　!!　」

　──ＯＫ。そういう事ならば、っと。

　隣となりに来ていた澪達たちに話しかける。

「……もうバラしちゃっていいと思うんだけど、どうだろう？」

「ん。いいと、思うよ？」「に～」「にゃ？」

　アッサリと同意する、澪とヴィス。……イブは何の事かわかってないみたいだが。

「うむ。黒木殿どのなら問題ないと思うぞ？」

「と言うか、そもそも隠す理由、あんまり無かった気もするよね～」

　──まぁ実際、細音の言うとおりなんだよな。

　変身するネコという存在に、常識的な反応を返されたら説明が面めん倒どう。というのが言わなかった理由だったし。

　考えるまでもなくコイツは常識的ではないし、チート幽ゆう霊れいのキーヤを受け入れている時点で、拒きよ絶ぜつされる心配も無かったわけで。

「──む？　何の話だ？」

「ん？　ああ。ちょっとお前に秘密を教えよう。──『真白』、『聖宵』、『綾人』？」

「「「 にあ♪ 」」」

　ヴィス、イブ、リッドは一鳴きすると、澪と久遠の腕から抜ぬけ出す。

ポンッ

「──────は……？」

　あんぐりと口を開く黒木をよそに、それぞれが挨拶をする。

「この姿では初めましてですね、黒木にいさま？」

「にゃあ！　こんにちは、黒木のお兄ちゃん♪」

「えっと……こういう事、です……」

　──さて、どういうリアクションみせてくれるかなっと。

　全員の視線が集まる中で、黒木が思考を再起動させ、口を開く。

「ろ、ロリ神様がご降り──」

「そのネタはもういい！」

　──とにかく、いろいろ説明しなくちゃな、っと。





「──？　……♪」

「み？　うみゃあ……！」

　キツネとネコの姿に戻ったリッドと久遠がじゃれ合っている──と言うよりは、久遠がリッドにじゃれついている、と言った方が正しいか。

　人間の姿は久遠の方が少し小さいが、動物の姿では、ネコのリッドよりキツネの久遠の方が大きい。よって、見様によっては襲おそってる様にも見えるのだが──

「 ♪ 」

「み!?　……ぅみぃ」

　攻こう撃げき（？）のほとんどが『舐なめる』か『頬ずり』である上、リッドが抵てい抗こうしていない事からも、ただの愛情表現なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで。

「──みぁ……。うみゃぁっ──!!」

「 ！ 」

　恥ずかしさ、照れくささの限界に達したらしい。逃げ出すリッドだが──

「に～」

「わう！」

「うみゃぁッ!?　……みゃぁ」

　ヴィスの指示の下、キーヤが逃とう亡ぼうを阻そ止し。首ねっこをくわえて久遠の所に運ぶ。

「 ♪ 」

「…………みっ」

　再び、嬉しそうに身を寄せる久遠。だけどリッドは対照的に、顔を背そむけて無視。

「…………（しゅん）。──？」

　だけど。一見、完全に無視を始めた様に見えたが……綾人のしっぽだけは、まるで『怒ってないよ？』という様に、久遠にすり寄る。

「 ！────っ♪」

「ぅみゃあ!?」

　嬉しそうに、遠えん慮りよなく圧のし掛かかる久遠。──やっぱり、どう見てもじゃれ合ってます。



「──とまぁこんな感じで、すっかり仲良くなっております」

「にゃあ♪」

　頭の上のイブをくすぐりながら、話を締しめる。

「「「 ……………… 」」」

「……あれ？　どうした、の？」

　なぜか、何かを深く考え込んでいる様に黙だまる三人に、澪が声をかける。

「……ねえ司兄？　バカップルって感う染つるの……？」

「──ある意味で、空気感かん染せんと言えるのかもな」

「悟殿の頭の上の子も、感かん染せん者しやだろう？」

　──わけがわからない。

　脳内でぼやくが、気を取り直して話を続ける。

「で、こちらの話は一通り終わったのですが。──それで財天寺さん？　あの子はどういう経けい緯いで？」

「ふむ。巣す鴨がもで天狐一族の者と知り合ってな。この家の三匹の事を相談したのだ。変身を上達させる術は無いか、とな。そうしたら教師役に適任が居る、とな」

「それがあの子、ですか？」

　その『適任の教師役』とリッドの様子を、もう一度眺ながめてみる。



「みゃぁ……。うみゃあっ」

ポンッ

「 !? 」

「……くーちゃん？　人がいっぱい居るときは、もう少し大人しくしよ？　ね？」

「…………」

　綾人に変身して抱きつきから逃げ出し、お兄さん風にお説教する綾人。久遠は──不満と反省が半々くらいか？

　──どうでもいいけど綾人君。人が居なければＯＫなんですか？

「僕ぼく、ちょっと飲み物取って来るから、ここで待っててね？」

　言って、台所に向かう綾人。

「…………（とてとてとて）」

　しっかり後を付いて行く久遠。

「…………くーちゃんっ、『待ってて』って言ったで──わっ」

「 ────ッ!? 」

　突とつ然ぜん立ち止まって振ふり返かえった綾人。その足にぶつかる久遠。

「えっと……。大丈夫……？」

「…………（うるうる）」

「うわぁっ!?　くーちゃんゴメン！　泣かないでっ!!」



「……どう見ても年相応ですが？」

「──いや、それはそうなのだが……。あれでも一族の同世代の中では、変身能力はズバ抜けて高いらしい。現族長の孫でもあって、将来の族長候補らしいのだが──知ってのとおり、声を失くしていてな……」

「ああ、なるほど。それでですか……」

「うむ。おそらくショックのためだろうからと、気分転てん換かんも兼かねているらしい。あと、依い頼らいをこなしたという事をステータスにしよう、という思おも惑わくもあるようだが」

「キツネの社会でもキャリアが大事なんですね～」

　細音の、呆あきれと感心が半々の様な声をききながら、俺は別の事を考えていた。

　──その決定に、この子の意志はどれくらいあったんだ？

　あの子はどう見ても、計算高い様には見えない。族長うんぬんもステータスも、この子が気にしているとは思えない。

　だから何となく、大人の思惑で動かされている気がするんだが……。

　──まぁ、本人が納得してるんなら、問題無いんだけどね。

「ときに、俺も少し訊いていいか？」

「ん？　なんだ？」

「聖宵達たちの事、なぜ隠かくしていた？」

　まぁ、来るだろうなとは思っていたわけで。

「──わかった。正直に答えよう。────面倒くさかった」

「おいコラ貴様」

　恨うらみがましい視線を向ける黒木。──まぁ、一応他にも理由はあって。

「だってお前、聖宵達がネコでも気にしないだろ？」

「む……。まぁ、それはそうだが……」

　コイツは、細かい事は気にしない。相手の素す性じようなどもそれに含ふくまれ、良い子ならたとえどんな正体や面倒事を持ってようが気にしない。良い例が細音とキーヤ。

　大おお雑ざつ把ぱと言ってしまえばそれまでだが、本質で判断するという意味では、間違いなくコイツの長所だろう。──絶対言ってやらないが。

「な？　なら言っても言わなくても同じだろう？」

「それはまぁ、なぁ──」

「に」

「……む？」

　鳴き声に、黒木が横を見ると、そこにはキーヤの頭に乗ったヴィスが。

「に♪」

ペコリ

『ありがとうございます♪』。そう言う様に、頭を下げるヴィス。

「──む……。あー、お前は人の姿だと、真白といったか。……よろしく」

「に～♪」

　目を逸らしながら言う黒木と、嬉しそうな声をあげるヴィス。

　そんな穏おだやかな空気が流れる中、次に口をひらいたのは、澪。

「ね、細音？　……私も、ちょっと訊いていい？」

「ん？　なぁに、澪？」

　澪が用意したジュースのストローに口を付けながら、軽く返す細音。



「フリフリのエプロン、持って帰ったの？」



プピッ！

「コホッ!?　ケホッ!!　な、なんの事かなぁ!?」

　文字通りに噴ふき出し、ムセながら、珍しく大おお慌あわてする細音。

　──この反応……訊くまでもないな。

「いや。このあいだ聖宵が付けたエプロン、ちょっと見当たらなくてな。もしかしたら知ってるかな、と」

　深追いするとマズイと判断。無難なところで誤ご魔ま化かしてみた。

「あ、ああ、そういう事なんだね!?　うん、あたしはちょっと分からないかな！　え、えっと……ごめん、ちょっとお手洗い借りるっ！」

　言って、逃げ出すように部屋を出て行く細音。

「む？　どうしたのだアイツは？」

「「 ……さあ？　なんだろうね？ 」」

　気が付いていない様子の黒木に返す言葉は、澪とキレイにシンクロした。

「ああ、そうだ黒木。ちょっと俺も訊きたいんだが？」

「む？　なんだ？」

　細音の事とロリ神様発言。以上を踏ふまえて浮うかんだ質問。



「お前、何気に貧乳派か？」



ぶごふッ!!

「うおぅ!?　黒木殿何を!?」

　細音より盛大に噴き出した黒木。巻きこまれた財天寺さんが抗こう議ぎの声をあげる。

「ごふっ!!　ごはっ!!　す、すまん……！　──な、なんだその質問は……!?」

　財天寺さんに謝あやまってから、俺に文句を言ってくる黒木。

「いや。さっきの発言とか、日ひ頃ごろの行動から……か？」

　……若じやつ干かん顔が紅くなってる事から、俺が何を言いたいのか、薄うす々うす気が付いている様子。

「い、いいか？　俺は守備範はん囲いが広いだけだ。当然そちらもＯＫだが、それは俺の広大な守備範囲に含まれているだけであり、俺がソレを特別に嗜し好こうしているなどという事は、絶対にありえ──」



「あ、あはは、ごめんねぇ、お待たせ！」



「──ないとまでは言わんが安直に決めるのはどうかと思うのだがどうだろう悟君!?」

「「「 ……………… 」」」

　細音が戻もどってきた途と端たん、主張が少し変わる黒木。──やばい、面おも白しろい。

　澪と財天寺さんも顔を背けている事から、笑いを堪こらえている様に見える。背中を向けて震ふるえているヴィスも同様か。

「あれ？　何を話してたの？」

「ああ、『大は小を兼ねない』だろう、って話かな？」

「はい？」

「「 ッ……！ 」」

　息を抑おさえて顔を背ける、澪と財天寺さん。

「さ、さてと！　俺はそろそろ帰る。じゃあな……！」

　逃げた。まあ、黒木の立場なら仕方がないとは思うが。

「じゃあな、黒木」「……ん。じゃあね？」

「またねー、司兄！」「ではな、黒木殿」「「 にあ！ 」」

　と。俺と澪、財天寺さんと細音とヴィス・イブが一いつ斉せいに挨拶を返す。

　──あれ？　一人（一匹？）、足らない。久遠は声が出ないから仕方ないが……。

　気になり、キッチンの方を覗のぞくと──

「……あうぅ……。どうしよう……」

　キツネ姿の久遠を胸に抱いた綾人がオロオロしていた。

　で、その久遠は──

「（す──……。す──……）」

　胸むなもとにしがみ付いたまま、寝ね息いきを立てていた。

　綾人の方も戸と惑まどってはいるが、起こさない様に小声で喋しやべっているし、無理に起こすという選せん択たく肢しは無いようだ。

　そしてその光景は……やはり、何か既き視し感かんを覚えるわけで。

「なぁ細音、黒木……。こんな光景、どこかで見なかったか……？」

「へ？」「む？」

　……………………。

「「 あ──、…………ん？ 」」

　改めてまじまじと見た二人が、揃そろって微び妙みような反応をしめす。

「……なんだその反応？」

「あー、うん。似た光景なら、多分わかるんだけど……ねえ？」

「ああ。だが……、ソレだとしたら、若干の違いが、な」

「ね？　久遠ちゃんの方が、無む邪じや気きなせいか少しアグレッシブだよね」

　細音の言葉に、黒木も同意して頷うなずく。

　ヴィスとイブは、やはり確信がある様な顔をしている。だけど黒木達からは、少し違い和わ感かんが見える？

　さっぱりわからない。隣を見ると……澪も、頭に『？』を浮かべている。

「んー……、ねぇ、悟兄、澪？　あの光景見て、どう思う？」

「……ん？」「へ？　綾人と久遠を見て、か？」

　──あれを見て、どう思うか？　既視感というか、懐なつかしさ。あとは……。

「「 ……ちょっと、羨うらやましい。……え？ 」」

　またも、と言うべきか。答えが澪と完全に一いつ致ちする。

「ふむ。……やはり合ってるみたいだな」

「だねー。でも、教えない方が良さそうだよね？」

　細音の言葉に、無言で頷く黒木。──だから何なんだ一体？

「まぁ、わかればいいな、とだけ言っておこう。ではな」

　そう言って、黒木が去って行こうとするが。

「……えっと……僕、どうしたらいいのかな……？」

　久遠を抱かかえたまま、綾人が縋すがるように声をかける。



「「「「 ──頑がん張ばれ男の子　」」」」「「 にゃん♪ 」」



「あうぅぅ……」

　揃った全員の声に、少し頬ほおを染めたまま半ベソをかく綾人だった。





　そして、黒木が去った後。

「で、悟殿？　……なぜ黒木殿に、天使関連の話は伏ふせたのだ？」

　そう。ヴィス達の事については話したが……実は天使関連や転生、歴史改変などの話は、一いつ切さいしていなかったりする。

　それは当然、自分の一存で話していいものか悩なやんだ、というのもあるのだが……。

「……あっちの歴史で、アイツにはかなりの借りを作ってしまったので……」

「…………悟兄」

　批難の視線を向けてくる細音。そして澪も──

「……ん。悟、ちょっとそれは……」

　──言いたい事はわかる。だけど。

「良いんだよ。……その恩、俺おれが忘れさえしなければ」

「「「 ……………… 」」」

　あえて見ない様にはしていたが、三人が苦笑いを浮かべた様な気配が。

「でもね、悟兄。……そのわりには司兄の扱あつかい、割とヒドくない？」

「……それはそれ。コレはコレ」










　　　三章　旅行の初日、海の惑い『澪の悩みは悟の──？』





　８月某ぼう日じつ。早朝。

「よしっ、と。忘れ物は無いか？」

「……ん。大だい丈じよう夫ぶだと思う」「はい♪」「大丈夫～！」「……うん」

　返事を聞いてから、自分でも頭の中で再確かく認にん。多分大丈夫だと判断してから、玄関に鍵かぎをかける。

「じゃ、行こうか？」

　言って、足元のドラムバッグと大き目の手て提さげ袋ぶくろを持ち上げる。

「……ねえ、にいさん？　やっぱり、僕も少し持つよ？」

「んー、気持ちはありがたいんだが……どっちも結構重いぞ？　それに──」

　綾あや人とは、たしかに『荷物は』背中に背せ負おった小さなナップサックのみ。だけど。

「片手が塞ふさがってると、持ちづらいと思うぞ？」

「…………あぅ」

　持たせるとしたら手提げの方だが、綾人の背せ丈たけを考えると、片手にぶら下げて楽々、とはいきそうにない。身体を傾かたむけて重心を調整、または両手で持つ必要があるだろうが──

「 ？ 」

　綾人の右手は、幼い少女にしっかりと握にぎられていた。

「えっと……くーちゃん？　ちょっと、手を離はなしてくれると嬉しいな、って……」

「（こくん）」

「……あ。ありがと。じゃあ、にいさん。少しだけでも持つよ」

　──手を離してもらったとき、一いつ瞬しゆん残念そうな顔したよね？

　少し『悪い事したかな？』とは思ったが、せっかくだから手提げ袋を渡わたす。

「じゃあ頼む。無理はしなくていいからな？」

「っと。うん、大丈夫──あれ？　くーちゃん、どうしたの？」

　綾人の横に並んだ久く遠おんが、手提げ袋の持ち手の片方を持つ。

「 ♪ 」

「わっ、ありがと、くーちゃん！」

　一いつ緒しよに持つ荷物を軽く揺ゆらしながら、顔を合わせて微笑ほほえみあう二人。



「……いやー、今日もお暑い（熱い）なー」

「あぅ……」

　顔を紅あかくする綾人だが……やっぱり止める気は無さそうで。

　別にやっかみの気持ちは一切無く。もの凄すごく微笑ましいだけに、何となくからかいたくなる。──なぜか少しだけ『羨ましい』と思っている部分もあるにはあるが。

「……ん。ほんと、暑いね？　ね、悟さとる……？」

「ん？」

　呼ばれて、澪みおの方を向くと。澪は綾人達を見て。二人が持つ手提げ袋を見て。

　次に、俺がたすき掛けにして肩かたに下げるドラムバッグを見て──

「…………むぅ。──あ。ね、聖宵きよい？」

「にゃ？」

　澪は前を歩いていた聖宵を呼ぶと、何かを耳打ち。すると聖宵は、今度は俺の方に。

「ね。お兄～ちゃん？」

「どうした？　──って、おい」

　楽しそうに、嬉しそうに。左手で、俺の右手を握ってくる。

　別にイヤではないのだが、いきなりで少し驚いた。──が。状じよう況きようの変化はまだ続く。

「……ん。じゃあ、悟？」

「は？　……お、おい!?」

　澪が右手を伸のばし、俺の左手を握る。これで三人で手を繋つなぐ形になる。

　──やばい。これ、想像以上に照れくさい……。

　しかも道を塞がない様に端はしに寄る必要があるため、結構距きよ離りが近い。──いろいろな理由で、頬が熱い。……だけど。

「……ね、悟。……イヤ？」

「────別に、イヤじゃない」

「ん……♪」「にゃぁ♪」

　──いろいろ『アツい』けど……澪達が嬉しそうだから、まぁいいか。

「にいさま？」

　そんな事を考えていると、真ま白しろが声をかけてくる。



「今日も、とってもお暑いですね♪」



「…………ソウデスネ」





　さて。こうして俺おれ達たちは全員で出かけたのだが、どこに行くのかと言うと。

　事の始まりは３日前。久遠が来た翌日に遡さかのぼる。



「────。────」

「……えっと。変身後の姿を調節するなら、ちゃんと想像すること、だって」

　早さつ速そく始まった、久遠先生の変身講座。

　今日は暇ひまな上に興味もあったので、俺も様子を見に来ている。

　それで久遠の教師っぷりだが──外見と当初の印象に反して、堂々としたもので。さすが適任と紹しよう介かいされるだけあって、落ち着いて知識を披ひ露ろうしている。

　──まぁ、キツネの姿で綾人の膝ひざに乗って、というのがアレだけどな……。

　ちなみに。本来は筆談で、所々要点を書いたメモを渡したりしながら進めるつもりだったらしい。だからこちらの面でも、綾人の存在は嬉しいみたいだ。

「にゃ？　でも、ちゃんと『こうなりたい』って考えてるよ？」

「────、うん。えっと。外見だけじゃなくて、その姿になったときの感覚。少し重くなって、体を動かすとこうなって──とか。そういうのもちゃんと想像する、だって」

「にゃあ……、うん、やってみる！」

「に～！」

　意気込む聖宵に、ヴィスが『がんばって！』と言っているらしい。

「お胸大きく、お胸大きく、お胸大きく──……！」

　……本当に気にしてるんだな……。

　呟つぶやきながら、力を溜ためる様に身体をまるめた聖宵は──

「ていっ！」

ポンッ

　気合いの掛かけ声ごえと共に煙けむりの様な靄もやが発生し、聖宵の姿を隠す。

　そして数秒後。靄が消えた後の聖宵の姿は──

「……にゃ？　……にゃあ！　ほ、本当に大きくなったぁ!!」

　背丈などの基本的な容姿は変わっていないが、聖宵の服の胸部は、程ほど良よい大きさに押おし上あげられていた。

　──へぇ……。本当に上う手まくいくんだ……？

　素す直なおに感かん嘆たん。聖宵だけでなく、教えた久遠にもむけて。

「やったぁぁぁっ!!　これでもう少し背もおっきくなれば、きっと……！」

　文字通り、飛とび跳はねて喜ぶ聖宵。俺も声をかけようと近づく。



ポトッ



「にゃ？」「へ？」「に？」「あれ？」「 ？ 」

　聖宵の足あし下もとに、何かが落ちた。

　全員の視線を集めたソレは、第一印象は布の固まり。曲線を描えがくそれは、花か粉ふん症しよう用のマスクにも見えた。──それが２つ。

「……なんだ？」

　全員が気が抜けた様に動きを止めている中、俺はそれを拾い上げ……即そく座ざに何かを理解し、聖宵を改めて見る。

「にゃ？　…………あ」

　聖宵の胸部の膨ふくらみが、落ちた布の厚みと同じだけ減り──、元に戻っていた。



　……………………。



　気まずい沈ちん黙もくの後──

「「「「 ………………（↓） 」」」」

　全員が視線を逸そらした。

「うにゃぁぁぁっ！　せめて何か言ってよぅ!?」

　──すまん聖宵。……涙なみだをこらえるので精せい一いつ杯ぱいだ。

コンコン

「……悟。今──、わっ」

「うわああぁぁぁん！　みんながイジメるよおおぉぉぉっ!!」

　ノックして入って来た澪の胸に、聖宵が飛び込む。

「……えっと……？　悟、この子どうしたの……？」

　突然の事に事態を把は握あくできず、訊きいてくる澪。聖宵を胸に抱だきながら。

ムニッ

「にゃ？　うにゃあ……!?」

　澪の『胸に』飛び込み、『胸に』抱かれた聖宵が、ショックを受けて後退する。

「え、えっと……聖宵……？」

　聖宵はそのまま、フラフラと部屋の隅すみまで到とう達たつし──膝を抱えて座すわり込む。

「……ボクはネコだもん。ウシさんじゃないもん。どうせ『Ｅ』なんて、遥はるか彼方かなただもん。ボクはＡＡ……『アＡンタは、あＡきらめろ』のＡＡだもん……」

　ちょっと、本気で凹へこんでらっしゃる聖宵さん。──少しフォローしないとマズそうだ。

「あー、聖宵？　お前にはまだ、将来性という名の大きな希望があるだろ？　それを踏まえた上で……ちょっと、この言葉について考えてみてほしい」

「にゃ……？」

　そして俺は──恐おそらく現状では、聖宵を勇気づけられる唯ゆい一いつの固有名詞を口にする。

「　細さざ　音ね　」

「………………お兄ちゃん。ボク、強く生きるよ……!!」

　聖宵の瞳ひとみに、苦難に立ち向かう者の悲ひ愴そうな覚かく悟ごが宿った。

「わかってくれたか……！　大丈夫。明Ａ日があＡるさ……！」

　俺は万ばん感かんの想おもいを込めて、その尊とうとき意志を持つ少女の手を握りしめた……。

「…………悟。ちょっと、さすがにヒドイんじゃないかなって思うよ……？」

　──必要な犠ぎ牲せいです。大目に見てください。……本人の前では言わないが。

「それはともかく。何か用があったんじゃないのか？」

「──あ。えっと……、さっきガブリエル様から電話があって。皆みんなで来てほしいって」

「皆で？」





「旅行に行きたくありませんか？」

「…………はい？」

　理事長の許可という事で、堂々と学園無関係者も同どう伴はんで学園内へ。

　久遠は人の姿だが、ウチの三匹は全員本来の姿。澪がヴィス、俺がイブ、そしてやっぱり久遠がリッドを抱えて、理事長室へ。するとそこには、財天寺さんと白川さんも。

　そして──。挨あい拶さつもそこそこに、いきなり放たれたのが先の言葉。

「えーっと……理由と脈みやく絡らくが全然つかめないのですが……。とりあえず、誰だれが・いつ・どこへ・なぜ・どうやって？」

　とりあえず、『５Ｗ１Ｈ』で質問してみた。『What＝旅行』だから訊かなかったので、４Ｗ１Ｈだが。

















「ご質問の基本をありがとうございます♪　メンバーは水みな上かみ家ご一行様と、細音さんとキーヤ、黒くろ木き殿どの。あともちろん久遠さんと、その保護者としてツトレキエルも同行予定です。もしかしたら私とスリアも、後から合流するかもしれません」

　どうやら、完全にフルメンバーの様だ。

「それで期間は今度の火曜・水曜の一泊ぱく二日。場所はＳ県、海岸近くの温泉地。目的は、悟殿達には感謝とお詫わびの意味で。それと久遠さんの歓かん迎げいも込みです。交通手段は……車、の方が都合が良いかと。──立て続けに答えましたが、いかがでしょうか？」

　まさに『立て板に水』のごとく、スラスラと答えるガブリエル様。

　しかも口ぶりから察するに、宿しゆく泊はく場所は手配済み。出発は三日後と急な日程ではあるが、車で３～４時間と比ひ較かく的てき近い場所。お盆ぼんのシーズンで混こむ電車等より車を選せん択たくしているあたり、とことん練り込まれた計画の様だ。さらに……。

「にー、に～♪」「にゃぁ♪　にゃあ!!」「♪」「みあ！」

　……お子様たち大喜び。もはや行かないとは言えない。

「では、黒木と細音にも連れん絡らくを入れなければいけませんね」

「あ、それでしたら連絡済みです。まずは私が細音さんに連絡を入れました。快く『参加させていただきますっ！』と」

　そういえば白しら川かわさん、細音と気が合うらしいからな……ド『Ｓ』的な意味で。

「黒木殿には俺が。最初は若じやつ干かん渋しぶっていたが、細音の名前を出だしたら『……保護者は必要だろうからな。安全のためにも行ってやろう。……ときに、風ふ呂ろは混浴か？』と」

　このメンバーの中で天使の方々を除けば、おそらく最強の保護者はキーヤ。だから『安全』という意味では、キーヤが居るなら他は必要無かったりもするんだが。……しかも最後の一言が、安全の真逆を行っている。

　──わかりやすいなー、アイツ。

「それで……悟？　行くんだよ、ね？」

「ああ。──その招待、ありがたく受けさせていただきます」

「はい♪　ぜひ、楽しんできて下さい。──それと、悟殿？　最近、変わった事はありませんか？」

　笑えみのまま、訊いてくるガブリエル様。表情は柔にゆう和わな微笑みのままだが……気のせいか、声が少し硬かたかった気が。

　──変わった事……？

「いえ、久遠が来た事以外は、特に。しいて言うなら……イブがほぼ一日中、聖宵で居いれる様になった、くらいでしょうか？」

「にゃん♪」

　得意気な顔で右前脚を挙げ、聖宵に変身する。

　最初のうちは体力の消費が激しかったらしいが、今では少し休きゆう憩けいを挟はさめば、全く問題無いらしい。同様にヴィスとリッドの変身の時間も延びているが、こちらは連続だと半日が限界の様だ。

「……そうですか。久遠さんから教えていただけば、きっと時間制限を無くす事も不可能ではないでしょう。頑張ってくださいね？」

「にゃあ！　よろしくね、久遠ちゃん♪」

「……！（こくんっ）」

　頑張る。そう言う様に、力強く頷く久遠。

「に～！」「みゃあ♪」

　負けじと決意表明しているらしい、ヴィスとリッド。そんな光景を、俺達は微笑ましく眺めていた。──のだが……。

　──さっきのガブリエル様、少し変な言い回しだった気がするが……気のせいか？

「では、私からは以上です。細かい予定は後のち程ほど、改めて連絡いたしますね」

「何から何まで、ありがとうございます」

「……ん。ありがとう、ね♪」「「にあ！」」「♪」

　俺の言葉に続き、それぞれがお礼を言い、理事長室を後にした。



　　　　　◆　　　◆



「………………」

「ガブリエル様。先ほどの質問、どのような理由が……？」

　悟達が退室した後。何かを考えている様子の熾天使へ、白川が問いかける。その横では財ざい天てん寺じも、神しん妙みような面おも持もちで見守る。

「……はい。少し、澪の様子がおかしい様に思えたので」

「そう、ですか？　我々はあまり、異変を感じませんでしたが……」

「僅わずかにですが……『力』が、不安定になっている様に見えまして」

「な!?　そ、それは──!!」

「いえ、澪の力は我々に比べれば小さいので、問題が起こるレベルではありません。ただ……問題は、原因がわからないという事です。──今回の件、計画して正解でした。ツトレキエル」

「はっ！」

「悟殿達の様子、しっかり観察していてください。何かがあった場合、ただちに連絡を。──そして、何としてでもお守りしてください」

「はっ!!　心得ております」

「スリア」

「はい」

「我々も、必ず合流します。我々の任務は『観測』。視覚外の『力』の揺らぎに、細心の注意を払はらいます」

「わかりました」

「──今回で、何かヒントだけでも掴つかめれば良いのですが……」



　　　　　◆　　　◆



　と。そんなこんなで旅行が決定。そして、今日がその当日。



「……ね？　細音達たち、もう来てるかな？」

「んー、細音は微妙だが、黒木は来てるはず」

　細音は遅おくれる事はほとんど無いが、むしろ時間を潰つぶして指定時刻丁度に来るタイプ。

　そして黒木は──

「おはよう悟君！」

「…………本当に相変わらずだな、お前は」

　角を曲がった途端、待ち構えていた黒木がハイテンションで声をかけてきた。

　……コイツは、遠足当日にめちゃめちゃ早起きするタイプ。しかもジッとして居られず、数時間単位で早く行動する困った人種。

「……ん。おはよう、黒木さん」「おはようございます♪」「にゃ！　おはよぉ！」

　いつもどおりに挨拶をする澪と、いつもより嬉うれしそうな。真白と聖宵の声。

「ああ、おはよう……む？　綾人と久遠は？」

「…………あっち」

　黒木に訊かれて指さす先。綾人と二人で荷物を持ち、嬉しそうな久遠と、段々恥はずかしくなってきたのか、顔を紅くしている綾人。──が。荷物を離す気はなさそうで。

「………………ときに、細音はまだか？」

　その顔に『微笑ましいが、甘あまったる過ぎる』という表情をハッキリと浮かべてから、見なかった事にして訊いてくる黒木。──賢けん明めいな判断だと思う。

「……ん。もうすぐ時間だし、来ると思うよ？」

「それに、こうして話題に出したからな。すぐに来ると思うぞ？」

　待ち合わせの時間まであと５分。それに細音の特性『噂うわさをすれば影かげ』。

「やっほ～♪　みんな早いねー」「わう！」

　まさにそのタイミングで聞こえてきた、細音とキーヤの声。

「……なるほど」

「な？」





「……んっと、これで後は財天寺さん、だけ？」

「ああ、とりあえずは。財天寺さん、車借りて来るって言ってたが……」

　お盆が近くて電車は混むだろうからと、当初から車で行く事になっていたのだが……誰も大型車は持っていなかったわけで。そのため、レンタカーを借りて行く事になり、財天寺さんが取りに行くことになっていた。

「それにしても……ちょっと意外だったよ。司つかさ兄はともかく、悟兄や財天寺さんまで免めん許きよ持ってたのは。ペーパードライバー？」

「いや。一応、たまに実家の車に乗ってる。腕うでが鈍にぶらない程度に」

「──フッ」

　細音の質問に答えた俺を見て、黒木がニヤニヤ笑いをしている。──マズイ。

「……ん？　黒木さん、どうしたの？」

「ああ。コイツが免許を取った理由なのだが──」

「ちょ！　お前──っ!?」

「キーヤ、拘こう束そく！」

「わう♪」

　余計な事を言い出そうとしている黒木を、物理的に黙だまらせようとしたのだが……キーヤの『力』のせいらしく、金かな縛しばりで体が全く動かなくなる。

「こ、このチート犬……！」

「キーヤには褒ほめ言こと葉ばだね♪　で、司兄？　その理由って？」

「ああ。『いつでも家族旅行に行けるように』らしい」

「くっ──!!」

　──細音に言うなとは言わないから──澪達が居ない所で話してほしかった……!!

「へ～♪　良い理由だと思うよ悟兄？　ほら」

　言われて、後ろを見る。……何となく、展開は予想していながらも。

「ん。悟？」「おに～ちゃん♪」「にいさま」「にいさん♪」

　予想通り、澪、聖宵、真白、綾人が嬉しそうな顔で並んでいて。



「「「「 よろしくお願いします♪ 」」」」



　楽しそうに声を合わせ、頭をペコリと下げた。

「良かったね～、悟兄？　にやにや♪」

「ニヤニヤ」

「そこの二人ッ！　声に出して『ニヤニヤ』言うな!!」

　──ある意味、さっきの三人手繋ぎより照れくさい……。

「……そんなに言うなら黒木。お前のもバラそうか？」

「あ！　聞きたい聞きたい♪」

　やはりと言うか、誰よりも早く細音が食くらいついてくる。

「む？　特に何か言った記き憶おくは無いのだが……」

「あー、もしかしたら元から記憶に無いかもな。──去年の同窓会」

「なに？　………!!　ま、まさか!?」

　どうやら覚えていたらしい。──が、容よう赦しやはしない。

「言ったよな？『俺の助手席には女しか乗せねぇ』」

「ぐおおおおおおああああああっ!!」

　頭を抱えて叫さけび声を上げる黒木。

「あー、お酒が作り出した黒歴史かー……。で？　実際はどうなの、司兄？」

「…………どう、とは──？」

「や、実際の所、助手席に座ったのは何人くらいいるのかな～って♪」

　弄いじり所を見つけて、嬉き々きとして問とい質ただす細音。だが──黒木の様子が、少しおかしい。

「……ね、悟？　黒木さん、なんだか青くなってるけど……？」

「あー、また触さわっちゃいけないトコだったか……？　どうした黒木？」

「────一人、だけ、だ……」

「え？」



「……『ロドリゲス』と呼ばれる日本人、一人、だけ、だ……」



「「「 …………………… 」」」

　ロドリゲスさん（♂）。黒木の知人にして、どんな悪人をも即座に洗脳する、色んな意味でガチで容よう赦しや無ない、硬派な芸人ハードゲイ人。

　……『聞かなきゃよかった』。おそらく、全員がそう思った事だろう。

「そ、それにしても、財天寺は遅おそいな！」

　明らかに無理な話題の変へん換かんだが、俺達も今の話を引ひき摺ずりたくない。それに遅いのも事実なので話に乗り、来るであろう方向を眺ながめると、一台の車が目に入る。

「……まさかアレ、か……？」

「へ？　どれどれ～？」

　俺の言葉に、またも細音が真っ先に反応。それに続き、他のメンバーも俺が見る方向に目をやり──



「「「「「 …………………… 」」」」」



　言葉を失くした。

　その車は、何の変へん哲てつもない六人乗りのワゴンタイプ。新車同然に磨みがかれた車体からは、なるほど、レンタルで貸し出す商品にふさわしい清潔さと、メンテナンスの行き届いた安全性を感じる。……そう、『車体から』だけは。

「…………ねえ、悟？　行き、最初は誰が運転する事になってたっけ……？」

「……財天寺さん、だな」

「……ねえ司兄？　率そつ直ちよくに訊くけど……アレに乗って無事に着くと思う……？」

「…………運が良ければ」

　俺たちの所に辿たどりつこうとしている車。問題なのは、その運転。

　妙みようにフラフラと左右に細かく蛇だ行こうするだけではなく、速度も全く安定していない。

「……この光景、某ぼう動どう画が投とう稿こうサイトに送れそうだねー」

「どんなタイトルで？」

「『ゾンビの動き、車で再現やってみた（笑）』。なんてどう？」

　──そんな『やってみた動画』、いりません。

　そんな事を話しているうちに、ゾンビ車はフラフラと俺達の前に辿りつくと。

ガチャ

「む？　もう全員集まっていたか。すまなかった。意外に時間が掛かかるものだな」

　──その運転ならそーでしょーね。

「……財天寺よ。本当にお前、運転する気か……？」

「約束どおり、そのつもりだ。ちゃんと安全運転で行くぞ？」

　……やはり、そういう問題でもない。

「えっと……財天寺さん？　免許、ちゃんと持ってるんだよ、ね？」

「もちろんだ。その技術は『知っている』……！」

「「「「「 ……………… 」」」」」

　技術を『持っている』じゃなくて『知っている』と言うのは、ちょっと危ないと思う。

「──細音。万が一の時はキーヤにガードお願いしたい。……出来るか？」

「あ、あはははは……すごいね？　超ちよう低てい速そくは確実なのに、どんなジェットコースターよりスリルあるねー……」

　──本気で命が危険だからです。

「と、とにかく財天寺さん。気を付けて運転してくださいね!?」

「ふっ。任せてくれ悟殿。俺はフザけた運転など決してしない」

　──じゃあ、さっきの運転も本気だったんですね……？



　その後、黒木と二人でなんとか説得をして『ヤバそうなら代わる』という約束を取り付けてから、全員が車に乗る。

　ちなみに。このままだと、車は六人乗りに対して人数は九人（と、キーヤ一匹ぴき）。思い切り道交法違い反はんになるため、真白、聖宵、綾人、久遠には、荷物を載のせたあと元の姿に戻もどってもらった。これで、五人と五匹。

　幽ゆう霊れいだからスペースを取らないキーヤ以外の四匹を、後部座席に座る四人がそれぞれ抱かかえ、乗車完かん了りよう。……ちなみに。助手席には誰も座ろうとしなかった。

「よし、忘れ物は無いな？　では行くぞ！」

「「「「 ……おー…… 」」」」「「「 ……にあ 」」」

　一人、テンション上がっている財天寺さんと、盛り下がる、というかそんな余よ裕ゆうは皆かい無むな他メンバー。そして車が動き出──



ガクンッ　プスン……

　──さなかった。……エンスト。



「──財天寺。…………降りろ」

「はい」



　と。黒木と財天寺さんとで短いやりとりの後、代わって黒木が運転席へ。それと──助手席のドアを開けた者が。

「じゃ、あたしがナビやるね～」

「む？　特に必要無いが」

「ま、いいからいいから♪　それと…………ヤな思い出の口直しってことで」

「う……。で、では、頼たのむ」

「うん♪」

　そんなやりとりを聞き、顔を合わせて苦笑いをしていると。

「にゃあ！」

「ん？　どうしたイブ？」

「にゃ、にゃあ。うにゃ？」

「……えっと。『席が空いたから、聖宵でいてもいい？』だって」

「ん？　ああ、いいぞ」

　許可した途と端たん、音も出さず、まるで幻まぼろしがその形を変える様に、滑なめらかに変身する。

「にゃぁ！　車乗るの初めて～♪」

　久遠に訊かないとわからないが……この子の変身、実は相当レベル高いんじゃ？

　訊いてみようと、澪の膝の上の久遠を見ると。

「……！　──♪（すりすり）」

「み!?　……うみゃぁ」

　近づいてきたリッドに、嬉しそうに頬ずりをしている。……どう見ても二匹だけの世界です。本当にありがとうございました。

「……なんだか妙な孤こ独どく感に苛さいなまれるのだが……。なあ、キーヤ？」

　黒木達とリッド達を見て、若干ゲッソリした様子の財天寺さんが、最後部座席の後ろ、荷物スペースに居るキーヤの方を向くと。

「わう？」「に？」

　いつの間にか、キーヤの上にはヴィスが丸くなっていて。

「──なん……だと？」

　財天寺さんが、戦せん慄りつしたような声をあげた。……まさか本当に……？

「お前らまさか……。そう、なのか……？」

「に……？」「わうぅ……？」

　揃そろって首を傾かしげる二匹。──その様子から、真実は一いつ切さい読み取れない。

　──ある意味でお似合いではあるが……どうなんだ？



「……ふ、ふふふふふ……。だ、大丈夫だ落ち着け俺。──おそらくまだスタートに立ったばかり。みんな○貞……！　まだポールポジションを取られただけ、まだ『ぼっち』で嘆なげくのは早い……！」



　──口に出してそういう事呟くの、やめてくれませんか……？

「「「「「 …………………… 」」」」」「にゃ？」「 ？ 」

　意味がわかった全員（聖宵と久遠以外）が、黙って気まずそうに顔を背そむけ、微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよい出す。

「と、とにかく出発するぞ！」

「「 お、お～！ 」」

　無む理り矢や理り空気を換かえようとした黒木が必要以上の気合と共に車を動かし出すが……掛け声にノッたのは俺と細音だけ。──なんとかしないとマズイ。

「そ、そうだ黒木！　キーヤが載ってるお前の荷物、やけにデカいが何が入ってるんだ？」

「む？　──ああ、俺にとっての聖書バイブルだ。警察官になったのもソレの影えい響きようでな。外がい泊はくするなら、持ってこないと落ち着かん」

「──ほぅ？　聖書、か……」

　どうやら『聖書』と聞いて、一応は天使としての魂たましいがうずいたらしい。

　だが。コイツに限って本当の『聖書』であるはずが無い。

　──時期的なもので言えば……『アレ』か？　だけどアレは、バイブルと言うよりはインデックス……。しかも警官になるきっかけ？

「へぇ～、そんなのあったんだ？　そういえば司兄のそこら辺の事情、聞いたことなかったねー。で、持ってきた『聖書』って？」



「ああ。『○ち亀かめ』の全巻」



「「「「「 ……………… 」」」」」

　またも、流れる沈黙。──が。おそらく全員が考えている事は同じだろう。つまり──

　──さーって。どこからツッコもう？

『一番、模も範はんにしてはいけない警察モノだろ！』とか、『百冊以上持ち歩くのか!?』とか色々と言いたい事はあるが……、気まずい空気は無くなったから、良しとしよう。





　そうして出発した後。途と中ちゆうのサービスエリアで休憩と、ポジションチェンジ。

　俺が運転、澪が助手席。聖宵がイブに戻った代わりに、リッドが綾人になって……その膝の上には当然の様に久遠。

　……実はこのとき、俺的に少し気まずい事態が発生したのだが……それは後ほど。

　そうして進む事しばらく。予定通り11時前に、海水浴場に到とう着ちやく。





「にゃああああああ～～～～っ♪」

タタタタタタタッ！

　砂すな浜はまに到着した途端、海に向かって一直線に駆かけだすイブ。

「あ、コラ！　いきなり突とつ撃げきすると──」

ザザ～～ン

「……にゃ？　うにゃあああぁぁぁぁぁ!?」

ダダダダダダダダッ!!　バッ

　波に驚おどろき、行き以上の速度で戻ってきて俺に飛びつくイブ。

「にゃあにゃあにゃあっ!?　うにゃああっ!!」

「あー、はいはい。怖こわかったな。ちゃんと気を付ければ大だい丈じよう夫ぶだから。な？」

「うにゃあ……」

「……ん、イブ？　聖宵になれば、多分大丈夫だよ？」

「にゃ！」

　と。これと似たやりとりが、もう一か所でも展開されていて。

「 ？　…………」

　恐る恐る砂浜に足を踏ふみ入いれる、キツネ姿の久遠。

　──ジュッ

「 !?　────っ!!」

　慌あわてて、再び綾人にしがみ付く。

「あ、あははは……熱かったの、くーちゃん？」

「!!（こくこくこくっ）」

「うん。大丈夫だよ？　人の姿なら多分大丈夫だから。一緒に遊ぼうね？」

「 ！　──♪」

　久遠も、どうやら人の姿で遊ぶらしい。……というか、海水浴場にキツネっていうのもシュールだから、是ぜ非ひそうしてほしい。

「ヴィスはどうする？」

「に？　にー……。にあ」

「ん。ヴィスはこのまま、だって。……真白、日焼けしちゃうと大変そうだし、ね？」

「にぃ……」

　真白は白はく髪はつに色白の肌はだ。……確かに、紫し外がい線せんに強そうとはお世辞にも言えない。ヴィスには少し気の毒かな、とも思ったのだが……。

「に～」

「わう？　わん！」

「え？　ああ、空いている場所を探してきてくれるの？　ありがと！　じゃあお願い♪」

「わう！」「に♪」

　細音の許可を得て駆け出すキーヤと、その上に乗っているヴィス。あれはあれで楽しんでいるらしい。

「じゃ、陣じん地ちの設営やっとくから、女じよ性せい陣じんは着き替がえてきたら？」

「うん。それはいいんだけど……悟兄。その前に少し、お話しいい？」

「む。俺も一緒にいいか？」

「────わかった」

　……まぁ、多分来るだろうな、とは思っていたわけで。

「じゃあ澪。イブちゃんと久遠ちゃんと、先に行ってて？　あたしもすぐ行くよ～」

「……ん。わかった」

「設営終わったら迎むかえに行くから。それまであんまり動かないようにな？」

　人が多い中では合流が難しくなるし……それに何より、澪と細音が単独でウロつくと、ヘンなムシが寄ってくる可能性が高い。だから言ったのだが──

「…………ん。わかった」

　少し、元気が無い。

　実は──車に乗っているときからで、原因は多分俺だったりする。

　つまり。細音と黒木の話は、多分この事。



「で、どういう事だ？　運転代わったあたりから明らかに変だよな、貴様」

「って言うか……澪の方を見ない様にしてたよね？　なのに時々チラ見して。澪も少し淋さびしそうにしてたけど……何があったの？」

　キーヤが見つけたスペースから少し離はなれた場所。パラソルを設置してくれている財天寺さんを見ながら、小声で訊いてくる二人。

　──いや、実はそんな『何があった』というわけでもないのだが……。

「…………チラ見してたか、俺おれ？」

「思い切り」「澪も気付いてるよ、絶対」

　──なんと言うか。『恥ずかしい』より自己嫌けん悪おが前にクるな、コレは……。

　顔が少し紅くなっているのを自覚しながらも、白状する事にする。

「…………運転席と助手席のシートベルト、あるよな？　アレはどこを通る？」

「む？　どこと言われても──肩かたから反対の腰こしまでだろ？」

「うん。後ろの席は腰こし回まわりだけだけどねー。それがどうしたの？」

　──まぁ、気が付く人はコレだけで気が付くんだろうが……細音は、なぁ？

「……そうだな。ベルト、肩から『胸の中央を通って』、腰までだな」

「へ？　それが何──ああ、そういうコト……」「──なるほど、な」

　ベルトの通るラインをジェスチャーで示すと、気が付いてくれたらしい。

　何度も話に出しているが、澪のスタイルはかなり良い。

　だが。普ふ段だんの暮らしでも、たとえ水着になっても、澪はスタイル、というより『色気』を前面に出す事はほとんど無い。だからたまに再さい認にん識しきさせられると、その破は壊かい力りよくは凄すさまじく。──早い話が、ベルトで強調された胸にドギマギしておりましたっ!!

「ああ、うん。下手な水着よりスタイル出るよねアレ……。気持ちはわからなくもないけど、ねぇ？」

「──だな。……要するにムッツリスケベ発動か」

「ヘタレも同時発動だねー」

「……返す言葉も無く、その通りでございます。けど──」

　だけど、考えてみて欲ほしい。気になっているけど手を出すわけにはいかない子の、そういう場面に遭そう遇ぐうした場合を。

「──こういう場合、見ない様にするかアクセル踏ふみ込むか、どっちかしか無くね!?」

　──同じ場面で『気にしない』を選択して実行できる人間、どれほど居ると？

「悟」「悟兄」

　黒木と細音の声が合わさる。──合体攻こう撃げきが来る。



「「 中学生未満 」」



「ごふっ!?」

　予想通り、防ぼう御ぎよ不能の一いち撃げきが俺の精神に叩たたき込まれました。

「ったく。なんだその『初めてスケベ心を自覚しましたストーリー』みたいな青い話は」

　──つくづく、返す言葉もございません。

「んー、悟兄一人が悶もん々もんとしてる分には、別にいいんだけどね？　犯罪に走らなければ」

「お前……、人を何だと──」

「ムッツリスケベ（極きわみ）」

　細音への反論を黒木が迎げい撃げき。──本当にコイツらのコンビネーションは……！

「とにかく。悟兄だけの事ならいいんだけど……。澪、悟兄に避さけられて、ちょっと淋しそうだったよ？」

「うっ──。だけど何て言えば……」

　言葉を詰つまらせる俺に、細音と黒木は揃って『はあぁ……』と大きなため息をつき。

「司兄。紙とペン、ある？」

「ほらよ」

　黒木からメモ帳とボールペンを受け取った細音は、スラスラと何かを書き、そのページを切り取り、折りたたんで渡わたしてくる。

















「基本は自分で考えようね？　それで詰まった場合は、この通りに言えば大丈夫」

「ん？　今読んじゃダメなのか？」

「うん。その場で読まないと効果無いから」

「うむ。俺は見させてもらったが、確かにその場で読まないと効果は無いな、アレは」

　──そんなもの、なのか？

「わかった。ありがとな」

「うん♪　あ、っと。澪達が待ってるから、あたしもそろそろ行かないと」

「そうだな。こっちも財天寺さんだけに任せるわけにもいかないし」

　そう言って細音達に背を向け、小走りで財天寺さん達の方へ向かうと。

パチンッ

「──ん？　何か手を叩いたみたいな音、しなかったか？」

「気のせいだろ」「気のせいだと思うよ？」

「？　そうか」

　とりあえず納なつ得とくして、再び駆け出す。

　──んー、まるでハイタッチした様な音に聞こえたんだが……？





　こんにちは、水上悟です。

　皆みなさんは『海』『バカップル』、この二つのキーワードから、どの様な光景を思おもい浮うかべますか？



『うふふふふっ♪　捕つかまえてごら～ん！』

『あはははは！　こ～いつぅ～！　待て待て～～♪』



　砂浜で追いかけっこする、そんな古典的なバカップルを連想した人、少なくないのではないでしょうか？

　ですが。実際にそんな光景を見た事はありません。私の中でも、そんなのはバカップルをこじらせた末期症しよう状じよう、または奥おう義ぎの一つという認にん識しきです。



　──にも拘かかわらず。



「──っ！　────♪」

「あははははっ！　くーちゃん待って～♪」



　──ナチュラルにやってるよあの二人……。

　さっきまでは皆で海に入り遊んでいたのだが……子供の無む尽じん蔵ぞうの体力の前では、大の男も形無しで（『歳としのせい』というのは断固として否定）。

　俺はパラソルの下で休きゆう憩けいも兼かねた荷物番。横には財天寺さんが寝ねていて、細音、澪、聖宵は飲み物を買いに行き、ボディーガードとして黒木が付いて行った。

　──あれ？　そういえばヴィスとキーヤは？

　辺りを見回していると、先ほど久遠と綾人が戯たわむれていた辺りから、再び見知った声が。



「あははははっ！　司兄、待て待て～♪」

「はっはっは、捕まえられたら──」



　──なっ！　あいつらも奥義発動!?

　いつのまにそんな究極属性を保有していたのか。そう思ったのだが……。



「はっはっは！　捕まえられたら──ただじゃ済まないだろうがああぁぁっ!!」

「ばうばう!!」「に～♪」

「あははははっ！　せっかくカメラ貸してあげたのに、知らない女の人にズームインする様な人は、ちょっとイタイ目に遭あってもいいと思うんだ～」

「お、俺の意志ではない！　最近お疲つかれの我わが眼球さんが、『たまには美お味いしい思いを味わいたいッス！』とうるさいから仕方なく──」

「なるほど～！　じゃあ、その眼球さんに直接おしおきだね～～♪　キーヤＧＯ！」

「ばうっ!!」

「のおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ!!」



　──うん。あいつらは今日も平常運転っと。

　細音と共に黒木を追い回すキーヤ。その上にはヴィスが乗って、楽しそうに指示を出している様に見える。

「……ん。悟？」

「ん？　ああ、お帰り。あれ聖宵は？」

「……ここ」

　澪が腕に抱だいているのは、聖宵が羽織っていた上着。そして、それに包くるまっているのは、元の姿にもどったイブ。

「ああ、寝ちゃったんだ？」

「……ん。眠ねむそうにフラフラしてたから、元に戻らせたの。そしたらすぐに……」

　言いながら、安らかな寝ね息いきをたてるイブを、優やさしい瞳ひとみで撫なでる澪。だが──その手が止まると。

「……ね、悟。訊きいて、いいかな？」

　──来た。そう思ったが……ダメと言うわけにもいかず。

「な、なんだ？」

「…………ん。どうして──避けるの？」

「………………」

　俯いたまま言う、澪。その表情は見えないが……だからこそ、余計辛つらそうにも見えて。

　──これは……ちゃんと答えないとマズイ、か。

　誤ご魔ま化かしなんて、言えない。たとえ上う手まく伝えられなくとも、自分の本心を答えなければならない。

「別に、避けていたわけじゃないんだ。ただ──」

　──『ただ』？　ただ、何て言えば!?

　ぶっちゃけてしまえば、『男特有のモンモンを堪たえるのに必死でした！』になる。

　だけど、それでは余りにも……。せめて、何かもっと良い言葉に整えたい。

　──くっ！　仕方がない、細音ヘルプ!!

　羽織ったパーカーのポケットから、細音にもらったメモを取り出す。四つ折りにされたソレを広げ、中の文を読む。



『ボクは、おっきなオッパイが大好きです』



「　言　え　る　か　あ　あ　あ　あ　あ　ぁ　ぁ　ぁ　ぁ　!!!　」

　──どうしようもない感情が一定値を超こえると、本当に海に叫びたくなるんですね。

　だけど。思い切り叫んだ事で、少し頭がスッとした気がする。

　多分これに込められた細音の意図は……『一度頭をからっぽにしてから、余計な事を考えずにいったら？』と、そんなところだろう。

　同時に、素すのまま行けば大丈夫という信しん頼らいと、激げき励れいも含ふくまれているのだろう。……面おも白しろ半分も、当然あるみたいだが。

　──ま、いっか。……よし。取とり繕つくろったりしないで、ありのままを──

「……ん？　コレ、何？」

「あ」

　ごく自然な挙動で、俺が手に持った紙を奪うばう澪。そして、読む。

「……あ。えーっと──悟……？」

　少し頬ほおを紅あかくして胸を隠かくす澪さん。



　……『ダクダクダクダク──』と、冷ひや汗あせが止めどなく流れ落ちる。



　──さ、細音さん！　こういう事態は想定していたのでしょうか!?

　しかも。いっそ責める様な視線を向けてくれれば言い訳できるのに、澪の瞳は、むしろ『嬉うれし恥ずかし』系に見える。……これでは『こ、これはデタラメだ！』等は言えない。

　──つっ！　ど、どうする!?　否定は出来ない。それは本心に反する。澪を悲しませたくない。だから正直に、だけどなんとか────

「…………悟？　これ、本当に……？」

　──く！　何か言わなければ……!!

　そうして、俺の口から滑すべり出でた言葉は。



「 お　、　お　っ　き　く　な　っ　た　な　!! 」



「………………ちょっと、お買いもの行ってくる」

　────────。

　イブを抱いたまま去って行く澪を見ながら、力が抜ぬけて、ガクリと砂浜に膝ひざをつく。

　──はい。弁解の余地はありません。完かん膚ぷ無なきまでにやっちまいました。

　唯ゆい一いつの救いは、『何が』という直接的な名詞は言わなかった事だが……言い終わった後に『しまった』と思ってソコに視線を送ってしまった以上、どうしようも無い。



「悟兄、最っ低……」



　後ろから声が聞こえてきた。

　いつもなら『誰のせいだよ!?』とか言うところだが……そんな気力も無い。

「……ちょっと、沈しずんできていいか……？　墓ぼ碑ひには『夕日と共に没ぼつす』とでも書いておいてくれ……」

「──さ、さすがに少し、悪い事しちゃったかなーって思い始めたよ……。──うん。ちょっとフォロー行ってくるね？　見た感じ、そこまで怒おこってる様には見えないし」

　その言葉に、俺は膝をついたまま細音に向き直り。

「──よろしくお願いします」

「う、うわぁ、なんてキレイな土下座を……。と、とにかく行ってくるね！　代わりにアレ見てて」

「アレ？」

　細音が指さす方向に目を向けると。



「……………………」

「にぃ、に～？」

「わん？　わう……」

　砂に首まで埋うまり、完全に沈ちん黙もくしている黒木と、

『もう少し、波なみ打うち際ぎわの方が良くありませんでした？』

『ん？　言われてみれば……』

　みたいに見えるやりとりをしながら、砂を踏み固かためる二匹。



「……わかった。見とく。だけどそっちは大丈夫か？　お前と澪だと……ムシ、寄ってくるだろ？」

　細音も澪も、この前プールに行ったときの水着。野や郎ろうどもの視線を集めるには、十分過ぎるほどの容姿を誇ほこる。キーヤが居るなら安心出来るんだが。

「あ、それは大丈夫。──ですよね、財天寺さん？」

「え？」

「む、気が付いていたか。──いいだろう。ムシ避よけの任、承うけたまわろう」

　寝ていた──と思っていた財天寺さんが起き上がり、細音の後に続く。

「……えーっと？　いつから起きていらっしゃったのでしょうか……？」

「最初から、と答えておこう。まぁ、なんだ。──悟殿どのも男の子だな……」

「……放っておいてください」

「じゃ、ちょっと行ってくるねー」

　そう言って澪を追う二人。

　──とりあえずあの二人に任せて、と。俺は黒木の方に行くか。

　荷物番が居なくなるが、どうせ近くだし、盗とられるような貴重品は置いていない。少しくらいは問題無いだろう。



　　　　　◆　　　◆



「澪！　ちょっと待ってー」

「……あ。細音」

「えーっと。悟兄は思いっきり反省してたから、あんまり怒らないであげて？」

「…………え？　私、元から怒ってない、よ？」

「む？　ではなぜ、ノーコメントでいきなり離れたのだ？」

「……えと。──褒ほめられて、ちょっと嬉しかったんだけど……やっぱり恥ずかしかったから、かな？」

「あ、あはははは……アレを嬉しいと思えるんだ……？　じゃあ、全く心配無かったんだねー。でも澪？　悟兄、澪が気を悪くしちゃったと思って凹へこんでたから、後でちゃんと話した方がいいよ？」

「……ん。わかった。ありがと細音。……悟の分のかき氷も買ってく」

　そう言って、海の家に向かって再び歩き出だす澪。

　財天寺と顔を合わせ、安あん堵どの苦笑いを浮かべてから、澪の後ろを歩く細音。

　が。少しだけ表情の明るさを落とし、自分の胸むな元もとに手をやり。



ペタペタ

「…………はあぁ」



「それはそれで、需じゆ要ようはあると思うが？」

「うわあぁっ!!　な、何の事です!?　特に何も気にしてはいませんが！」

「ふむ、そうか？　ならば……特に役に立たない、どうでもいい情報なのだが──」

「な、なんですか？」

「黒木殿は、どうやら『貧乳派』らしいぞ？」

「っ！　へ、へぇ、そうなんですか？　特に役に立つ情報ではありませんが、ありがとうございます財天寺さん。……え、えと──澪を追いかけますねっ!!」

　小走りに追いかける細音を見送り、財天寺は苦く笑しようを浮かべながら肩をすくめた。



「……あれ？　細音、何か良い事あった？」

「な、何も無いよ!?」



　　　　　◆　　　◆



「よ、キーヤ、ヴィス。お疲れ様さま」

「わう！」「に～♪」

　細音達たちを見送った俺は、黒木を埋めているキーヤとヴィスの所へ。そして、改めて状じよう況きようを見てみる。

　まず、黒木は完全に意識が無い。だが呼吸に異常が無い事から、ヤバイ事態には陥おちいってないだろうと推測。──まぁ、それに黒木だから、時間が経たてば勝手に復活するだろう。

　そして、その埋められ方だが……。中に人が入っているのに土の盛り上がりが少ない。どうやらただ土を被かぶせただけではなく、しっかり穴を掘ほって埋めている様だ。

　──ふむ。これなら……どうにでも出来るな。

　砂浜で埋められて眠っている人間への礼れい儀ぎ。つまり、サンドアートでの肉体改造。

「キーヤ、ヴィス。ちょっと協力してほしい。──黒木君の身体を、ちょっとセクシーにしてあげよう」

「に！」「わう！」

　こうして始まる、砂の芸術作製。



　まず、制作に必要な砂を集めて盛り、完成品の大体の大きさを決定。そこから造形に入るわけだが。

「あ、ヴィス。ここら辺固めたいから、ちょっと水で濡ぬらして」

「に～」

「っと、キーヤ。ここら辺強調したいから、周りを踏み固めてくれないか？」

「わん！」

　思った以上に活かつ躍やくしてくれる二匹。そのお陰かげで、あっという間に下地が出来上がる。そしてここからは……俺の腕うでの見せ所。

「腕のココは……もう少し膨ふくらみを。こっちはもう少し尖とがらせるか」

　頭をフル回転させ、記き憶おくにある映像を引ひき摺ずり出し、それを実際の物へと重ね合せる。

「──腰のくびれはもっとクッキリ。胸は……これくらいの膨らみか？」

「にー……！」「わう……」

　完成に近づく砂の偶ぐう像ぞうを見る二匹の声に、ハッキリと称しよう賛さんの色が混ざる。

「よし。じゃあ仕上げに入る。──ここにワレメ……。ここにスジ……。ここの先っちょをもう少しこう……」

　二匹の声で作品に自信を持った俺は、気をよくして最後の細工に入った──





「──完成。どうだ？」

「に……にぃ……」「わ、わうっ……！」

　ヴィスとキーヤは、目を逸そらしながら、辛かろうじて震ふるえた声を出す。

　──よし、いい反応。

　我ながら、なかなかの出来だと思う。あとはこれを記録媒ばい体たいに……。

「悟兄、お待たせ～！」「む？　何をしているのだ、悟殿？」

　ちょうど真後ろから、細音と財天寺さんの声。

「お帰りなさい。……澪は？」

　訊くと、楽しそうに笑う細音と、黙だまってさらに後ろを指さす財天寺さん。

「……ん、悟」「にゃん♪」

　両手にかき氷が入ったカップを持つ澪と、その足元に居る黒ネコ。

「あ。イブ、起きたのか」

「……海の家の近くに行ったら、ヤキソバの匂においで起きたみたい」

「はははっ！　さすがイブ」

「うにゃあっ……！」

　澪の説明に俺が笑うと、拗すねたような声をあげるイブ。

　──よかった。普ふ通つうに会話ができる。今なら……。

「いろいろ、悪かった。──ちょっとドキドキして、まともに話せなかったというか……だから避けてたわけじゃないんだ。……だけど、ごめん」

　とりあえず、素す直なおに謝あやまる。──自分でも『何を青い事言ってるんだろう？』とか思わなくもないが……必要な事だと思うから。

「……ん。私も、ごめんね？　……それと、ありがとう。……はい」

　頬を少し染めて言い、俺にかき氷を差し出してくる澪。

「こちらこそ、ありがとうな？」

「……ん」

　笑えみを交かわす俺おれ達たち。なぜか──『やっと戻ってきた』。そんな風に感じた。

　──あれ？　でも、今何か──

「ゴホンっ！　世界に入っているところ悪いが。黒木殿はどこに？」

　──あ。

「すみません財天寺さん……。少し忘れてました」

「悟殿……。いくらなんでも、この距きよ離りに居る人間を忘れるのか……？」

「……えと。……海に居るって事も、ちょっと忘れてた」

「あ、俺も」



「「 本　当　に　世　界　を　忘　れ　て　る　!? 」」



　驚いた声をあげる、細音と財天寺さん。後ろではキーヤとヴィスも変な汗あせを流している様に見える。そしてなぜかイブだけは、『参考にしよう』といった真しん剣けんな顔。

　──そんな驚く事だろうか？　多分、今の綾人たちも同じ現象を引き起こせると思う。

「で、黒木ですよね？　──では、ご紹しよう介かいします。セクシー＆クラシカルに生まれ変わりました、ニュー黒木君です」

　横に一歩移動し、我が『作品』を公開する。



「なっ……!?」「えっ──」「うっわ……！」「にゃあ!?」



　全員が驚きの声をあげ、その存在感の前に、むしろ直視できずに顔を背ける。……どうやら、やはりなかなかの評価の様だ。

「く、古典的クラシカルに性的セクシー──た、確かに……。悟殿、素す晴ばらしいお手並みと言わざるを得ない……!!」

「ありがとうございます。で、細音。コレを記録に残したいんだが、カメラいいか？」

「──あ、うん、わかった！　……なら、澪と仲直り記念に、二人で入ったら？」

　一いつ瞬しゆん、『コレを背景にか!?』と思ったが、他の所でも撮とればいいんだし、折せつ角かくだから撮ってもらう事にする。

「……ん。じゃあ、お願い」

「ＯＫ！　じゃ、二人とも脇わきにしゃがんで──ＯＫ！　じゃ、撮るよ～」

パシャリ



　この後。このままの流れで、大撮影会が展開された。

　イブやヴィス、それから戻ってきた（距きよ離り的てきな意味と世界的な意味でも）綾人と久遠も撮ってほしいと言い出したので、被ひ写しや体たいも撮さつ影えい者しやも入れ替かわり立ち替わり、デジカメのバッテリーが危なくなるくらい撮りまくった。

　そして──はしゃぎ疲れた子供たちがフラフラし始め。時間も頃ころ合あいだからと、宿に向かう事になった。



　ちなみに。仲直り記念の写真には後日、次の様なタイトルが付けられ、永く水上家のアルバムを飾かざる事になる。

　タイトル『海岸にて。悟と澪、黒木改め《遮しや光こう器き土ど偶ぐう》と』





　今の家族になってから、旅行は初めて。だから、新しん鮮せんで凄すごく楽しい。

　だから……俺は忘れてしまった。

　仲直りしたときの、澪の顔。その表情に……微かすかに、ほんの僅わずかに、影が見えた様な気がした事を……。



















　　　　　◆　　　◆



「……ね、細音？　ちょっと……訊いていいかな？」

「ん？　どうしたの？」

「ん……。車に乗ってから、悟がおかしかったのは、わかった。でも……最近ずっとおかしいのは、何か知ってる……？」

「え？　あたしから見れば、あんまり変な様に見えないんだけど……。やっぱり、まだおかしいの？」

「…………ん。……傍に、居てくれない」

「え～っと……？　いつも十分、距離近いと思うんだけど……。それとね？　もう少し、男の子の事情っていうの、理解してあげた方がいいと思うんだ」

「……違ちがう。そういう『距離』じゃ、ない」

「へ？」

「……あとね？　悟の事情も、わかってる。……ううん。わかってないけど、『私がわかってない』って、わかってる。──だけどそれじゃない。原因は同じかもしれないけど……悲しいのは、それのせいじゃない……」

「澪……。ね？　悟兄の、どこがおかしいの？」

「……ん。悟、最近全然────」










　　　四章　旅の宿、気付きの夜『それぞれの想う先』





　あの後。動物の姿に戻って眠り始めたヴィス、イブ、リッド、久く遠おん。起こさない様に抱き上あげ、すぐに移動しようとしたのだが、



「……ね？　その宿、動物も大丈夫な所、なの？」

「「「「 あ 」」」」



　そんなやりとりの後、四匹が起きるまで小一時間ほど砂すな浜はまで時間を潰つぶしてから宿へ。

　……その間、澪みおと細さざ音ねが二人で何かを話したらしく、戻ってきた澪はあまり変わった様子は無かったが、細音が少し難しい顔をしていたのが、少し気になった。





　その宿は、町から少し離れた山の方。森の中にひっそりと佇たたずんでいた。

「ふむ。なかなか良い宿ではないか」

　当然男女別に部屋に案内された俺達。荷物を置くと、室内を見回した財ざい天てん寺じさんが口を開いた。

「あれ？　財天寺さん達が調べたんじゃないんですか？」

「いや。ガブ……もとい、理事長が探して予約を入れたのでな。なんでも知り合いがオーナーをやっている宿の数か所に、キャンセルが出たら優先的に回してくれる様に頼たのんでいたらしい」

　わざわざ『ガブリエル』と言おうとしたのを言い直したのは、天使関連の事を知らない黒くろ木きが居るからだけではないだろう。

　おそらく、人間である理事長『ガブリエラ・ウエストウッド』としての人脈によるものなのだろう。──『仮の姿』の方でも抜かりが無いのは、さすがとしか言いようがない。

「ふむ。夕食まで、あと一時間と少しか。一服したら、先にひとっ風ぷ呂ろ浴びて来るか？」

「だな。──ん？　どうした綾あや人と？」

　なぜか、少しそわそわと廊ろう下かを気にしている綾人。

「え、えっと……。僕ぼく、あとで合流するね？」

「ん？　ああ、久遠のところか？　いってらっしゃい」

「み!?　あ、あうぅ……」

　恥はじらいに頬を染め、モジモジと縮こまる綾人。

「「 ………………（ずずずずず──） 」」

　いつの間に淹いれたのか、無言でお茶を啜すする黒木と財天寺さん。一見こっちには興味が無いように見えるが、視界の隅すみにしっかり綾人を捉とらえている。

　ショタ的な感情ではないが……本当に、この子の反応はクるものがある。

「あ、そうだ。お前まだ10歳前だし、女湯入れるだろ。いっそ久遠と入ってきたら？」

「うみゃ!?　あ、う……、ちょっと出かけてくるねっ!!」

　慌てて、外に駆け出す綾人。……また、ちょっとイジメ過ぎたかもしれない。

「あー。綾人が居ると自分がＳに目覚めそうで……って、あれ？　二人して何を？」

　軽くボヤきながら黒木達の方に向き直ると……なぜか二人とも、両手で湯呑を持ちながら、どこか遠い眼まな差ざしをしていた。

「……いや。少しだけだが……白しら川かわの気持ちを理解してしまい、軽く自己嫌悪がな……」

　──お気持ち、お察しいたします。

「で？　黒木、お前は？」

「──ああ。俺も……10歳までにもっと堪たん能のうしていればよかった、とな……」

　──気持ち、わからなくもないが……警官の発言ではないと思う。

「……やっぱり少し、落ち着いてから行きますか」

　言いながら、自分の分のお茶を淹れはじめる俺だった。



　ちなみに。先に綾人へ言った『女湯入れるだろ』発言。この時は、確かに冗じよう談だんで言いましたので、念のため。──そう、『この時は』。



「ときに財天寺よ。改めて訊こう。──ここは混浴か？」

　一服後、大浴場での移動中に黒木がほざく。……少しは仲居さんの話を聞こうな？

「いや、説明を受けただろうが、残念ながら混浴ではない。だが……数時間おきに男湯と女湯が入れ替わるから注意が必要、との事だったな」

　たまにある事ではある。それぞれの風ふ呂ろ場ばから見える景色が違う、または双そう方ほうで風呂場の構成が違うといった場合、お客に両方楽しんでもらえる様にとの心配りだろう。

「と、いう事は……。入れ替わるときに中に居れば、合法的に──!?」

　いえ、違い法ほうだとは思います。──まぁ、係の人がちゃんと中を確かく認にんしてから入れ替えるのだろうが、隠れていれば不可能ではないとも思うが……。

「どうでもいいが、見つかったらアウェイで孤こ立りつ、フルボッコだぞ？」

「う」

「うむ。しかも細音にはキーヤがいるからな。──ただでは済むまい」

「…………のぞき穴を探すくらいで勘かん弁べんしてやるか」

　──諦あきらめないなー、コイツは。

「あ。にいさん達、これからだったんだ？」

　浴場の入口近くで、不意に綾人の声。そちらに向き直りながら返事をする。

「ああ、お前もこれか──ら、か……？」

「「 …………………… 」」

　語ご尾びがおかしくなる俺、呆ぼう然ぜんとする黒木と財天寺さん。



「うん！　くーちゃんに浴衣ゆかたの着付け、教えてもらってたんだよ♪」



　手を後ろで組み、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる綾人。

　うん。久遠は巫み女こ服を着こなしていた事から、浴衣はおろか、ちゃんとした着物の着付けが出来るとしてもおかしくはない。──問題は……今の綾人の姿にあるわけで。

「なあ、綾人。その着付け、紐ひもを何本使った？」

「え？　えっと……帯も合わせて三本？　細音ねえさんが、『ちゃんとした帯があれば、もっと良かったんだけどねー』って言ってたけど……何か変？」

「……綾人よ。その結び方はおそらく、女性用の着付けだと思うが……」

「へ？」

　多分、間ま違ちがいない。しかも帯が云うん々ぬんと言っていた以上、祭り等に着ていく用の、しっかりした着方だろう。

　が。問題はソコではなく。──それがこの上なく似合っちゃってる事だったりする。

　ただでさえ女の子と見み間ま違ちがう容姿なのに……こういうユニセックスな衣服を着ると、本当に女の子、しかも『美』が付く少女にしか見えない。

「あうぅ……。もう一度着るときに直すよ……。あとで教えてね、にいさん？」

「あ、ああ。それはいいんだが──」

「？　どうしたの？　早く行こう？」

　そう言って、ちゃんと『男』と書かれた暖の簾れんをくぐろうとする綾人だが。

ガシッ

「……え？」

　その肩を掴つかみ、引き止める俺。黒木と財天寺さんも、真面目まじめな顔でみつめる。

　そして──何の打ち合わせも無く、俺達の行動と発言が完全に一いつ致ちする。

　つまり。隣となりの暖簾を指さして。



「「「 お前はアッチ 」」」



「なんで!?」

　──だって、女の子にしか見えないんだもん。





「ううぅ……にいさん達、ヒドイよ……」

　あの後、綾人がマジ泣きに入りそうだったので慌てて謝罪。背中を流してやったりなどして、必死にご機き嫌げんを取った（主に俺が）のだが……まだ少し拗ねている。

「あー、うん。ごめん。今後からかったりしないから（出来る限りは）」

「……？　何か小声で付け足さなかった？」

「まあ、綾人よ。それだけ愛されているということだろう？」

「え？　……愛？」

「……なぜお前はそこで紅くなる……？」

　とまぁ、なんだかんだで楽しく入浴していたわけだが。



『にゃあ！　ボクいっちば～ん♪』

『ん、聖宵きよいストップ。身体洗ってから』

『うにゃ!?』

『聖宵ちゃん？　公衆のマナーですから。あ、久遠ちゃん、背中洗ってあげましょうか？』

『 ♪ 』

『ん～、やっぱりいいね露ろ天てん風ぶ呂ろ！　夕暮れの海を見ながらっていうのがまた何とも♪』



「む？　女じよ性せい陣じんも入ってきたのか……」

　女湯の方から聞こえてきた声に、全員がピクリと反応し、全員を代表するように、黒木が呟つぶやく。

「うん。くーちゃんも居るみたい」

「……どうでもいいが──なぜ我々は、いきなりこんな小声になっているのだ？」

　──なんとなく、聴ちよう覚かくに集中しているからかと思われます。



『ねぇ、お姉ちゃん……？　この後のご飯って……やっぱりお箸はしで？』

『……ん、多分和食だから、そうなると思う、よ？』

『うにゃあ……』

『ですが聖宵ちゃん？　美味しいお魚、いっぱい食べれると思いますよ？』

『にゃ、おさかな!?　やったあぁぁ!!』

『久遠ちゃんはやっぱり、好きな食べ物はお揚あげ？』

『 ♪ 』

『あはは！　その表情、本当に好きなんだね～』



「……あのロリ神様、本当にそういうお約束、ことごとく押おさえているのだな」

「うん。そういう風に、育てられたらしいよ？」

「どういう教育方針だよソレ……」

　本当に『属性を大事にしなさい』的な事でも言われているんだろうか？

「ところで……いつまで我らは小声で話していればいいのだ？」

　──期待している系統の会話を聞くまでです。



『──ねぇ、真ま白しろ？　実は、ずっと気になってたんだけど……』

『はい？　なんですか聖宵ちゃん？』

『真白……実はお胸、ちょっとおっきいよね？』



「「「「 !! 」」」」

　男連中、即そく座ざに反応。そして全員が顔を合わせ──

コクリッ

　全員（綾人含む）が頷うなずき、息すら殺し、聴覚に全神経を集中させる。



『──え？　え、えっと……そうでしょうか？』

『うん。細音お姉ちゃんよりはおっきいよ、多分！』

『え!?　あ、え、え～っと……そんな事は無いのではないかと──』

『真白ちゃん』

『は、はい？　なんでしょうか、細音ねえさま……？』

『下手な慰なぐさめって、逆効果だと思うんだよ。……で、実際どう思う？』

『え……と──。きょ、胸囲はやや、細音ねえさまの方があるかと……！』

『…………精せい一いつ杯ぱいのフォロー、ありがとう真白ちゃん』



「「「「 ……………… 」」」」

　俺の脳内で、『真白 >> 細音 >> 聖宵』という不等式が成立した。

「……悟さとる君」

「なんだ黒木？」

「『微び』と『貧』だと、どちらが大きいのだろうか？」

「……なんとなく、『微』の方じゃないか？」

　この様に、男性全員が同じことを考えていると思われる。

「ふむ……。そういえば黒木殿は貧乳派だったか」

「くっ……。ここでその話を持ち出すか……！　いいか？　俺は貧乳派ではない！」

　ちなみに。全員、ウィスパーボイスで喋しやべってます。

「違うのか？」



「俺は貧乳が好きなのではない。『貧乳を気にしている子』が大好きなのだ!!」



　……勢いに押され、ちょっと我わが家やの黒ネコ少女を思い返してみる。

　──ＯＫ理解した。とても良いものだ。

「まぁどっちでも、誰だれかさんは範はん囲い内ないだな。しかも『好き』に『大』追加」

「う!?　……と、ところで！　聖宵と久遠では、どちらが……？」

「多分、聖宵ねえさんだと思う……」

「ふ～ん、そうなのか……って、待て。お前まさか……？」

「み!?　ち、違うよ！　……さっき、着付け教えてもらう時に見えちゃって……」

　──どうやら綾人君は、バカップル属性の他にラッキースケベ属性もお持ちのご様子。

　とりあえず不等式追加。『真白 >> 細音 >> 聖宵 >> 久遠』。



『い～なぁー！　真白、それいいなぁ～!!』

『きゃっ！　き、聖宵ちゃん!?　ほ、ほら、わたしたちには将来性というものが……』

『…………その言葉、あたしにはどうなんだろうね？』

『さ、細音ねえさま!?　そ、それは……』

『…………むぅ。そんな事でモメないの……！』



『『 どうせ揉もめないもん!! 』』



『もう……。ほんの少しの違いなんだから……ね？』

『『『 ……………………すみませんでした 』』』



「…………絶対王者、降臨」

　どうやら澪の胸部に常時装備されている『説得力』が、背比べでモメるドングリ達を圧殺したらしい。

「ふむ……ところで細音は、本当に揉めないレベルで無いのか？」

「……なぜ俺に訊く、財天寺よ？」

「深い意味は無い」

　とりあえず、不等式完成。

『澪 >> 【次元の断絶】 >> 真白 >> 細音 >> 聖宵 >> 久遠』



『ね？　久遠ちゃんはそういうの、気にならないの？』

『 ？ 』

『んー、あんまり気にしてないって感じだねー。……そういえば綾人君って、大小どっちが好きなんだろ？』

『綾人くん、ですか？　あの子は……。ネコの姿で一いつ緒しよに入ったときは、ねえさまをチラチラ見てた実跡がありますから……。大きいのが嫌きらい、という事はないと思います』

『 !?　…………っ！』

『え、えと……久遠？　もしかして、秘ひ訣けつを教えてって、言ってるの……？』

『（こくこくっ）』



「……ほう？」「……ふむ」

　遠回しに『あの子は巨乳派です』と広められたも同然の綾人。

　黒木と財天寺さんは『この子も大きく成長したな……』的に、感かん慨がい深ぶかげな声を漏もらす。

　そして、当の綾人は……。

「あれ？　綾人は……綾人!?」

「（ぶくぶくぶくぶく………）」

　いつの間にか沈んでいた。顔が真っ赤である事から、お湯と……おそらくそれ以外の何かにものぼせたと思われる。慌あわてて綾人を引き上げると……どうやら目を回している以外は大だい丈じよう夫ぶそうだった。──とにかく。

「撤てつ退たい」

「「 うむ 」」



「うぅ、ごめん、にいさん……」

「まぁ、あれは仕方ないと言えば仕方ないからな……。気にするな」

　脱だつ衣い所に戻もどって長なが椅い子すに寝かせ、団扇うちわで風を送ってやると、すぐに目を覚ました綾人。思ったより症しよう状じようは軽そうだ。

「黒木さんと、財天寺さんは……？」

「財天寺さんは飲み物とタオル、黒木は氷を貰もらいに行ってる」

「あとでお礼言わなきゃ……」

「まあ、気がきかなかった俺たちも悪いからな……」

　──だけど。あの状況で聞くのを止めたら『漢』じゃない、とも思うわけだが。

「あの話が恥ずかしくて、頭に血が昇のぼったんだろ？　ただでさえ長湯気味だったんだから、無理はないだろ」

「──えっと……うん」

　なにか、微び妙みような返事をする綾人。──なんだ？

「もしかして……、アレが原因じゃないのか？」

「もちろん、それも恥ずかしかったんだけど、ね？　その後のくーちゃんが……」

　言って、『また倒たおれるんじゃ？』と心配になるくらい、顔を紅くする。

　──『その後』？　……ああ、綾人の嗜し好こう聞いたら、いきなり澪に秘ひ訣けつ訊ききだした事、か。まぁ、確かに男おとこ冥みよう利りには尽つきる、かもしれない。

「なるほど。そんなにおっきいのが好きか……」

「みあ!?　ち、違うよぅ!!」

「ああー、悪い悪い。わかってるって。……だけど正直に言えば、少し意外だった」

「え？」

　からかったお詫わびの意味も込めて、綾人の頭を撫なでながら言う。

「いや。久遠と知り合って、まだほんの数日だろ？　まさかお前が、こんなに早くこんなに仲良くなるとは、ってな」

　人ひと懐なつっこい聖宵ならわかる。物もの怖おじしない真白でも、納なつ得とくできる。

　だけどこの子は、少し臆おく病びようで恥ずかしがり屋や。見知らぬ相手とこんなに早く打ち解けるとは、全く予想していなかった。

「……うん。ほら、僕とくーちゃんが話してるアレ、あるでしょ？」

「ああ、テレパシー……みたいなものなんだっけ？」

「うん。……アレね？　実は言葉といっしょに、心とかも届くんだよ」

「は？　考えてる事とか、全部？」

「ううん。そういうハッキリした感じじゃないんだけど……。喜んでるとか……悲しんでるとか。そういう心の色？　みたいなのがわかるの。──多分だけど、僕のも伝わってるんじゃないかな？」

　……思い当たる節はある。この二人（二匹ひき）、無言で笑みを交わし合う事が本当に多い。それに久遠がよくリッドにじゃれついているが、本当に嫌いやがる事は全くしない。本当に見み極きわめが上手いな、とは思っていたのだが。

「くーちゃん全部伝えてくれるし……だから僕も返せる。そのせいじゃないかな……？」

　物理的な距離ではなく、心の距離が限りなくゼロに近い。……ならば確かに、おかしい事ではないのかもしれない。



「でも、にいさん達もだよね？」



「……へ？」

　何を言われたのか、一瞬本気でわからなかった。

「だって。初めのときって……たった３日だったよね？」

　──言われてみれば。というか……そういう決意するまでだったら、２日掛かかってないんじゃ……？

　生まれ変わる前の歴史で。澪は本当に無む垢くで……俺おれの心に、あっさりと滑り込んできた。俺はそれを拒こばまなかったし、自然と、それに応こたえようとしていた気がする。

　俺達はテレパシーが使えたわけではないが、確かに心の距離は近く……今の綾人達と似た状況だったと言ってもいいかもしれない。

「……ああ。そうだったな」

「ね♪」

　嬉しそうな笑みを向けてくる綾人。それは親しい人の幸福を喜ぶ、純じゆん粋すいな笑み。

　……だが。

　──え？『だった』……？

　俺は、自分の言葉に軽い衝しよう撃げきを受けた。

『そうだったな』……過去形でこぼれ出た、その言葉の意味。



　──今は、違う？　いつからだ？　なんで変わった……？



「あれ？　どうしたの、にいさん？」

「ん？　──ああ、何でもない」

　そう答えながらも、頭のなかは『その疑問』で埋うめ尽くされていて。

　怪け訝げんそうな顔を浮かべる綾人と、ドタバタと戻ってくる黒木たちを視界に入れながらも、ずっとその事を考え続けていた──





　──俺の記憶が戻ってから……ではないな。少なくとも、イブ達が変身できるようになるまでは、大丈夫だったはず。ならば多分……

「なあ、綾人よ？　悟殿は一体、どうしたのだ？」

「わからない……です。いきなり考え込みだして──」

　前を歩く三人が、心配してチラチラと見ているのは気付いているが……、頭の中はさっきの疑問でいっぱいだった。

「まぁ、コイツがこんなに考えることなど、澪関連に決まっているが──む？」

「──っと。ん？　どうした？」

　黒木が突とつ然ぜん立ち止まったため、ぶつかりそうになって我に返る。そして、呆然と立たち尽くしている黒木の、その視線の先に眼めをやると──

「…………っ」

　廊下の途中の窓辺。オレンジ色の光の中──綺き麗れいな少女が、居た。

　日にち没ぼつ後の、名な残ごりの様な夕日が差し込む窓辺で、憂うれいを帯びた視線を空へ向ける少女。

　浴衣を纏まとったスラリとした肢し体たいに、長い黒くろ髪かみ。その姿は深窓の令れい嬢じよう──いや。いっそ、『どこかの城に囚とらわれた姫ひめ君ぎみ』、そう言われても納得してしまいそうだった。

　だが今は現代、そしてここは日本。その少女も、姫などではなく。

「──細、音……？」

「……司つかさ兄。悟兄と皆みんなも……どうしたの？」

『お前こそどうしたんだよ』。そう問とい質ただしたくなるほどに、普ふ段だんの騒さわがしさは鳴りを潜め、代わりに、泣きたくなるほどの儚はかなさを漂ただよわせる細音。

「どう……したのだ……？」

　魅み入いられた様な表情のまま、黒木がどうにか言葉を紡つむぐ。そして細音が口を開き──



「あのね……？　どこかにスキャンダル、転がってないかな？」



　──全すべてがブチ壊こわされた。

「お前は……」

「だってだって！　学園新聞のネタ、小こ粒つぶなのばっかで大きな話題がないんだよ！　夏休みが明けるまで時間はあるけど、油断しているとすぐ時間なくなるしっ!!」

　──誰だよ『どこかの姫君でも通る』、なんて考えたの。

　男だん性せい陣じん一同『はあぁ……』と、なぜか若じやつ干かんの安あん堵どが混ざる溜ため息いきを吐つく。

「あー。とりあえず今度、改めて白川さんに協力要よう請せいしようか。できればガブ──もとい理事長にも」

「──うむ。では理事長の方には、俺からも話を通しておこう」

「やった♪　ありがとね悟兄、財天寺さん！」

「ま、俺も一応は顧こ問もんだしな。──じゃ、俺達は部屋に戻るぞ？」

















「あたしはもう少しここに居るよー。ご飯までには戻るね！」

「湯冷めする前に戻れよ？　じゃ、後でなー」

　言いながら適当に手を振ふり、その場を後にする俺達だった。



「……細音ねえさん、髪かみ形がたと服であんなに変わるんだ……。ちょっとびっくり……」

「まぁ、あいつは普段が普段だから、特別だけどな」

「うむ。あとは温泉＆浴衣パワーだな。やはりシチュと衣装の魔ま力りよくは絶大だな」

　……話が微妙に二次元的な方面に行った気もするが……確かに納得できる。

「んー、これがコスプレの魅み力りよくなのか、黒木？　──ん？　どうした黒木？」

　らしくもなく、何かを考えている様な黒木に声をかける。

「──む？　ああ、少しな。……すまん、少し手洗いに行ってくる」

「ん？　……ああ、ごゆっくり。飯までには戻ってこいよ？」

「ああ」

　そう返事をして来た道を戻る黒木。足を止めてそれを見送る。

「ふむ……。何か言うのは野や暮ぼだな」

「あはは……」

　──バレバレだよな、やっぱり。

　こっそり後を追おうかとも思ったが……キーヤには絶対にバレるだろうから、止めておいた。



　　　　　◆　　　◆



「──で。どうしたのだお前は？」

「あ。司兄、戻ってきたんだ？　うん、新聞のネタ考えてるんだよー」

「ふむ、なるほど。……で、他には？」

　黒木の返しに、細音は苦笑いを浮うかべる。

「あはは、やっぱりバレちゃうか。……うん。澪と悟兄の事だよ」

「まぁ、そうだろうな。……アイツも何か考え込んでいたぞ？」

「ほんと？　上う手まくいってくれるといいんだけど……。澪と話したんだけど、見た目以上に重じゆう症しようっぽくて、ね？」

　言いながら窓に手をつき──溜め息を吐く代わりに、視線を外に向ける細音。

　下ろしたままの髪かみが風に吹ふかれ、憂いを帯びる整った顔を飾るが……今度は、黒木が動どう揺ようする事は無く。

「……まったく。普段バカップルなくせに、いらん所で余計な事を考えるからな、奴やつらは」

「あ、やっぱりそう思う？　難しく考える事ないのにねー」

「うむ。それで、澪と話した事とは？」

「んー……まぁ、言っても大丈夫か。あのね────」



「──む。言われてみれば……確かにそうだったかもしれん」

「うん。で、どう思う？」

「ヤツが意識し過ぎだ。小学生か？」

「だよねー。──それでね？　もしかしたら、久遠ちゃん達が良いきっかけになるかなって思うんだ」

「ふむ……確かにな。フォローは必要かもしれんが。……まったく手がかかる」

「あはは♪　そうだね～。そっちの方はお願いね？」

「ま、仕方がないからな。お前も頼むぞ、キーヤ？」

『わう！』

　もうすっかり慣れたらしく、まるで最初から居た者に言う様に、姿の見えない犬幽ゆう霊れいに話しかける黒木。それに応えるキーヤ。

　そんな光景を楽しそうに見ていた細音。──やがて髪かみ留どめを取り出し、長い髪をサイドで結ゆい上げる。

「さてっと。そろそろ行こっか？　ご飯ご飯っと！」

　すっかりいつもの姿に戻り、歩きだそうとする細音。が、黒木は動かない。

「ん？　どうしたの司兄？」

「ふむ……。やはり、こちらの方がお前らしいと思ってな」

「そ？　ありがと、司兄♪」



　　　　　◆　　　◆



　──この前の聖宵の一件。おかしくなったのは、多分あれから……だな。という事は、変に意識し過ぎているのか？　なら……どうすればいい？

「……綾人よ。悟殿どのがこうなったきっかけ、心当たりは無いか？」

「えっと……心当たりって言うか──、あれ？　ねえさん達だ」

　何かを話していた綾人が立ち止まり、前に向かって声をかける。

「……ん？　綾人？」「にゃ？」

「へ!?」

　澪と聖宵、考えていた相手がいきなり現れ、思わず変な声を上げてしまう。──本当に、思春期の子供か俺は……。

「あ、悟。……と、財天寺さんも」

「……澪よ。今、明らかに俺はオマケだったな？」

「と、ところで二人でどこに行くんだ？　もうすぐ食事だろ？」

　少し焦あせったせいで、軽くどもった。──気付かれなければいいが……。

「…………ん。聖宵、歯ブラシ忘れたって。だから、売店とかで売ってるかなって」

「あれ？　そっちの部屋、使い捨ての歯ブラシ置いてなかったのか？」

　特に追及されなかった事に安堵しながら、会話を続ける。

「あったけど……。ブラシの硬かたさが、聖宵に合いそうになかったから」

「にゃあ、別にいいよぅ……。それなら別に歯みがきしなくても……」

「……ダメ。あのね、聖宵？　虫歯になっちゃうと、歯医者さんに行って──」

　言いながら澪は、右手の指を揃そろえて伸のばし──その指を左手の平に付け、抉えぐる様に左右にグリグリしながら。

「──こう、ドリドリ」

「ド、ドリ……!?　にゃ、にゃあ！　お、お兄ちゃん、嘘うそだよね!?」

　澪の言葉でシャレにならない光景を想像したらしい聖宵が、顔を蒼あおくし、すがるように訊きいてくる。──が。

「嘘か本当かなら……本当だな、間違いなく」

「うにゃあ!?　お、お姉ちゃん！　ついでに殺さつ虫ちゆう剤ざいも……!!」

「聖宵……。虫歯の『虫』は、それじゃ退治できない、よ？」

　──というか。ソレやったら、下手したら自分が死にます。

「まぁ、あるかどうかは疑問だけど、とりあえず売店か？　……うん、じゃあ俺も行く。土産みやげ、今のうちに決めとくのも悪くないし」

「む。そういえば、俺も同どう僚りように買っていかねばな。俺も行こう」

「えと……ねえさん？　くーちゃんは？」

　そういえば、細音とはさっき会ったが、真白と久遠だけ居ない。

「あ。久遠ちゃんは、真白とお話ししてるよ？」

　余談だが。綾人（＝リッド）の居ないときは、当初の予定どおり筆談で会話しているらしい。

「…………ん。真白、久遠に訊かれて、綾人の事いろいろ話してた。……いろいろ」

「み!?　ちょ、ちょっと待ってええぇぇぇ!!」

　──口調から察するに……本当にいろいろ話してるんだろーな……。真白だし。

　悲鳴の様な声を上げて、大おお慌あわてで女性陣の部屋に向かう綾人。──まぁ、頑がん張ばれ。

「じゃ、俺達も行こうか」

「……ん」「にゃあ」「うむ」

　再び歩き出す。と言っても売店はすぐ近く。次の角を曲がれば目の前のはず。なの、だけど……？

「あ、れ……？　財天寺さん、何か既き視し感かんありません？」

「……む？　言われてみれば──」

　既視感と言うか……もはや予感に近い感覚。

　──話をしながら歩いて、角を曲がれば売店……？　ああ、これは……。

「……聖ひじりヶが丘おか学がく園えんが誇ほこる、非常勤だけどスゴ腕うでの購こう買ばい店員さん。あの方との初はつ遭そう遇ぐうのときですか」

「ああ、なるほど。……まさか」

　うん。『普通は』ありえない。だけどあの人は普通ではない上、遅おくれて合流すると言っていた。そしてこの状じよう況きようで、この予感。条件が揃い過ぎている。

「にゃ？　お兄ちゃんどうしたの？」

「……なんでもない。──行きましょうか」

「う、うむ……」

　覚かく悟ごを決めて、角を曲がる。すると──



「「 いらっしゃいませ♪ 」」



「……ほんとに、居た」

「本当に何やってんですか!?」

「……今度はお前も一緒か、白川スリア……」

　かの熾天使さまと座天使さまが、旅館の売店で土産売りをやっておりました。

「いえ、ただ合流するだけでは、少しつまらないと思ってしまったもので」

「私はガブリエル様の配下として、付き従うのが当然ですから」

　ガブリエル様はにこやかに。白川さんは涼すずしい顔で返してくる。

　とは言え……。思い切り脱だつ力りよくさせられたが、考えてみれば都合が良い。

「それで、買い物に来たのですが……歯ブラシってありますか？」

「はい♪　一通り揃えてあります。どれになさいますか？」

　言って、カウンターにズラリと商品を並べるガブリエル様。……つーか今、どこから出だしました？

「……ん。電動歯ブラシもあるんだ……？　聖宵。お家で使ってるの、どれだっけ？」

「にゃぁ、えっと……あ、コレっ！」

　……澪さん、聖宵さん。ツッコミは入れないのですか？

「はい、こちらですね？　ありがとうございます。──悟殿は、お買いものはよろしいのですか？」

「──ええ。なんだか疲つかれてしまったので。また明日にでも来ます……」

「そうですか？　では、お待ちしております。何かありましたら、遠えん慮りよなくいらしてくださいね？」

「ありがとうございます、ガブリエル様。では失礼します」

「……ん。じゃあ、ね？」「にゃあ！　歯ブラシ、ありがとうございましたっ！」

「はい。では、ごゆっくり」

「……悟殿。俺は少し用があるので、少し話していく。また後で」

「わかりました。では、食事のときに」

　売店に残る財天寺さんに軽く一礼し、澪、聖宵と共に部屋へと向かった。



　　　　　◆　　　◆



「それで──実際はどの様な理由で？」

「……はい。ここはちょうど、この旅館の敷しき地ちの中心近くなのです。実は、観測するには最適でして」

「な、なるほど……。ですが、わざわざ店員までやらなくてもよろしいのでは？」

「ですから、あとは趣しゆ味みです♪」

「ガブリエル様……。で？　お前まで何をしている？」

「はい。サポートをするなら、出来る限り傍にいる事が必要ですから」

「うむ。……して、本音は？」

「いえ、今年は有明の祭典に行けませんので、その憂うさ晴ばらしですね！」

「………………」

「あら？　頭を抱かかえて……頭痛ですか？」

「……まぁ、頭痛と胃痛だな」

「ですが、しっかりやるべき事はやっておりますので。……ツトレキエル。悟殿どの達たちの様子は、いかがですか？」

「──はっ。……少し、澪と悟殿の様子がおかしいかと。ちょっとしたすれ違いだとは思いますが……。そちらの方はいかがですか？」

「それは私が答えます。ガブリエル様が仰おつしやられた様に、澪の力に揺ゆらぎが観測されております。しかも……その力自体、やや増大傾けい向こうです。──とはいえ、問題の出るレベルではありませんが」

「ですが、やはり原因不明というのが気になります。……気になるのは、澪と悟殿の関係、ですね。あの二人のすれ違いが治まったとき、揺らぎがどうなるか──」

「では、ガブリエル様は悟殿が原因だと？」

「……わかりません。ただ、無関係でないのは確実だと思っています」

「わかりました。では、引き続き私は悟殿達の警護と観察。そちらが周辺の観測、という事でよろしいでしょうか？」

「はい。──では、よろしくお願いします」



　　　　　◆　　　◆



「にゃあ♪　おさかな、おさかなっ!!」

「ええ、とっても美お味いしそうですね♪　ですけど聖宵ちゃん？」

「にゃ？　なに、真白？」

「焼き魚、お箸で食べれます？」

「うにゃあ!?」

　俺おれ達たち、男性陣の部屋に夕食が運び込まれ、全員が席に着く。

　大広間で食べるか部屋で食べるかの選せん択たくが出来たのだが、大広間だとキーヤが出てこれないため、部屋に運んでもらった。

　それでキーヤはというと、さすがは幽霊と言うべきか。食べなくても大丈夫だが、食べようと思えばなんでも食べれるらしい。最近は、生きているときは食べれなかったものに、いろいろ挑ちよう戦せんしているらしい。だから皿に全員から少しずつ集め、行ぎよう儀ぎよくお座すわりしているキーヤの前に置いてある。

「さて。それじゃ食べるか」

「……ん。じゃあ、いただきます」

「「「「「 いただきます！ 」」」」」「っ♪」「わう！」

　俺の隣に座る澪の声に合わせ、食事が始まる。俺は食しよく卓たくを見回し──刺さし身みの皿に手を伸ばす。そして隣の澪は、茶ちや碗わん蒸むしに。

　ただし──俺は澪の、澪は俺の。

「「「 ……え？ 」」」

　事情を知らない黒木、細音、財天寺さんが、揃って驚おどろきの声を出す。

「え、っと？　澪、悟兄……今、なんで相手のを──？」

「ああ、知らなかったっけ？　俺、茶碗蒸しが少し苦手なんだ」

「ん。それで……私、お刺身とか、生ものがちょっと苦手。だから交こう換かん」

　好すき嫌きらい、という事なら『食べた方がいい』と言うところだが、俺も澪も、食べれない事はない。ならば、美お味いしく食べれる相手に渡わたした方が良い、という感じだったりする。

　他にもいくつか交換候補があって、お互たがいの交換優先順位も把は握あくしていたりもする。

「あ。でも白身魚と貝類は大丈夫なんだっけ？　タイとホタテ、食べるか？」

「ん♪　ありがと、悟。茶碗蒸しの中のエビは、好きだったよね？　はい」

「っと。ありがとな」

　先の三名が呆ぼう然ぜんと見守る中、気にせず交換して獲かく得とくした食物を口に運ぶ。

「にゃぁ……。お刺身いいなぁ……」

「ん？　聖宵、お前のは──って、もう食べたのか。じゃ、コレ食べるか？」

「にゃ♪　ありがとお兄ちゃん！　じゃぁ、お返しに天ぷらあげるっ」

「ありがとな、聖宵」

　嬉しそうに刺身の皿を受け取り、マグロを口に運ぶ聖宵。

　よくある水みな上かみ家の食事風景で、現に真白も綾人も気にしていないのだが……。

「……こっちも、か」

「なあ、細音よ？　……本当に、俺達が心配する必要、あるのか？」

「……でも司兄。さっきの会話。ほら、名前──」

「ん？　……ああ、言われてみれば。本当なのだな……」

　何か内ない緒しよ話ばなしをしている黒木と細音。聞き取れなかったが──まあいいか。

「それにしても、たまにはこういう食事もいいな」

「にゃ？　おさかないっぱいのご飯なら、ボクは毎日でもいいよ♪」

　──確かに、こういう豪ごう勢せいな食事も美う味まいとは思う。だけど。

「俺は、いつもの食事の方がいい」

「……ん♪　ありがと、悟」

「べ、別にお礼を言われる事じゃないだろ……！」

　……まぁ確かに、澪の作る物が一番の好物、という事ではあるのだが。

「……黒木殿、細音。ここの食事はなんだかやけに甘あまくないか？」

「財天寺さん、食事が甘いんじゃなくて、水上家の食卓が最強の甘かん味み料りようですから」

「──食い始めたばかりだが、早くも『ごちそうさま』を言いたくなったが……」

「司兄、言ったら負け。……あたしも少し胸やけ気味だけど──って、あれ？　久遠ちゃん、どうしたの？」

「………………」

　なぜか久遠は、食事の手を止めて料理を見つめ、

「……っ！」

　決意を固めたように一度頷くと、綾人の方を向く。

「うん？　どうしたの、くーちゃん？」

「────。……」

「え？　浴衣ゆかたに着き替がえるときに脱ぬいだ、僕の──、……みゃあ!?　ちょ、ちょっと取ってくる!!　すぐ戻る──あ！　ねえさん、あっちの部屋の鍵かぎ、貸して！」

「……ん？　──はい」

「ありがとっ！　じゃあすぐ戻るねっ」

　大慌てで駆かけて行く綾人。……なんだったんだ？

　一方、久遠はどこからか紙とペンを取り出して、何かを書いている？

　そして──書き終わったらしい久遠は、その紙を持って澪の所に来る。

「……ん？　私……？　えっと──」

　俺も、覗のぞき込んでそれを読む。──そこに書いてあったのは、簡単な一文。



『わたしに、お料理おしえてください』



　そして、澪が読んだらしいのを確認すると──

「…………」

　正座をして地面に手をつけ頭を下げる、作法に則のつとったキレイな合手礼。

「え、えっと……教えるのはいいんだけど──、……あ。もしかして……綾人のため？」

「……（こくり）」

　──なるほど。綾人を外に出したの、これのためか。

　こっそり特訓して、驚かせたいのだろう。──そういえば……澪が最初に料理を作ったときも、いきなりで驚かされた記き憶おくがある。

「……ん、わかった。──がんばろ？」

「！（こくりっ）」

　澪の言葉に、力強く頷く久遠。

　他の全員は──その光景を、ある種の感動すらも覚えながら見つめていた。



ダダダダダッ！　ダンッ!!



「く、くーちゃん！」

「あ。綾人お帰り。どうしたんだ？」

　当の綾人の帰りに、優やさしい眼まな差ざしを向けようとした俺達だが。



「くーちゃん！　僕ぼくのパンツ無かったよ!?」



ゴフッ!?（×３）

　……突然の、予想を遥はるかに外れた発言に、俺、黒木、財天寺さんが噴ふき出す。

「あー……綾人くんや。お前は今、何て発言ブチ撒まけた……？」

「あ、あぅ……。だ、だって！　くーちゃんが、僕が浴衣に着替えるときに脱いだパンツ、窓の所に干して取り込むの忘れてた、って言ったから……」

　あー、なるほど。そう言って綾人を外に出したのか。なかなか機転が利くな、この子。

　だが。最大のツッコミ所はソコではない。

「……綾人？　お前、下着はいてないの……？」

「え？　あ、あれ？　浴衣の時って、下着はかないんじゃないの……？」

「それは女性の場合。和服だと下着のラインが出ちゃうから、だな。男は普ふ通つう気にしないし、女性も……今ははく人の方が多いんじゃないか？」

「みあ!?　さ、細音ねえさん!?」

　泣きそうな顔で、慌てて細音の方を向く綾人。

　……なるほど。情報源はコイツか。

「あ、あはははは……。──すぐに撤てつ回かいするつもりだったんだけどね？　あっさり脱いじゃったから、引っ込みつかなくなって……」

　──状況、簡単に想像できるな……。

「そこの二人。……なんで止めてやらなかった……？」

　澪と久遠は視線を逸そらしながら、

「…………右に同じ」

「（こっくり）」

「あ、あううぅぅ……!?」

　と、そんな時。



ダダダダダダダッ！

　再び、派手な足音。そして──



スパァン！

「ノーパン浴衣美少年が居ると聞いてやって来ました！」



「「「　帰　　れ　　!!　」」」

　乱入してきた白川さんに、男三人、声を合わせてツッコむ。

「そ、そんな！　ステキ電波をキャッチして、仕事を抜ぬけ出してまで来ましたのに！」

　──天使の生体構造って、いったいどうなってるんでしょうか……？



「あらあら……。それは大変ですねぇ……？」



ビクゥッ!?

「あ、あら……？　貴女あなた様さまは先ほど、大勢のお客様のお相手をしてらしたのでは……？」

「はい。終わらせました♪　……では、戻りましょうか？　ちょうどお仕事をお願いしたかったのです。……新商品の搬はん入にゆう、トラック二台分ほど」

「い、いやああああっ!?」

　……言って、笑え顔がおのまま白川さんの首根っこを掴み、引ひき摺ずりはじめるガブリエル様。

「あら？　では、失礼いたしました♪　ごゆっくり──」

パタン

　笑顔を残し去って行く熾天使。そして──



『いやああああああああああああああっ!?』



「「「「「 ……………… 」」」」」

　ひととき、静せい寂じやくが場を支配する。

「…………ご飯、冷めちゃうよ？」

「そうだな。食べよう」

　俺達の言葉に全員が同意し、食事が再開された。



　余談だが。綾人の下着は、洗せん濯たく物ものとして澪が回収。もとから干してはいなかったらしい。



　　　　　◆　　　◆



「……ね、細音。ちょっと確かく認にんしたいんだけど……」

「うん？　何～？」

「……ん。私が、綾人達たちを見て感じる、『懐なつかしい』の正体。──久遠が似てるのって、もしかして……？」

「あ、気が付いた？　うん。そうだよ」

「ん。……わかった。『羨うらやましい』って、感じた理由も。……私が、どうしたいのかも」

「うん♪　頑張って、澪！　……あ。そういえば、あたしも気になった事が」

「ん……？」

「久遠ちゃんが料理教えてって言ったとき。聖宵ちゃんが『ボクも！』って言い出さなかったのが、ちょっと意外だった」

「……ん。実は……聖宵はもう、こっそり練習中」

「ああ、なるほど～♪」










　　　五章　二人の想い、願う未来『きみの呼び声』





「うにゃあ……。お腹なかいっぱい……」

　幸せそうな声と表情で、ころっと横になる聖宵きよい。

「あははっ！　聖宵ちゃん、いっぱい食べたもんね～」

　真ま白しろと久く遠おんは食べきれずに残したにも拘かかわらず、聖宵は完食。その上で、二人が残した分もほとんど平らげてみせた。『その細い体のどこに？』とも思ったが、『……だって聖宵（＝イブ）だし』で、納得する事にした。

「聖宵……？　食べてすぐ寝ねると、ウシになるよ？」

「にゃ？　ウシさんになれるの!?」

　澪みおの注意に、なぜか喜ぶ聖宵。まぁ、どういう勘かん違ちがいをしているかは分かるのだが。

「聖宵。肉が付くのは、胸じゃなくて腹だぞ……？」

「うにゃあ!?」

　慌てて跳はね起おきる聖宵。……が。

「ぅにゃぁ……お腹くるしいよぉ……」

　後ろに手をついて足を伸ばして、苦しそうにしている聖宵。……さすがに胃のキャパシティがまずい様だ。

「聖宵ちゃん、ネコに戻ってみてはどうでしょう？」

「にゃ……？」

「大丈夫なのか？　胃の中がいっぱいの状態で、体が縮んだら……」

　最悪の事態の事は……ちょっと想像したくない。どうなるかわからないなら、安易な行動は絶対させられない。

「んー、でもね悟さとる兄？　大丈夫みたいだよ？」

「は？」

　細さざ音ねに言われて窓の方を見ると──『二匹』の姿が。

「みあ……」

「 ♪ 」

　窓まど際ぎわに置かれたテーブルの上で、仲良く並んで丸くなっている、リッドと久遠。

「……大丈夫なのか」

「──ふむ。考えてみれば……体内の内容物も変化しなければ、体の体積が変わる以上、変身したら生きていられないだろうな。……理り屈くつはわからんが」

　言われてみれば、確かに。

　身体の大きさの変化に合わせて血や体内の水分も増減しないと、生きていられるとは思えない。ならば胃の中の物も、変化範はん囲いに含ふくまれていても不思議ではないが……天使にも分からない理屈が、人間の俺にわかるはずも無い。

「とにかく大丈夫そうだな聖宵──って、あれ？」

　聖宵の方に向き直ると、すでにその姿は無く。

「にゃ？」

　代わりに、変身完かん了りよう後のイブが、大の字で寝ておりました。

「……ネコに戻ると遠慮無いな、お前」

「うにゃ」

　軽く脱力した俺は、特に意味は無いが、再び窓辺のリッドと久遠に視線を向ける。

「どうしました、にいさま？」

「ん？　……ああいうの、なんだか良いな、と」

　真白の問いに答えてリッド達を指さすと、皆も窓辺の二匹に視線を向ける。



　今は特にイチャイチャしているわけではないし、触ふれ合あってもいない。

　なのに、なぜか近くに居るのが自然で……すごく分かり合っている様で。



「それに……なぜか懐かしくて、羨ましい気も……あれ？　どうした？」

　澪とイブ以外の全員が、なぜか苦笑いを浮かべていた。

「うむ。まぁなんだ。──その状況で鏡をみる者など、やはり居ないだろうな、と」

「……は？」

　全く、意味がわからない。

　だが。俺以外は全員、その黒くろ木きの言葉を理解したようで……苦笑いが濃こくなった。

　──なんなんだ、一体？

　なんとなく気まずくなった俺は、もう一度窓辺の二匹に視線を戻す。



「…………。っ♪（かぷっ　はぐはぐ）」

　どうやら、しっぽの手入れを始めたらしい久遠。甘あま噛がみの要領で、フサフサしたしっぽを歯で梳すいている。

　一方、リッドは。

「みぁ……。ぅみゃ……」

　欠伸あくびをして、少し眠ねむそうにしている。

　無意識なのか、眠ねむ気けに対たい抗こうしているのか。しっぽはピコピコと動いている。

「…………？」

　久遠がリッドのしっぽに気が付き、自分の方の手入れを止めて、その動きを見ている。

ぴこぴこ　ぴこぴこ

「…………。♪（たしっ）」

「み？」

　リッドのしっぽを、前脚で押おさえる久遠。

「（かぷっ）」

「ぅみ？」

　自分のしっぽと同様に、口にくわえる。そして──

「（はぐっ　こりっ）!?」

「みぃ!?」

ガバッ　ダダダダダッ

「うみゃああっ！」

「あー……、はいはい。痛かったなー？」

　久遠にしっぽを噛かまれ、跳とび上あがり、俺の所に逃にげてきたリッド。

　……どうやら、自分のフサフサのしっぽと同じ要領で、リッドの細いしっぽを手入れしようとしたらしい。

「────っ!?　……！　────!!」

　そして、リッドと同じくらい慌てている様子の久遠。

「……とりあえずお前ら、落ち着け。──リッド？　久遠はさっき、お前のしっぽを手入れしようとしたみたいだぞ？」

「──み？　……みあ？」

「…………（こくん）」

　どうやら『本当？』と訊いたリッドに、落ち込んだ様子の久遠が頷うなずく。

「うみゃ？」

　それからリッドの近くまで歩いてくると、人の姿に変身し。

「…………」

「みっ!?」

　どうやら『ごめんなさい』という事らしい。リッドを抱きしめる久遠。

「ほらリッド。久遠、ちゃんと謝あやまったんだろ？　──どうする？」

「うみゃあ……。みっ！」

　リッドは何かを決めた様に声を上げると、

「みあ♪」

ぺろっ

「 ！ 」

　久遠の頬ほおを一舐め。どうやら仲直り、みたいだな。

「はい、良くできました」

「……みゃあ」

　頭を撫でてやると、照れくさそうな声をだす。

　──それにしても。なぜか他人事に思えないんだよな、この二匹……。

「にいさま……なんだか今の、まるで『とうさま』って感じでしたね♪」

「うっ……」

　真白の言葉で我に返り、室内を見回すと……ニヤニヤ笑いのオンパレード。

「うん。何だか良い物見れたって感じだよー。久遠ちゃんも……あれ？　久遠ちゃん？」

　細音の声で視線が集まる。その久遠は──。

「──ッ！　────っ」

「み、みゃあ!?」

　まるで何かを吐きだそうとする様に、むりやり、苦しげに何度も息を吐く。リッドは止めさせようとしているのか、焦った声を出しているが、止める気配は無い。そして──何度目の挑戦だったのか。



「──っ！　──っど…！　……!!」



「み!?」「ちょ!?　い、今──」

　かすれた、弱々しい『音』。だけどそれは、紛まぎれもない『声』。

　自分自身も驚いたらしく、少しキョトンとしてから……皆が息を呑んで見守る中、再び、今度は慎しん重ちように挑戦する、久遠。

「りっ──、……りっど！」

　全員が息を吸い──驚きの声と歓かん声せいを上げる直前。──誰より早く。

ポンッ

「く、くーちゃん、やったああああああっ!!」

「きゃ!?」

　人の姿に変わり。久遠に抱きつき、誰より早く、誰より大きく歓声をあげる綾あや人と。

「あやと……ありがと♪」

　驚いた声を上げた久遠も、改めて嬉うれしそうに、綾人に頭を擦すり付つけて甘える。

「むぅ……。聞いた話では、今まで何をやっても全く出なかったという話だったが……」

　俺達が笑顔を浮かべて久遠と綾人を見る中、財ざい天てん寺じさんだけは首を傾かしげている。そして、それに答えたのは、澪。



「……ちゃんとお話し、したかったんだよね？」



「澪……？」「澪ねえさま？」

　少し様子がおかしい澪に、細音と真白が声をかけるが……澪は、話を続ける。

「……『わかってもらう』だけじゃなくて。自分の声で、伝えたかったんだよね？」

「うんっ！　これでお話ちゃんとできるよ……!!」

　なぜか誰よりも──当の本人よりも感かん慨がい深ぶかげに、涙なみだすら浮かべて語る澪。それに答える久遠の声は、誰の耳にも明らかな喜びの声。

「くーちゃん……」

「──あやと♪」

　嬉しそうに見つめ合う、綾人と久遠。

「ねぇ、司つかさ兄？　……この『世界没ぼつ入にゆう度』、悟兄達とどっちが上だと思う？」

「……今に限って言えば、下手するとコイツ等らの方が上かもな……」

「この歳としでコレかぁ……」

　戦せん慄りつを滲にじませて語り合う、細音と黒木。

「あー、はいはい。嬉しいのはわかるけど、今は程ほど々ほどにしとこうな？　それで、久遠？　一応改めて自己紹しよう介かい、お願いしていいか？」

「（こくり）」

　久遠は頷くと、皆みんなの方へ向き直る。

「あ！　待ってくーちゃん!!　普通に──」

　なぜか一いつ旦たん止めようとする綾人が言い切るより早く。



「久遠どす～。よろしゅうお頼申します～」



「「「「「　京　　都　　弁　　!?　」」」」」

　予想外の言動に全員がツッコミを入れる中、綾人だけが『やっちゃった……』といった様子で頭を押さえていた。



「えっと……ね、くーちゃん？　自己紹介は、普通にやった方がいいと思うんだ」

「……？　でも、『一発目で、自分の属性を相手に印象付けろ』って、教えられたよ？」

「うー……全部否定する気は無いけど、今は必要無いと思うんだ……」

「そうなの……？」



　カルチャーショック（？）を受けて軽い思考停止に陥おちいっていた脳ミソに、綾人と久遠の会話が聞こえてきた。

　──あれ？　だけどこの声……。

「え、え～っと。くーちゃんが、自己紹介をやり直すって」

「あ、ああ。じゃぁ、よろしく」

　俺の言葉に一度頷くと、改めて向き直る。



「京都から来た、葛かつら葉ば久遠。……よろしくお願いします」



　今度は標準語で、自己紹介をやり直す久遠。

　さっきと違って落ちついてきたため、別の事に、ハッキリと気が付けた。

「あら？　久遠ちゃんの声、なんだか澪ねえさまに似ていますね？」

「……ん？　そうなの？」「うん？　そう……？」

　当人達は自覚が無い様だが、確かに似ている。声だけではなく、喋り方も少し。

　──考えてみれば、澪と久遠、結構似てるな……。

　声、口調だけでなく。考え方や行動が、幼い頃ころ、または前の歴史で出会ったばかりの頃の澪と、良く似ている。

　──久遠の方が子供な分、無む邪じや気きさのせいで行動的な気が…………あれ？　こんな会話、前に聞いた気が……？



『ね？　久遠ちゃんの方が、無邪気なせいか少しアグレッシブだよね』



　────!!　じゃあ、久遠たちを見てると感じる既視感の正体って──!?

「……ん？　どうしたの、悟？」

「へ!?　あ、いや、何でもない」

「…………そう？」



　澪に気づかれる前に、自分で心を整理したい。

　──じゃあ、俺や澪が羨ましいって感じる理由は──。

　……俺は何を、いつから間ま違ちがえていたんだ……？



「ところで久遠よ？　先ほど話していた『属性』とは、何の事だ？」

「うん……『自分のキャラクター性を自覚して、それを強調しながらいった方が、人間関係で失敗しにくい』って。それで『強化したキャラクター性＝属性』って、教えてもらったの」

「えーっと、久遠ちゃん？　それ、本当に人生についての教示？　マンガやラノベのシナリオ構成テクニックじゃなくて？」

「 ？ 」

「僕もいろいろ聞いてるけど……くーちゃんの先生、少し変わったヒトみたい。えと……聞いた印象だと、ちょっと黒木さんに似てるかも……？」

「司兄に!?　大だい丈じよう夫ぶなの、その先生──？」

「どういう意味だそれは!?」



　そんな会話を何の気なしに聞きながら……俺はひたすら頭を巡めぐらせていた。





　──久遠が澪に似ているなら、綾人が似ているのは……俺、だよな？

　夜。全員が寝ね静しずまり、俺自身も布団ふとんで横になりながらも、とても眠れそうになかった。

　綾人と久遠に俺達を重ね合わせているのなら、それを羨ましいと思うという事は……現状に不満がある、という事。

　──じゃあ、何を羨ましいと思っている？　何を、不満に思っている？

　段々、自分が考えているのが澪の事なのか、自分の事なのか。それすらもわからなくなってきた。

　──あー、ダメだ。頭ん中も眠気の方も。……風ふ呂ろでも入ってくるかな──

　そう考え、起きようかと思ったとき──何かが動いた気がした。

　静かに起き上がると……ちょうど入口が開かれ、小さな人ひと影かげが外に出るところだった。

　──綾人？　でも今、何か様子がおかしくなかったか？

　そもそも、寝る前にリッドの姿に戻もどったはずだった。人の姿の方が入口を開けやすい、というのはあるだろうが……何か、焦あせっている様にも見えた。

　──追うか。何かあってからじゃ遅おそいし。

　そう決断。黒木と財天寺さんを起こさない様に廊ろう下かへ出て、小さな影の後を追った。



　　　　　◆　　　◆



『（わう）』

「……む。キーヤか。──何かトラブルか？」

『（わん……！）』

「わかった。とにかく外に出る。裏口でいいな？」

『（わう！）』

「……まったく、本当に手のかかる──」

「行くのか、黒木殿？」

「む？　起きていたか。気にするな。細音とキーヤも向かう以上、心配は無い」

「ふむ……。なぜ黒木殿が？　細音とキーヤだけで十分ではないのか？」

「まぁ、恐おそらくはな。──だが、万が一荒あら事ごとで細音を押さえられると、キーヤが何もできなくなるのでな」

「なるほど。しかし……貴き殿でんは面めん倒どう事ごとを好まぬと思っていたのだが？」

「む……。まぁ、面倒事は確かに好きではないが──」

「ふむ。──『が』？」

「──嫌いやだとは、なぜか思わないのでな。……あとは『借り』だ」

「『借り』？」

「……少し喋り過ぎた。待たせているのでな。では、先に行く」

「ふっ、了りよう解かいした。こちらも、手は打っておこう」

「では、な」

パタン

「……ふっ。『借り』か」



　　　　　◆　　　◆



　綾人は、迷いもせず、何かを辿たどる様に進む。目指す先は……建物の裏に続く、非常口。

　やはり、何かおかしい。

　最初は早歩きだったが、徐じよ々じよにペースが上がり、今ではほぼ全力で走っている様だ。

　最初は久遠と待ち合わせでもしているのかと思ったが……足取りも、たまに見える横顔も、どこか緊きん迫ぱくしている様に見えた。

　──まぁ、多分もうすぐ分かるか。……間違いなくトラブルだろうけど。



　考えている間に、綾人は非常口から外へ。そこから林に踏ふみ入り、しばらく進むと。



『久遠様！　お父上のご命令ですぞ!?』



　知らない男の声が聞こえてきた。

　綾人は一いつ瞬しゆん『ビクリ』と反応したが、そのまま真まっ直すぐに、声の方へ。

　そして、そのまま久遠の所に駆けつける──かと思ったが、人影が見え始めた所で、手頃な木の陰かげに身を潜ひそめる。俺は、さらにその後ろの木の陰に。

　綾人の先にいるのは……久遠と、黒服を着た男、二人。



「……やだ。まだ、絶対に帰らない」

「今まで、お父上の命には従っていたではありませんか！　なぜ今になって!?」

「お父さんの言う事を聞いてたのは、それが良い事だと思ってたから。……ほかに、やりたい事も、無かったから。でも……今は、やる事も、やりたい事もあるから。──だから、帰らない」



　男たちは、久遠の顔見知りの様だ。外見上は、特に強そうだとは思わないが……天てん狐この久遠の知り合いという事なら、下手すると、この人たちも人知の外側の存在だろう。

　──連れ帰ろうとしているらしいけど……綾人はどうする気だ……？

　俺の視線の先。真っ直ぐに久遠を見つめる綾人に、まだ動きは無い。



「そもそも貴女あなたがこちらに来たのは、療りよう養ようも兼かねてではないですか！　声が戻った以上、こんな雑用に等しい仕事など、他の者に任せれば良いのです!!」

「久遠様にお父様方がどれほどの期待をしているのか、ご存じではないのですか！」

　男達は声を荒あらげるが……久遠は怯おびえた様子も無く、むしろ悲しそうな顔をしている。

「あのね……？　期待してくれてるのは、わかってる。応こたえて、リッパなオトナにならなきゃって、今も思ってる」

「でしたら──!!」

「でもね？　ちっちゃなお仕事でも、とちゅうで『こんな仕事』って言ってやめちゃうのが、リッパなオトナ……？」

「う──!?　それは……」

　……正論。

　久遠たち天狐の一族が、どういう仕事を生業にしているかは知らないが、引き受けた仕事を、それも『こんな仕事』と軽視して投げ捨てるのは、良い大人のする事ではない。



「……言いたくはありませんでしたが、久遠様。報告は受けております。指導対象の聖せい獣じゆうのなりそこないと随ずい分ぶん仲良くなられたご様子。──ただその者と、離はなれたくないだけなのではないですか？」



　綾人がまた、ぴくりと反応する。それでも、まだ動かない。

　だけど。男達にとって今の発言は、使いたくないカードだったはず。それを切ったという事は……どちらに転ぶにしろ、この話し合いはもうすぐ終わる。



「うん。そうだよ？」

「な!?　で、でしたらそんなワガママ──」

「でもそれだけじゃないの、わかるよね……？」

「「 くっ……!? 」」

「わたし、何もかくしてない。ワガママっていうのもわかるけど……それでも、間違ってるなんて思ってない。──そっちは……？　それと、お父さんは……？」

「「 ……………… 」」



　詰つみ。この状況で反論する術は、多分無い。

　大人の都合を振りかざし、丸め込んで、仕事を捨てさせてまで連れ帰ろうとする者。

　子供の事情を正直に言いながら、結果論でも、受けた仕事を大事にするという久遠。

　と言うより……どんな理由があっても、誤ご魔ま化かそうとしている時点で正当性は薄うすい。



　──さて、と。覚かく悟ごしておかないとな……。

　口で負けた男達が、このまま引き下がってくれれば、それが一番良い。

　だけど、こういう場合は大たい抵てい──



「……仕方ありません。申し訳ございませんが、久遠様。お父上様からは、多少強ごう引いんにでも連れてくる様、命じられておりますので……」

「っ！　やだ……！　まだ帰りたくない……!!」



　予想どおりの、悪い展開。同時に綾人も動き出す気配。

　──だけどここからなら、綾人より早く辿りつける……！

　……と、思っていたのだが。



「く、くーちゃんをイジメるなっ!!」



　──な！　速っ!?

　予想を遥かに超こえる速さで突とつ進しんする綾人。しかも。

ズドンッ！

「ぐああっ!?」

　自分より遥かに大きい男を、そのまま体当たりで吹ふき飛とばす。

『なんでそんな事が!?』そう思って少し呆ぼう然ぜんとしたが……フと、木が不自然に揺れている事に気が付く。

　──ああ、そういう事か。

　おそらくキーヤの仕し業わざ。力で後あと押おししたのだろう。そして、キーヤが単独で来ているとは考えにくい。ならば当然、その相棒も。そして彼かの女じよの性格を考えれば──

　これならたとえ俺おれがこのまま帰ったとしても、綾人も久遠もまず大丈夫。

　──だけど……ソレをさせるわけにはいかない。それは最善の手段ではない。かと言って、今出て行くのも間違い。……ならば。キタナイ大人は、少し裏工作いたしますか。

　俺は隠かくれて様子を窺うかがいながら、念のためにと持ってきていた携けい帯たいを、操作し始めた。



「……あやと……？」

「くーちゃんの心、聞こえてたよ。……怒おこってた。……悲しんでた。だから、放っておきたくなかったよ……！」

　驚いた表情の久遠に言葉を返す綾人は……こんな行動をとった者には相応ふさわしくない、今にも泣きだしそうな顔。

「……くーちゃんが納なつ得とくして帰るなら、悲しいけど……それでも良かったよ。……でも、くーちゃんにあんな声出させる人に、くーちゃんを渡わたしてなんかやるもんか……！」

　涙を浮かべたままの瞳ひとみで、男を睨にらみ付ける綾人。

　その顔は迫はく力りよくのある顔……では全くない。だけど──完全に覚悟を決めた、男の顔。



　──うん。やっぱり俺と綾人は似ているのかもな……。



　自分が、こういう顔を出来ていたという自信は無い。だけど思い出した。

　澪との始まりの記憶、その最後の日。澪を迎むかえに来たと言った、ニセモノの父親。

　俺は最初、確かに帰すべきだと思った。だけど、すぐにニセモノだと気が付き……。



　──多分あれが……何があっても離さない、そう想おもった瞬しゆん間かん。



　だから俺は、今の綾人の気持ちが手に取る様に分かる。

　あの時拾った、小さな命の内の一匹ぴき。そんな子が今、しっかり『男の子』している事が嬉しく、誇ほこらしく。だけど同時に羨ましく……そして、悲しくも想う。



「くっ──!?　こ、子供が出しゃばるな!!」

「ならば、大人ならいいんですね？」

「な!?」「……え？」「にいさん……？」

　いきなり現れた俺に、きれいに驚いてくれる三人。だけど──実はまだ続く。

「様子が変だったから追いかけてきたんだが……実は俺だけじゃないみたいでさ」

「「 え……？ 」」

　呼べる名前はいくつかある。

　周囲の木の陰に。そもそも姿を消している者も。それと多分、上空にも。

　基本的に誰だれを呼んでも大丈夫だし、全ての名を呼ぶことも出来る。

　だけど今は──最も呼びたい名前を、一つだけ。



「居るんだろ？　澪」



「……ん。呼んでくれてありがと、悟」

　その声はすぐに、予想以上に近い場所から。

「……！」「ねえさんも……」

　木の陰から現れた澪と顔を合わせ、一度笑みを交かわす。だけど……その笑みには、隠しきれてない影が。──やっぱり澪も、どうするべきかわかっている、か。

「くっ！　……それでどうするつもりだ？」

「そうですね……ただの交こう渉しようです」

「交渉、だと？」

　俺の横に並んだ澪も、こくりと頷く。

「あなたは、久遠に仕事を依い頼らいしたのが天使だと、知っていますか？」

「……一応、知っている」

「では、コレは何でしょうか？」

　そう言って取り出したのは、携帯電話。

「き、貴様まさか──!?」

「ボタン一つで、熾天使様にダイレクトコール。そんな依頼を反ほ故ごにした、なんて評判が流れたら……相当、名前に傷が付くと思うのですが？」

「く！　卑ひ怯きような……！」

　悔くやしげに唇くちびるを噛む男。──まぁ、これが本当に『卑怯』に当たるかは置いておいて。

「俺は、普通の人間ですから。──大切な家族を守るためなら、どんなヨゴレ仕事にでも手を染めます。とは言え……こんな手段、今使う気は全くありませんが」

「な、に……？」

　この話を出したのは、相手の余よ裕ゆうを消すため。……久遠の将来に影を落とす様な手段を、用いるわけにはいかない。



「……ん。あのね？　久遠が帰るの、今すぐじゃないといけないの？」



「……え？　ねえさん、何を言って……？」

　澪の、久遠を帰らせる事を認める様な発言に、綾人が呆然と。力なく問う。

　俺が視線を向けると、『わかってる』、そう言う様に頷き、久遠に向き合う澪。

　それを確認してから、俺は綾人に向き合い、話しかける。……多分、今のこの二人に正しく意志を伝えられるのは、俺と澪だけだから。

「……なあ綾人。俺さ、お前の気持ちはよく分かるんだ。……気付いてるだろうけど、今、あの時と少し似てるから」

「だ、だったら──!!」

「久遠の故郷とケンカした場合、久遠がどうなるか考えたか？」

「っ!?　け、けど……！」

　ヴィス程ほどではないが、綾人も頭は良い。だから、故郷を失うかもしれないという事は、当然わかったはず。そして、自分も捨てられていた過去を持つ以上、それを『善し』とするはずがない。──でも。それでも納得できないのは、感情の問題。

　その気持ちは、本当によくわかる。その手を離したくない気持ちは。だけど──

　──この子が覚悟を向けるべき方向は、少なくとも……そっちじゃない。



「……ね、久遠？　お父さんたちとケンカするの、どう思う？」

「……イヤ。でも」

「……ん。じゃあなんで、帰りたくないの？」

「離れるの、いや……。一いつ緒しよにいたい……！」

「…………ん。あのね？　その気持ち、すごくよく分かるよ？　でも……また会える、よね？　それとも、しばらく会わないでいると忘れちゃう？　……忘れられちゃう？」

「！　そんな事ない……!!」

「……ん。そうだね。──じゃあ、変わらないって信じられるなら。いつか、ずっと一緒に居られるようになるために。……今は、お別れしよ……？」

「………………」



　──これが……あのとき、澪が天に残ったときの想い、か。

　あのときの俺は、足あ掻がく事しか出来なかった。なら……この子はどうだろう？

　澪と久遠のやりとりを見ている綾人に、再び声をかける。

「なあ綾人。……どうする？」

　問いかけに、綾人はしばらく久遠を見つめて。

「……ねえ、にいさん。…………お別れって、悲しいよ」

「ああ。そうだな……」

「でも……一緒にいたいって言ってくれたの、すごく嬉しいよ」

「……そうだな」

「くーちゃん、お家うちに帰れなくなるのなんて……絶対ヤだよ」

「……そうか」

「うん。……だから────」



「……おねーさん？　さっき、あやと、助けにきてくれた」

「……ん。嬉しかった、ね？」

「うん。『渡さない』って、言ってくれた」

「……ん。……かっこよかった、ね？」

「うんっ。わたしのこと、すごく大事にしてくれる」

「……ん。そう、だね」

「──でも。離れたほうが、いいんだよね……？」

「…………ん。悲しい、よね……？」

「う、んっ。だけど────」



　そして。別れの言葉が、合わさる。

「「 ──今は、お別れするよ……っ！ 」」

















「……よく、決められたな。──少し、尊敬する」

「にい……さんっ」

　俺はあの時、手を伸のばす事しかできなかった。……自分で選ぶ事は、できなかった。

　だけどこの子達は……捨すて鉢ばちではなく、自分と、相手の未来のために。辛つらくて、悲しくて。だけど……尊くて、強い覚悟を決めた。──俺には、できなかった事。

　慈いつくしみと、尊敬も込めて。涙でぐしゃぐしゃになっている顔を、軽く拭ふいてやる。

「どうせ泣くなら──一緒に泣いてやれ」

　示した指の先には、同じように泣く、久遠。

「……くーちゃん」「あやと……」



　手を繋つなぎ、泣き続ける二人。俺と澪はその光景に背を向け、再び男に向き直る。

「……こういう事です。せめてあと数日、思い出作らせてあげられませんか？」

「──わかっ……わかりました。必ず、何とかします。……感謝いたします」

「……ん。久遠は……また、来れるよね？」

「はい。お父上も、久遠様を大切にしておられます。必ず、悪い様にはいたしません」

「わかりました。我々は明日、東京へ帰ります。久遠の予定が決まりましたら、連れん絡らくをください」

「……かしこまりました。では、失礼いたします」

　久遠と綾人に敬意を表して、なのだろう。男は丁寧な仕草で一礼すると、綾人に倒たおされた仲間を背せ負おい、そのまま去って行った。

「綾人。久遠。お前らも先に旅館に戻れ」

「……うん。わかった」

「おにーさんと、おねーさんは？」

「あー、実はさっき、念のために財天寺さんに連絡入れてたんだ。スレ違いになると面倒だから、ちょっとここで連絡待つ」

「……ん、私も。気を付けて戻ってね？」

「うん。わかった……。行こ、くーちゃん」

「うんっ」





「それで……悟？　さっき携帯いじってたけど、何をしてたの？」

　自然に手を繋ぎ、ゆっくり歩き去っていく綾人と久遠を見送り、澪が言う。

「あー、やっぱり見てたか。まぁ、どういう結果になるかわからないから黙だまってたんだけどさ。……辛つらい決断を下せた二人に、少しご褒ほう美びがあってもいいと思わないか？」

　携帯を見せて、ニヤリと笑ってみせる。

「……え？　もちろん、良い事あってほしいなって思うけど……」

「実はさ。久遠に依頼したのって財天寺さんらしいから、ちょっと頼たのみ事ごとしてみた」

　言いながら、財天寺さんに送ったメールを澪に見せる。



『天狐の方へ、確認お願いします。久遠を戻すのは一族の総意か、と。もし誰かの独断だった場合は……』



　きっかけはちょっとした疑問。『天狐って、天使より格上なのか？』と。

　神聖の象しよう徴ちようとも言える天使の依頼を、あまりに軽視して簡単に反故にしようとしていたから、抱いた疑問。もしそうなら仕方がないが、もしも違った場合。

　今回の行動は安易に見える割に、リスクが相当高い事になる。そんな事に、一族全員が賛成したのだろうか？

「えっと。つまり……？」

「仮にもし、久遠のお父さんの独断行動だった場合。上う手まく手を回せば、行動を撤てつ回かいさせられるかな、ってね」

　そして──久遠やさっきの男の言動の端はし々ばしから、勝算は結構高いんじゃないかと踏ふんでいたりする。

「お？　噂うわさをすれば、っと」

　ちょうど届いた、財天寺さんからの返信メール。それを開くと。



　RE：‥無題　　ビンゴだ悟殿どの。詳くわしくは後で話すが、期待していてほしい。



「──家に帰ったら赤飯よろしく」

「……ん！」



　と。心から嬉しそうな笑みで応える澪。それを見ながら、俺も覚悟を決める。

　──とはいえ……何て言えばいい？

　なんだかんだで、それを決意したのはつい先ほど。だから行動は決めてあっても、言動までは決めきれていない。──ぶっつけ本番で行くしかない、かな？

　と、そんな事を考えていると。

「……ね、悟。ちょっとお話し、いい？」

「っと。どうした澪？」

　澪の方から話しかけられ、『渡りに舟ふね』と、くらいつく。

「……ん。悟も……、綾人と久遠が私達に似てるって、気付いたんだよね？」

「ま、まぁな。って言っても、ほんの数時間前にやっとだけど」

「じゃあ……私が、何を羨うらやましいって思ってたか、わかった？」

「……いや。と言うか、自分の方さえわからなかった」

　散々考えてダメで……終しまいには、誰の事を考えているのかすら、わからなくなった。

「あのね……？　久遠、すごく頑がん張ばってた。少しでも綾人の近くにって、一いつ生しよう懸けん命めいだった。私はそれが……羨ましくて、まぶしかった」

「それは──」

　澪、だけの話かそれは……？

　ただ一緒に居る事を望んで。だけど……前に進む事ではなく、現状を維い持じしようと思い。

　結果、俺はぎこちなくなり。澪は……俺に気を遣つかって踏み込めなくなった──？

　……多分。本心では共に『先』を望みながら、気持ちを抑おさえて足を止めていた。

「……悟。……私は、先に進みたい。だから訊きくね？　──なんで私を避さけてたの？」

　海での会話と、同じ質問。だけど決定的に違うのは、その瞳の強さ。

「海でも言ったが、別に避けては──」

「避けてたよ、悟。……全然、近くに居てくれなかった……！」

「近くって、それは──」

　言いかけて気が付く。──澪が言う『近く』って、何の事だ……？

『……ああ。そうだったな』

　綾人と『心の距きよ離り』の話をしていたとき、口から滑すべり出てきた過去形の言葉。

　もしかして……『離れた』ではなく、自ら『離してた』……？

「……なぁ？　俺は……何をした？」

　澪がこれだけハッキリ言う以上、必ず根こん拠きよがある。俺は何を──？

「……さっき悟、私の名前、呼んだよね？」

「ん？　ああ、呼んだな」

「じゃあ、訊くけど──」

　澪は覚悟を決める様に一度目を閉じ、深呼吸。そして──



「その前。私の名前を呼んでくれたの、いつ？」



「…………は？」

　あまりに予想外の質問に、思考が一瞬停止する。そして、改めて質問を確かく認にん。

『澪の名前を呼んだのはいつだ？』

「そんなの、一々覚え────」

　……言葉が止まる。『一々覚えていない』そう言いながら、何度も口にしたはずの記き憶おくを手た繰ぐったが……全く、ひっかからない……？

「何を……してたんだ俺……？」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやく。──呼んでいない……！

　ここ数日。……いや、下手をすると数週間単位で、澪の名前を呼んだ記憶が無い。

　聖宵や真白の名前は呼んでも……隣となりに居た澪の名前は呼ばなかった事すらある。

　──全然、意識していなかった……！

　呼ばなくても支障が無かった。それは──それだけ澪が、いつも傍に居てくれた証しよう拠こ。

　なのに名前を口にしていない。ならばそれは、向き合っていなかったという事。目ではなく、意識を合わせていなかった。

　──そんな事していたクセに、『心の距離が──』とか気にしてたのか俺……？

「……いっそ、離れた所にいるのなら、それでいいの。でも──私は傍にいるよ？　近くで見てたよ？　なのに……悟に目を逸らされたら意味が無い……！」

　涙すら浮うかべて、痛いくらいに訴うつたえかけてくる澪。

　──本当に俺、どれだけバカなんだろうな……？

　大切にしたいとか思っていて。大切にしている気になっていて。

　惹ひかれながらも、大切にしたいから抑えると決めて。

　なのに……意識しすぎて目を逸らして。

　結果、現在こんな顔をさせている。

「本当に、バカだな俺は……」

「悟……？」

　グダグダと面倒な事を考えて。自分一人で考え込んで。大切にしているつもりになって、結局自分自身で澪を傷つけている。

　そんな事をするくらいだったら──

「初めから、こうすればよかったんだよな……？」

「……え？　え、えっと、悟……？」

　腕うでの中の澪が、戸と惑まどった声を上げる。無理も無いとは思うが……今は、離す気は無い。

「……ごめん。もう絶対に避けないから……傍に居てくれないか、『澪』？」

「……！」

　驚おどろきで目を丸くした澪の表情は……すぐに、嬉しそうな笑顔に変わってくれて。

「……ん♪　傍に、居るよ……？　だから……傍に居てよ、悟……！」

　俺は……答える代わりに、少し、腕の力を強くした──



　突とつ然ぜん、林の中を風が吹き抜ぬける。

　巻き上げられた木の葉が宙を舞まい──月光に輝かがやき。まるで祝福のような光が、俺おれ達たちに降り注いだ。



　──ああ、そうか。皆が戻ったかどうか、確認するの忘れてた──。

　おそらくは……見知ったお節せつ介かい連中が、そこら辺に隠れている。

　──現在、絶賛見守られ中だと思うが……ま、いいか。



　今は腕の中に居る大切な存在を、しばらく離す気は無かった──



















　　　終章　──そして。『その空の名前は──』





「──準備はできた。これから向かう」

『ＯＫ。車を玄げん関かん前まえにつける。──《禁書目録》は持ったか？』

「記録媒ばい体たいで所持。抜かりはない。──じゃあ、後で」

『了解』

プツッ

　黒くろ木きとの通話が切れる。

　俺は暗くら闇やみの中、足元に置いておいた荷物を持ち上げ──足音を殺し、玄げん関かんへと向かった。



　現在、旅行から帰ってきた日の翌日、木曜日の深夜。もうじき日付が変わる時刻。

　俺は……おそらくすでに寝ているであろう家族を起こさない様、細心の注意を払はらって行動する。

　見つかりたくはない。──引き止められるのは、辛いから。

　一昨日、澪みおと心が通じ合ったばかり。それなのにこんな行動をとる俺は、ひどく不誠実なのかもしれない。

　だけど……行かなければならない。──戦わなければならない刻が、ある。



「うにゃ……？　お兄ちゃん……？　こんな時間に、どこ行くの？」

　靴くつを履はいていると……後ろから聖宵きよいの声。

「少し、な……。帰りは明日になる」

「にゃ!?　──うん。分かった。……アブナイ所じゃ、ないよね？　無理しないよね？」

「………………」

　──悪い、聖宵。保証はできない。だから……答えられないんだ。

「なんで……？　なんで答えてくれないのお兄ちゃん!?」

「に……？」「……にいさん？」

　聖宵の声に誘さそわれたのか、ヴィスと綾あや人とも姿を現す。そして──

「……ん。悟さとる、行くの……？」

　──顔を見てしまったのは失敗だった。……その訴えかける真っ直ぐな眼まな差ざしに、決意が鈍にぶりかける。だけど──

「……止めるな澪。行かなければいけないんだ……！」

　行く先は、猛も者さがひしめき合う戦場。……どれだけ消しよう耗もうするか、想像もつかない。

「悟……！」

「澪──!!」



「…………夏コミ？」



「……………………」

「うにゃ？」

　聖宵は首をかしげ。綾人は苦笑い。ヴィスは『あーあ、言ってしまいましたか……』といった様子。

　──もしかして……聖宵以外には、速そつ攻こうでバレてた？

　だけど……計画は動きだしている以上、止める事などできようはずもない。この日のために購こう入にゆうした《禁書目録カタログ》も、それなりにお高いのだから……！

「悟……？」

「止めるな、澪っ!!」

　言って立ち上がり、何を言われても振り切きるつもりで一歩を踏み出──



「……『行かないでって言われる』のと……『全すべて理解された上で生温かく見送られる』の、どっちが良い……？」



　……………………。

「『行かないで』の方が、まだマシに御ご座ざりまする……」

「……ん、わかった。『行かないで』♪」

「………………はい」

　敗北宣言の返事をしながら、俺は携帯を取り出だし、黒木にかける。

「……黒木。我、捕ほ縛ばくサレリ……。コレヨリ査問委員ニ連行サル──」



『あははは！　その査問委員会に一人追加ね～♪』



「な、細さざ音ね!?　お前、家の中に居たんじゃ──」

『キーヤが居る以上、あたしの目を盗ぬすむ事は不可能だよん♪』

　車で近くに待機していた黒木は……細音に仕留められたらしい。

　……やられた。事態がやっと落ち着いた当日にも拘かかわらず、早くもウチに泊とまる事にしたのは──こちらの動きを予想していたからか。

「あ、あははははは……」

　戦う前から、勝敗は決まっていた。それに気が付いた俺の口から、乾かわいた笑い声が。



　と、そこへ。今夜我わが家やにいる最後の一人、小さな客人の声が。



「わたしも、ちょっと行ってみたい……」



「……お子様は行けません」

「くーちゃんが行くなら僕ぼくも！」

「だからお子様は行けない言うとるに！」



　──と、言うわけで。

　結局、久く遠おんの帰宅はキャンセルになり──、それどころか『当分、そちらでお願いします』とすら言われているのだが。

　事は旅行の帰り。車の中で、思わぬ方向に事態は動いた。





「……ん。じゃあ少し戻ったら、また直ぐに来れるんだね？」

「うんっ」

「あはは！　良かったね、久遠ちゃん♪」

「うんっ！」



　帰りの車の中で、話が弾はずむ。

　昨夜の一件の後。財ざい天てん寺じさんから事件の裏側を教えてもらった。

　結論から言うと──やはりと言うか、久遠のお父さんの独断。それも現族長である久遠の祖父や、自分の妻である久遠のお母さんにも無断で、事を進めた様だった。

　財天寺さんが確認を取った事で事態が発覚。族長からの正式な謝罪も入った。

　だけど、向こうにとっても久遠の回復は朗報で。だから──報告と顔見せで、一度は帰る事になった。

　とは言え、本当に二、三日。しかも久遠の仕事は族長公こう認にんともなったため、今後手出しされる事もまず無いらしい。──ああ、それともう一つ。ちょっと楽しいオマケも。



「で、どうするんだリッド？　行くのか？」

「う、うみゃ!?」

「リッド君、族長さんから呼ばれてるんだって？　要するに、久遠ちゃんのお祖じ父いちゃんに呼ばれてるって事だよね～」

「に～♪」「にゃぁっ」

「……ん。ご家族公認、だね？」

「うんっ♪」「……みぁ」

　俺の質問に、女じよ性せい陣じん全員が乗っかる。

　からかいとも、祝福ともとれる言葉の中。心からの笑みを見せる久遠と、その腕に抱かれて観念したような声を出す、リッド。……だけどまぁ、どう見ても嫌がってる様にはみえないんだけどね。

「なあ黒木。この前『人生の墓場』って表現、使ったよな？」

　少し思い出して、運転席の黒木に話しかける。

「うむ、使ったな。それがどうした？」

　──今のリッドを見て、言い得て妙みようだとは思ったのだが、同時に……。

「随分、寝ね心ごこ地ち良さそうな墓もあるもんだな、と」

「まぁ、そんな墓があってもいいのではないか？」

　無愛想を装よそおっているが、少し笑いが混ざっている様に聞こえる。その証拠に、助手席の細音が苦笑いを浮かべていたりも。

「あ、そうだ。財天寺さん？　ちょっとお聞きしたいんですけど──」

「む？　どうしたのだ？」

　細音が何かを思い出したらしく、財天寺さんに話しかける。

「久遠ちゃんの一族──天てん狐こ？　の事です。端折はしよって聞いた感じだと、ステータスとかキャリアとかあるっぽいのですけど、どういう一族で、どういう生業を？」

　──ああ。それは俺も、少し気になってはいた。

「ふむ。実は俺も、最近の事情には明るくないのだが……。久遠の苗みよう字じ、覚えているか？」

「確か、『葛かつら葉ば』、でしたっけ？」

「うむ。『くずのは』と書いて、『かつらば』だな」

　──ん？『葛くずの葉は』……ああ、もしかして。

「葛の葉って、安倍晴明の母親の……？」

「うむ。正解だ、悟殿。──実は真しん偽ぎは定かではないのだが、かの陰おん陽みよう師じの母親である葛葉狐ぎつねは、久遠の一族の出身とされている」

「へ？　って事は、やっぱり陰陽師的な仕事を!?」

「が、そういうわけでもなくてな……」

　興奮気味に尋たずねた細音に、少し申し訳なさそうに返す財天寺さん。

「この現代社会、その手の呪まじない系の職業は、商売上がったりらしくてな」

「……随分、世せ知ち辛がらい話題だな？」

「それで、変身の能力を活用して人間社会に潜もぐり込み、陰でそれなりの活かつ躍やくをしているらしい。噂では……最近カリスマが現れて、一族に多大な影えい響きようを与あたえたと聞く」

　キツネのカリスマ……？　もしかして、人間社会でも有名人だったりするのだろうか？

「それ多分、わたしの先生の事だよ？」

「む、そうなのか？　……ふむ。確かにお前の立場なら、おかしくはないな」

「うん。先生ね、ヒトの世界で会社持ってるんだって」

　──実業家か……！

「それで……『わたし達たちの力で社会に実績を残し、一族を盛り立てよう』って」

「……ん。すごいヒトなんだね」

　確かに。一族全体の事を考え、しかも会社を持っているという事は、それなりの実績を出しているという証拠。──並のヤリ手ではない。

「へぇ～！　それで久遠ちゃん。その人、どんなお仕事を？」

「うん？　くわしくは聞いてないけど……」

　久遠は、思い出す様な仕草をした後。



「うん。エイゾウ関係って、言ってた」



「「「「「 …………は？ 」」」」」

　全員の反応が重なった。──『映像関係』？

「えっと……『次元の壁かべを超えられるのは、我等しか居ない』って、力説してたよ？」



　……………………



「……あ。わたしのコトを『ロリ神様』って言ったときの黒木さんと、ちょっと似てるかも……。──あれ？　どうしたの……？」

　ヤリ手、カリスマ。それだけでなく『天狐』という種族のイメージも、全て崩くずれた。

「……そういえば。『属性』とか『キャラクター』とか、言ってたよね……？」

　──そういえば。……よりにもよって、こういう繋がり方するとは思わなかったが。

「……すまん。ちょっと脇わきに車停とめていいか？　力が抜けた……」

「許可。無理スンナ」

「？　どうしたの？」

　状じよう況きようを理解していない久遠。──というかもしかして、天狐一族全体が……？

「そういえば……久遠、特とく殊しゆな変身に失敗して、声出なくなったんだよな？　何に変身しようとしたんだ？」

　使用目的がソレなのだとしたら……リスクが高い特殊な変身とは、一体？



「うん。スラ○ムと、ホイミス○イム」



「「「「「 …………は？ 」」」」」

　再び、声が合わさる。──何でモンスター？

「『体の形状に囚とらわれない、変へん幻げん自じ在ざいの技術』を身に付けるのが目的、だって」

「あ、あー、それで粘体と触しよく手しゆかぁ……、え？」



「「「「 ……粘体と、触手……？ 」」」」



　映像関係。そして、その二つ。どうしてもハード＆アブノーマルなものが連想される。

「い、いやいやいや！　もしかしたら特とく撮さつとか、ＣＧの代わりとかかも!?」

「う、うむ、そうだな！　いくらなんでも、そんな事を大っぴらにやるとは──」



「あ……。そういえばコレ、絶対に秘密にしなさいって言われてたんだ……」



「「「「 …………………… 」」」」

　もはや声すら出ず。全員が完全な無表情になる。そして──



「財天寺さん。通報よろしく」

「……うむ」

「……細音よ。俺に似てると聞いたが……俺、なんぼなんでも、そこまでは……」

「あ、あははははは……」





　これにより、天狐一族に激げき震しんが走ったらしく。

『しばらく、人間社会でお勉強してきなさい。期待しています。……色々な意味で』

　そんな一報が久遠の母親から届いたのは、その数時間後の事。





「それにしても……。なんでこの時間に全員起きてるんだ？」

　それに改めて見てみると、澪、聖宵、久遠はエプロン装備。

「……ん。え～っと、聖宵？　言ってもいい？」

「にゃあ……。ちょっと残念だけど、うん、いいよ！」

「ん。じゃあ、悟もこっち、来て？」

　呼ばれてダイニングへ向かう。



　十数分後。



「そんなに焦あせらなくても、大丈夫だよ？　火、あんまり強くしなければ」

「うんっ！」

「がんばれ久遠ちゃん♪」



　澪、久遠、聖宵のそんなやりとりを聞きながら。俺はというと。

「……な、リッド？」

「……みあ……？」

「やっぱりいいよなぁ、こういうの……」

「みぁ～♪」

　キッチンに立つ澪と久遠（と、応おう援えんしている聖宵）を、『デレ～』っとした顔で眺ながめている俺とリッド。

　ちなみに。そんな俺達に細音、ヴィス、キーヤが呆あきれた様な視線を送ってきているが、気にしない方向で。黒木も居るが……例にもよって、キーヤの手で意識を奪うばわれている。

「それにしても。料理教室ねぇ……」

　聖宵までやっていたのは、ちょっと意外だった。

「聖宵ちゃん、本当に頑張ってるらしいよ？」

「に♪」

　ヴィスのお墨すみ付つきもあるらしい。どうやら本当に期待できるみたいだ。

　この後に聖宵も披ひ露ろうしてくれるらしいのだが、その前に、まずは久遠の料理。

「ん。お待たせ」

「み!!」

　澪の声に反応したリッドは、床ゆかに降りて、即そく座ざに綾人に変わる。そして席に着くと、澪がその前に置いたのは、皿に載のった野菜炒いため。

　その見み栄ばえは……あまり良くない。所々焦こげているし、野菜の大きさ、厚さも不ふ揃ぞろい。

　だけどそれはマイナス要素ではなく。むしろ、慣れない者が全力を尽つくした証。

　で。当の久遠はというと。

「くぅん……」

「……ん。久遠？　大丈夫だから。ね？」

　キツネの姿に戻って、澪のマフラーになっていたりする。

　そして。全員の視線が集まる中──

「──いただきます」

　なんとなく、こう──『　実　食　！　』とか言い出したくなる雰ふん囲い気きで。綾人は箸はしで一つまみ。

「（パクリッ　もぐもぐもぐ）」

「──!!（ハラハラハラ）」

「（ごっくん）」

「!?」

　綾人の一口と久遠の百面相が終わり。綾人が口を開く。

「うん！　美お味いしいよ、くーちゃん♪」

「！　キャン♪」

「うわっ！　ちょ、くーちゃんっ!?」

　澪の肩かたから跳ちよう躍やくし、そのまま綾人に飛びつく久遠。

　全力で甘あまえモードに入った久遠。綾人も落ち着かせるのを諦あきらめ、久遠の頭や耳、顎あご下したなどをくすぐってじゃれ合う。



　久遠と綾人が二人の世界に入り、こちらの声は多分届かないだろうなと確信してから、俺達は内ない緒しよ話ばなしを始める。

「実はな？　当の本人達には内緒にしているんだが──」

「ふむふむ」「わう」

　昼間に入った、天狐の里からの正式な連絡。

　久遠を取り返そうとしたのは、久遠のお父さんの私情による独断。曰いわく。

『ウチの子に彼かれ氏しなんて、まだ早いんじゃああああ!!』

　これに対して奥おくさんが物理的制裁を下し、『もう逆らいません』という念書もゲット。

　だからこの件については、完全に心配はいらないのだが……問題はここから。



　今回の綾人の事が、奥さんと族長さんに伝わったらしく。二人（二匹？）共、綾人にとても興味を持ったらしい。

　そこに──久遠の先生の一件。

　世間知らずという事を痛感した一族は──外部の人を受け入れ、外の世界の情報をもっと取り入れよう。そういう事になったらしい。



「──で。手始めが、な？」

　言って、今もじゃれ合っている綾人達に視線を送る。

「うっわ、あの歳でもう婚こん約やく!?」

「……ん、そこまでは。ただ……向こうのご家族は『いつでもＯＫ』って」

「当人達への話は、近いうちに里の使者がきて、正式に話すらしいぞ？」

「なるほどね～。……ん？　あははははっ！　ね、悟兄、澪？　その使者の人、明日来るかもね♪」

「……ん？」「へ？」

「や。だって──」

　細音が指し示すのは、久遠と綾人──ではなく、その先。

　じゃれ合うふたりのその背景、なんの気無しに付けていた液えき晶しようテレビから、その音声が聞こえてきた。



『明日は晴れ、所により俄にわか雨あめ。場所によっては──



　　天気雨キツネの嫁入り　　になるでしょう──』



　　　　　◆　　　◆



「……観測結果はどうでしたか、ガブリエル様？」

「予想通り、と言えば予想通りですね。──こちらを」

「これは──っ!?」

「……ええ。ごらんのとおり、澪の力は完全に安定しています。……１ランク跳はね上あがり、高い水準で、ですが」

「安定だけではなく、増大まで……」

「何があったか、などと、考えるまでもありませんね？」

「では──、やはり悟殿が？」

「間違いなく、何かがあります。──ツトレキエル。貴方あなたは悟殿に対象を絞しぼって観察を。私とスリアは、我らが知る全ての歴史を調べあげます」

「はっ！　かしこまりました」










　　　あとがき





　いつもペコペコ、あなたの背後で土下座する緋月っ！



　はい、そんなわけで。今回は初っ端からパクりネタで、またも土下座から入ります緋月です、ごめんなさい。



　いい加減、飽きられてきた感がありますので、とっとと本題に。



　このシリーズも、早い事でもう４巻目。１巻の発売から１年が経過しました。

　作中では一冊毎に月が変わっているため、本書は８月の物語となっております。

　ネタバレにならない程度に内容を語りますと。

　前巻のイブに続き、今回はリッドと……新キャラの久く遠おんが中心のお話。とはいえ、もう一つの中心は、やはり悟さとると澪みお。少しだけギクシャクしてしまう二人のお話です。



　さて。少し早いですが、お決まりの謝辞に。

　まずは担当様。

「膝枕ってエロいよね」

「で　す　よ　ね　！」

　こんな会話が出来る時点で、貴方様が担当で良かったと、心から思います。

　明星かがよ様。今回も素晴らしいイラスト、ありがとうございました！

　明星様の絵からネタが生まれる事も多くあり、今回の温泉での会話及び不等式は、２巻の水着絵を見て思いついたモノだったりします♪

　そして、手に取って下さっている皆様！　皆様のご声援のお陰で、このお話はもう少し続き──、おそらく、最後まで書かせていただける事になりました！



　お話はこれから動き始めますが……コンセプトと雰囲気を変えるつもりはありません！

　それと。終章で敢えて書かなかった、二人の『あの後』。どんな事になっているかは、次巻をお待ちいただければ、と！














OEBPS/image/o_kuchie002.jpg
FPHoNER HOpLe
REXSHOBQH






OEBPS/image/o_p123.jpg





OEBPS/image/o_p045.jpg





OEBPS/image/o_logo.jpg





OEBPS/image/o_cover.jpg





OEBPS/nav.xhtml



		
目次



		
一章　夏の一日、いつもの朝『悟の悩みは誰が為に？』



		
二章　雨天の出会い、迷子の仔『繰り返しの物語』



		
三章　旅行の初日、海の惑い『澪の悩みは悟の──？』



		
四章　旅の宿、気付きの夜『それぞれの想う先』



		
五章　二人の想い、願う未来『きみの呼び声』



		
終章　──そして。『その空の名前は──』



		
あとがき
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